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（……なんで……どうしてこんなことに……！）

　若い女性冒険者が苦く悶もんの表情を浮かべていた。

　場所はサンクチュアリ大陸の北部──首都ルミナスの正門を出た先の街道付近。

　スライムとの戦闘中、仲間を呼ばれ気付けば逃げ場を失ってしまったのだ。

　四し面めん楚そ歌かの状況でも、空は眩まぶしいくらいに輝いている。

　それはまるで、彼女に対する皮肉のようだった。

（……やだ……死にたくない……！）

　死を意識してしまったことで、彼女の心は恐怖に覆われ、鈍った思考が判断を遅らせる。

「ぁ……ああぁ……」

　掠かすれた声と、震える身体からだ。

　モンスターたちの本能がその隙を逃すはずはなく、彼女を倒そうと飛び掛かった。

　その時──

「──雷らい刃じん！」

　雷光がスライムを穿うがち、消滅させた。

「逃げて！」

　続けて聞こえた救いの声に促され冒険者は顔を向ける。

　そこに立っていたのは活発そうな少女だ。

　動きやすそうな軽装に身を包んでおり、剣士のように見えなくもない。

「あなたは……」

「そんなことはいいから、今は走って！　生き延びることを考えるの！」

　剣士風の少女が必死な顔で声を荒らげる。

　窮地に立たされた冒険者を助けようとしているのは明らかだ。

「で、でも、あなたは──」

「わたしは大丈夫だから！」

　勇敢な少女はそう言うが、モンスターの数が多すぎる。

　自分だけ逃げることを、冒険者の少女はためらっていた。

「安心して！　わたし、『勇者』だから！」

「勇者様!?」

　言われて少女は目を見開く。

　勇者ティリィ・アルタリア──彼女はこの世界の希望だ。

　女神の啓示を受けた彼女は、魔王に対抗できる唯一の人類として、特別な力を与えられている。

[image: ]

　その力は大陸中に知れ渡っていて──

「ごめんなさい……勇者様！」

　だから、勇者様なら大丈夫。

　迷う気持ちを捨て、心を誤ご魔ま化かしながら冒険者の少女は駆け出した。

（……必ず助けを呼びますから！）

　勇者を置いて、自分の命を守る為ために。

　そんな少女の無防備な背中に、モンスターたちが襲い掛かる。

「させないよ」

　しかし、ティリィがそれを阻んだ。

　銅の片手剣シヨートソードを振り下ろし、ゴブリンを切り裂く。

「わたしは勇者だから──みんなを、守るから」

　凛り々りしくも勇ましく可か憐れん。

　強い使命感を帯びた少女の叫びが虚空に響く。

「さあ──かかってきなさい！」

　武器を構え直し、勇者はモンスターたちに向き直った。

　それに反応して、モンスターたちは一斉に勇者を襲撃する。

「ふあっ!?　ちょっと！　全員まとめてはずるい！　一対一！　正々堂々勝負して──んっ……んんっ……ぷはっ！　スライムううぅ、顔にベタッと張り付かないでぇ～！」

　勇者は攻撃を避よけながら、ぶんぶん剣を振り回して魔物たちを牽けん制せいする。

　当然、その程度でモンスターが恐れを感じることはなく勢いは衰えない。

「な、なら──雷らい刃じん！　雷らい刃じん！　雷らい刃じん！」

　迫り来る魔物に向けて、勇者は魔法を乱射した。

　刃やいばの形を模した雷が、一体、また一体とモンスターを減らしていく。

　勇者のみが使えるこの魔法は、敵を一撃で倒すほど強力なのだが──

「らいじ──って、あれ？　魔法が発動しないわ!?　もしかして魔力切れ!?」

　魔法を使うには魔力が必要となる。

　そして彼女の魔力量は常人よりも遥はるかに膨大だ。

　が、短時間に何度も力を行使すれば、魔力切れを起こすのは必然だった。

「ぅ……で、でもお陰で魔物の数は減ったよね！　ならあとは──わたしの剣技で倒しちゃうから！」

　微かすかに焦りを見せながらも、勇者は再び片手剣シヨートソードを構えた。

　そんな彼女を見て、数体のスライムがひそひそ相談を始めた。

　何かを決定したのか、体を寄せ合わせていく。

「え!?　ちょ、ちょっと待って、何してるの？」

　気付いた時にはもう遅い。

　一体、また一体とスライムたちが合体していく。

　結果、ティリィの数倍はありそうな巨大な一体のビッグなスライムが生まれていた。

「そ、そんなの反則ぅっ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

「すらら～！」

　野太い声と共に、巨体が飛び上がった。

　勇者の目前に広がっていた青空は、その巨体に隠れてしまい、視界は真っ暗に覆われた。

「きゃあああぁぁっ！」

　続けて──ドッガアアアアアアアン！

　空にまで響く轟ごう音おん。

　スライムのプレスを受けて、勇者はその下敷きになっていた。

「ぅ～……ば、ばたんきゅ～……」

　弱々しい叫びのあと、バタリ……と、勇者は力尽きた。

「すらら～」

　戦いを終えてスライムが合体を解除リリースすると──不思議なことが起こっていた。

　スライムの下で倒れているはずの勇者はどこかへ消えていて──いつの間にか棺かん桶おけがあったのだ。





　　　　※






「おお、勇者よ。死んでしまうとは情けない。はぁ、今週だけで十五回目だよもう……」

「あいつまた死んだんですか!?　ちなみに今週だけで【十七回目】です！」

　肩を落としてしょぼくれている首長の発言を、俺──レスク・ラグリオンは訂正した。

　十七回。

　その数字が示すのは勇者が死んだ回数だ。

「すまん……また救助レスキユーギルドの仕事を増やしてすまん！」

　救助レスキユーギルドというのは、人命救助の専門家プロフエツシヨナルが所属する国営機関だ。

　俺が首長の城に呼ばれたのは、そこに所属する隊員だからである。

「いや、首長が謝ることないんですよ」

　涙目で土下座する勢いの首長の肩を俺はポンと叩たたいた。

「レスクくん……すまない。じゃあ依頼クエストのお代は少し安くしておいてくれるか？」

「それはきっちりいただきます！」

「守しゆ銭せん奴ど！　国営ギルドの癖に、税金と別に金を取るのか！」

「国からいただいている予算だけじゃ、ギルドが回らないんですよ！　給料が貰もらえなくっちゃ、こっちも死活問題です！」

「ぐぬぬ……わ、わかった。命懸けの救助レスキユーを頼む以上、文句は言えぬ」

「なら、今回の依頼クエストは勇者の救助レスキユーということでいいですか？」

「ああ。先程、ある冒険者から連絡があってな。……勇者の「ばたんきゅ～」という声が風にのって聞こえたそうだ」

「あ～そりゃ、間違いなく棺かん桶おけになりましたね」

　ばたんきゅ～は、勇者の魔法だ。

　力尽きる直前に強制発動して、自らを棺桶化する。

「そんなわけで、勇者の棺桶がモンスターたちに奪われる前に回収を頼みたい！」

「了解しました！　救助レスキユーギルドの隊員としてその依頼クエスト──正式に受諾します！」

　首長から依頼書を受け取り一礼を済ませると、直すぐに行動を開始した。





　　　　※






　依頼クエスト達成に必要な道具アイテムを整えると、俺はルミナスを出て舗装された街道を進んだ。

　勇者を早く助けてやりたくて、足を止めることなく走り続ける。

（……毎月のように、あいつは記録更新していくな）

　先月は確か五十回、ばたんきゅ～していた。

　その度に、俺は勇者の救助レスキユーへ向かっている。

　なぜかって、魔族は棺桶になった勇者を見つけると、どこかに隠そうとするのだ。




『勇者の棺桶、どこいったああああああああああぁぁぁっ！』




　と、叫び出したいくらい、見つからない時もあった。

（……この前は、ゴブリンがえっさ、ほいさと棺桶を運んでて驚いたなぁ）

　あいつら、いい汗流してた。

　担いでみればわかるが、棺桶は結構重い。

（……魔王の命令とはいえ、モンスターたちも大変だ）

　女神に力を与えられた勇者は、魔王の持つ防御結界を破壊できる唯一の存在だ。

　つまり魔王を倒せるのは勇者だけ。

　だからこそ、魔王は勇者の棺桶を隠すように命じた。

　最初に事が起こったのは、二世代前の勇者と魔王の時代。

『ふは～ははははっ！　おバカな人間ども～！　勇者の棺桶は隠しちゃったもんね～！　これでもう、我に怖いものなし～！』

　魔王から人類に向けて、こんな念話テレパスがあったそうだ。

　その時は救助レスキユーギルド総動員で、勇者の棺かん桶おけを探したらしい。

　こんな調子で未いまだに、人族と魔族は小競り合いを続けていた。

「……っと、ここだな」

　街道から少し外れた指定のポイントに到着すると、十体の魔物が何かを取り囲むように円を作っていた。

（……恐らくあの中心に……）

　俺は呼吸を整えてから、モンスターたちに近付いていく。

　一メートルほどの近距離になっても、モンスターは全く俺に気付かない。

　これは第三者が見たらおかしな光景だろう。

（……俺にとっては当たり前なんだけどな）

　このあり得ない現状は、俺の持つ救援技能レリーフによるものだ。

　救援技能レリーフというのは一部の者だけが使える魔法のような力だ。

　魔法との最大の違いは、魔力を一切使用せずに発動可能な点だろう。

（……だが、ただ便利な力ってわけじゃない）

　この力を発現させた者は体内に保有する魔力を全て失ってしまう。

　つまり魔法が一切使用できなくなるのだ。

　現在も救援技能レリーフが覚醒する明確な条件は不明。

　俺の場合は【災害】から大切な人を助けたいと願った時に能力が発現していた。

　救助隊員レスキユーの多くがそういった経験を持っている。

　その為ため、強い想おもいが救援技能レリーフを発現させる鍵となるのではないかと推測されていた。

　また、救援技能レリーフは固有のものであり同じ力は存在しない。

（……俺の力、気配遮断シヤツトダウンは──発動中、魔族の認識を阻害する）

　だからこそ、モンスターにこれほど接近するような大胆な行動が取れるのだ。

（……さて、どうするか）

　棺桶はモンスターたちの中心にある。

　一体のゴブリンが、げしげしと棺桶を叩たたいた。

「ゴブ、ゴブ、ゴブブ！（……ったく、この棺桶、重くて運べねえよ）」

「ゴブブ～、ゴブブブ～（仲間が来るまでの辛抱よ）」

　何を言っているかわからない。

　だが、ゴブリンが苛いら立だち棺桶を叩こうと、掠かすり傷きずすら付けられていない。

　この棺桶は『女神の加護』で守られているからだ。

　その為、神々に匹敵するような力を持っていない限り、破壊は不可能と言われている。

　つまり棺かん桶おけ状態の勇者はほぼ無敵。

「ゴブッ！　ゴブブブブ！（おらおらおらおら、魔王様め、安月給で扱こき使つかいやがって！）」

　ドゴッ！　ドゴゴ！　ドゴッ！

　苛いら立だちながらゴブリンが棺桶を連続キック。

　傷付くことはないとはいえ、勇者に意地悪をするのは少しばかり腹立たしい。

（……野郎！）

　ならこっちもやり返してやる。

　俺はゴブリンの頭をペシン！　と叩たたいた。

「ゴブッ!?（な、なんだ!?　テメェ、叩いたか今？）」

「スラ、スララ？（え、知らないよ？）」

　誰かに叩かれたと思ったのか、ゴブリンは振り向いて何か訴えていた。

（……ふふっ、もう一回）

　ペシ～ン！　と、ゴブリンの頭を叩く。

「ゴバッ!?（あいた!?）」

　今度は右側にいる女ゴブリンに目を向けた。

「ゴブブ？（どうしたのよ？）」

「ゴブリーン！（お前、叩いただろ？）」

　苛立ちを見せるゴブリンに対して、俺はさらに仕掛けていく。

（これで──どうだ！）

　俺は思い切って、男ゴブリンの着ていた下した穿ばきをずり下ろしてやったのだ。

　現在、なんと局部丸見えである。

「ゴ……？（え……!?）」

「ゴゴゴゴゴブブブブブブ！（きゃああああ、へんたあああああいっ！）」

　頬ほおを赤らめるゴブ子（仮名）が、べち～ん！　と、ゴブ男（仮名）の頬をぶっ叩いた。

「ゴブブリン！　ゴブゴブブ！（孕はらませるなら、人間の女にしなさいよね！）」

　何を言ってるかわからないが、仕返しはこれで終了でいいだろう。

（……ちょ、ちょっとやりすぎたか？）

　だが、元はと言えば人を襲ったこいつらが悪い。

　今ならモンスターたちは動揺している。

（……この隙に棺桶を運び出したいが……）

　簡単に勇者の棺桶に触れることはできない。

　無敵の勇者の棺桶にも欠点が二つある。

　一つはこうなってしまっては身動きが取れないこと。

　もう一つは、勇者の棺桶に触れると、あらゆる力が無効化されることだ。

（……俺の救助レスキユー技能もこの棺かん桶おけに触れてしまうと、効果を無くしてしまう）

　なら、どうやって棺桶となった勇者を救助レスキユーするのか。

「ウガガ、ウガ～ッ（おっまたせ～）」

　考えている間に、狼おおかみ型のモンスターのウルフがやってきた。

　続けて魔物たちが、勇者の棺桶に手を伸ばし抱え上げる。

（……あ、そういうことか！）

　魔物たちはやってきたウルフの背中に、棺桶を載せようとしていた。

　ご丁寧に落とさないように縄まで持ってきている。

「ちょ!?　お前ら、待って！」

　思わず叫んでいた。

　すると棺桶に伸びていた手が止まり、魔物たちが振り向く。

　だが魔物は俺に気付くことはない。

（……あっぶねえ……）

　危険な行為ではあったが、勇者の棺桶からモンスターの気を逸そらすことに成功した。

（……こういう時は──）

　俺も無策でここに来たわけじゃない。

　モンスターと戦えるほど戦闘力は高くなくとも、救助隊員レスキユーには、救助隊員レスキユーのやり方がある。

（……よし、あったあった。これを──こうだ！）

　ウエストポーチから、魔物の餌しもふりを取り出して……数メートル先に投げた。

　棺桶に群がっていた魔物の視線が餌に集まり──飛びついていった。

　低級モンスターは理性よりも本能の生物なので、魔物の餌は囮おとりに使える。

「ガブッ、ガブガブッ──」

　夢中で餌に、魔物たちは群がり齧かじりついていた。

　最も早はや、棺桶のことなど眼中にない。

（……ふふっ、本能には逆らえないってな！　さあ、今のうちに──）

　俺は棺桶を担いだ。

　ずっしりとした重みが背中から全身に圧のし掛かる。

（……おっも！　毎回思うけど、クッソおっも！）

　ちなみに彼女が重いのではない。

　重いのは棺桶だ。

　間違えるな！　絶対にデブとか言って勇者をいじめるなよ、絶対にだ！

（……って、もたもたしている場合じゃねえ！　魔物に気付かれる前に──）

　俺は即行で走り出した。

　一歩踏み出す度に、ズシン、ズシンと重みが全身を打つように伝わってくる。

　中々経験することではないと思うが、勇者の棺かん桶おけはマジで重い。

　それでも俺は足を止めず全力で走る。

　今のうちに一歩でも魔物と距離を取りたい。

「ガブガブッ……──っ!?」

　ようやく、魔物たちも棺桶がなくなったことに気付いたらしい。

「ゴブッ！」

「すらら～！」

「ガアアアアアッ！」

　バタバタバタバタ！　バタバタバタバタ！

　響き渡る足音を聞けば、俺たちを追って来ていることが見なくてもわかった。

　というか、振り返っている余裕はない。

（──逃げ切れるか!?）

　足音はどんどん近付いてくる。

　ブンッ！　ボンッ！　バンッ！

「おごっ!?」

　棺桶に何かが当たってその衝撃が腹にきた。

　恐らく、ゴブリンが棍こん棒ぼうでも投げつけたのだろう。

「てめぇら！　物を投げるんじゃありませんって、お母さんに教わらなかったのか！」

　全力疾走しながら苦情を飛ばした。

（……マズい。もう……直すぐそこまで来てる）

　だけど──

「だああああああああっ！　追いつかれてたまるかよおおおおおっ！」

　俺は気合を入れる為ために咆ほう哮こうした。

「絶対に逃げ切ってやるからなあっ！　うおおおおおおおおおっ！」

　もう一度叫び、今の全力を超えて、俺はさらに加速する。

（──もう直ぐだ）

　首都ルミナスの正門が近付いてくる。

　もう衛兵の姿が見えていた。

　だが、ここで緊張の糸を解ほどくわけにはいかない。

　町に逃げられれば棺桶が奪還不可能だとモンスターたちはわかっている。

　だからこそ、必ず何か仕掛けてくる。

「すらっ！　すらら～！」

　ぷよん、ぷよん、ぷよんぷよんぷよん、ぴょんぴょん！

（……なんだ？）

　これは何かが飛び跳ねる音？

　疑問を感じた瞬間、俺の上空に影ができた。

　不意を突かれて、俺は思わず見上げてしまった。

「は……はああああああああああああっ!?」

　飛び跳ねた無数のスライムが、俺目掛けて急速落下してきたのだ。

「なんだよそれえええええっ!?」

　この光景はまるでスライムの雨だ。

　スライムたちが分裂して降り注ぐ。

　しかもその全てが急速落下。

　パンッ！　パンパンパンッ！

「あっぶなっ!?」

　俺に当たることなく地面にたたきつけられたスライムの粘液が弾はじけ飛とんだ。

「だあああああっ！　スライムがこんな行動するなんて……！」

　もし直撃したら、ぷにぷにした柔らかいスライムといえど、ダメージは避けられない。

　いやダメージを与えることよりも、時間を稼ぐことを目的としているのか？

　冷静な思考を保ちながらも生まれる焦り。

（──いや、ここに来て任務失敗なんて有り得ない！）

　俺は空を見上げて降ってくるスライムたちを見つめる。

「当たるかよっ！」

　走り続けながら左右に身体からだを動かし、落下してくるスライムを避よけていく。

　首都ルミナスはもう直すぐ。

　だが──

（あれ……いや、ちょっと待てっ!?）

　このスライムの雨がルミナスに降り注ぐことになれば、少なからず住民たちは大混乱。

　町に被害が出てしまうだろう。

（……しまった）

　今になって気付いた。

　一度、ルミナスから離れるか？

　だが、体力が落ちている状況でモンスターから逃げ切れるか？

　もし俺が捕まれば、勇者の棺かん桶おけはモンスターに──

「迷わず突き進みなさい」

　聞き覚えのある女性の声。

　抑揚のない、でも不思議と力強く感じる言葉が聞こえて、俺の迷いは消えていた。

　なぜなら俺は──この人を信じているから。

「了解しました！」

　俺はただ前だけを見る。

「らあああああああああっ！　これで──」

　ラストスパート。

　降り注ぐスライムの雨を避よけながら、追ってくるモンスターから逃げ切る。

　そして──俺はついにルミナスの門をくぐった。

「お疲れ様──あとは『私たち』に任せなさい」

　直後、頼れる先輩とすれ違った。

　俺に『迷わず突き進め』と言ってくれた妙齢の女性。

　その長い黒髪が風に靡なびき、俺は思わず目を奪われる。

　彼女は救助レスキユーギルドの副隊長であるユリフィ・ネクスネル。

　このルミナスにある救助レスキユーギルド──第三救助機関サードのエースにして、黒の救済とも呼ばれる最上位隊員トツプレスキユーの一人だ。

　その救援技能レリーフは、

「──重力制御グラビテイ」

　彼女が呟つぶやいた瞬間。

　空から落下するスライムの周囲に黒い重力波が生まれ、その全てが静止した。

　視界の範囲内に存在する対象の重力を制御する。

　それが黒の救済──ユリフィ・ネクスネルの力だ。

「重力制御グラビテイ──落下フオール」

　ユリフィ副隊長は鋭利な眼まな差ざしと共に能力を発動させると、上空に静止していた粘液状の怪物が急速落下。

　町に迫っているモンスターの群れに、空から降り注ぐスライムが衝突していく。

　モンスターたちも、まさか同じ魔族から攻撃を受けるとは思っていなかったのだろう。

　動揺して完全に大慌てになっていた。

　そして、ひとしきりスライムの雨が降り注いだあと──

「んじゃ皆さん、あとは討伐よろしくお願いしま～す！」

　まるでタイミングを見計らったように、背後から明るく軽快な男の声が聞こえた。

　続けて「うおおおおおっ！」と男たちの叫びが町中に響く。

「ルミナスの平和は我々が守るぞ！」

「討伐数を稼ぐチャンス！　でも、怪け我がはしないように！」

「報酬は山分けだからな」

　門を出て行ったのは屈強な男たち。

　彼らはこの町の衛兵や冒険者たちだ。

「おう後輩、大変だったみたいだな」

　気さくな笑みで俺を労ねぎらってくれたのは、救助レスキユーギルドの先輩──ラグネル・ハーミットだ。

「ラグネル先輩……助かりました」

「隊長からお前が勇者の救助レスキユーに向かったって聞いてな。町の衛兵と冒険者ギルドに支援要請をしておいたのが役に立ったぜ」

「ありがとうございます！」

　ユリフィ副隊長やラグネル先輩は、いつも俺のピンチを予見しているように準備がいい。

「ま、新人のフォローも仕事のうちってな？　オレもそうだったしよ」

　先輩は俺を気遣うように言った。

　町の皆さんから聞いた話では、ラグネル先輩は新人の頃から優秀で大活躍だったらしい。

　いつか、俺ももっと──。

「まだまだ未熟ですけど、俺も……一日でも早く、最高の救助隊員レスキユーになってみせます！　どんなピンチからも、みんなを助けられるような、そんな救助隊員レスキユーに！」

　俺の決意を聞いて、先輩は嬉うれしそうに笑った。

「お！　いいねぇ～目標は高くデカく持つべきだ！　さ、ここはオレらに任せていいぞ」

　言って先輩は俺が背負っている棺かん桶おけに目を向けた。

「ありがとうございます！　──行ってきます！」

　先輩に感謝して俺は駆け出した。

　勇者の棺桶を回収したがまだ任務は終わっていないのだ。

「おらああああっ！　モンスターどもが！　日頃の恨みじゃああっ！」

「この前はよくもおれの顔を、スライム粘液塗まみれにしてくれたなぁっ！」

「ゴブリンてめぇっ！　そりゃこの前なくした俺の斧おのじゃねえか！　名前入りなんだよそりゃあ！　てめぇが盗んだか！　盗んだのはてめぇだったかあああっ！」

　まるでお祭りか？　というほど門の外が騒がしくなっていて、俺は思わず苦笑してしまう。

　この調子ならモンスターの討伐も直すぐに終わるだろう。

「さ～て、ちゃんと蘇よみがえらせてやらないとな！」

　俺は依頼書に書かれた最後の仕事をこなす為ために、教会に向かうのだった。
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「あらあら～……また勇者ちゃん、棺かん桶おけになっちゃったのかい？」

　ルミナスの西側にある教会の前で、散歩中のおばあちゃんに尋ねられた。

　棺桶を背負った俺を見ても驚いた様子がない。

　ルミナスの住民にとってこの光景が見慣れたものだからだ。

「なんと今週だけで十七回目です！」

「あらまぁ～そりゃたまげたねぇ～！　ばたんきゅ～セブンティ～ンじゃないかい！」

　なにそれ？　今年の流行語大賞取れるんじゃね？

「ちなみに三ヵ月の累計を計算してみたんですが、なんと百回目のばたんきゅ～でした」

「そりゃすごい！　ばたんきゅ～ハンドレッドじゃないかい！」

　まだ言いますかおばあちゃん。

　しかも、『レ』のところがすごく巻き舌だ。

「そんで勇者ちゃん、また人助けしたのかい？」

「どうやら新人冒険者を助ける為ために無む茶ちやしたみたいで」

　首長から受け取った依頼書に、そう書かれていた。

　まぁ、流石さすがにばたんきゅ～しすぎだが、人助けの為というのは勇者らしい。

「勇者ちゃんは優しいからねぇ。あまり無茶しないように、レスクくんも言ってあげてね」

「はい」

　俺は軽く会釈してからこの場を離れた。

　棺桶を背負っていると、老若男女、様々な住民から声を掛けられる。

　それは彼女が英雄だからではない。

　勇者は愛想も良くていつも元気いっぱいで、気付けばみんなを笑顔にしてくれる。

　ちょっと……いやかなりヘッポコではあるが、多くの人から慕われているのだ。

（……よし、到着）

　俺は教会の前で立ち止まって、

「──失礼します！」

　一声掛けてから扉を開いた。

　視界の先には主祭壇に立つ美しい女性が見える。

「シスターカトレア、勇者を回収してきました」

「お疲れ様です、レスクさん。お待ちしていましたよ」

　物腰の柔らかな、聖母のように貞淑な女性が、俺に優しく微笑ほほえみかけた。

　彼女は一人でこの町にあるエルス神教会を管理している修道女シスターだ。

「レスクさん、祭壇の上に勇者様の棺かん桶おけを」

　カトレアさんに言われて、俺は背負っていた棺桶を下ろす。

　棺桶の重みがなくなったことで、身体からだが嘘うそみたいに軽くなった。

「では祈りを捧ささげます」

　シスターは両手の指を重ね、ゆっくりと瞳を閉じた。

「我らが主──治癒の女神エルスよ」

　祈りを捧げると、彼女の身体が温かく淡い粒子に包まれていく。

　それは何度見ても神秘的な光景だった。

「全能なる力をもって、ここに封じられた魂を今ひとたび解き放ち、神の祝福を──命の奇跡をあたえたまえ」

　シスターを包み込んでいた光が、まるで命の息吹のように勇者の棺桶に流れ込み──光が溢あふれた。

　目を開いていられないほど眩まぶしく光が教会を満たしていく。

　ゆっくりとその輝きは弱くなり──

「……っ……ぁ……？」

　気付けば主祭壇に置かれていたはずの棺桶は跡形もなく消えて、代わりに勇者ティリィの姿があった。

　眠りから覚めたばかりのせいか、微睡まどろんでいる。

「おい、勇者──大丈夫か？」

「え……あっ！　レスク……って、どうしてここに？」

「どうしてって理由は一つしかないだろ」

　俺が顔を近付けると、勇者の目がパッチリ開いた。

「ま、まさか!?　寝ね惚ぼけてるわたしに、き、キスを!?」

「してねえよ！　シスターもいるんだぞ！」

　赤くなった勇者の発言を即行で否定した。

「そ、そう……」

　なぜか残念そうに勇者は唇を尖とがらせる。

「ところで勇者……お前、ばたんきゅ～センブンティ～ンだぞ！」

「え……それなに？　レスク、言いかたバカっぽいよ？」

「おまっ!?　お前が今週だけで棺桶になった回数だ！　十七回だぞ！　十七回！」

「ち、違います～！　ま、まだ七回くらいだもん！」

「サバ読みすぎだろ！」

　自身のばたんきゅ～を誤ご魔ま化かしたのは、勇者自身の気まずさからだろう。

「とりあえず……勇者！　そこを下りろ」

「え……？」

「主祭壇で寝続けるのか？　シスターが神への冒ぼう涜とくです！　って、鬼のように怒り出すぞ」

「あっ!?　ごめんなさい、カトレアさん」

　勇者は慌てて祭壇から下りて、シスターの顔を窺うかがう。

「お、鬼みたいになんて怒りませんから！」

　むすっと頬ほおを膨らませるシスターに、俺は手を合わせて頭を下げた。

　だが直すぐに仕方ないなぁという顔で勇者を見つめる。

「神は大らかな心で全てをお許しになります。何よりもあなたの無事をエルス様は喜んでおられると思いますよ」

「ありがとう、シスター」

　シスターの言葉に、ティリィは納得したように返事をした。

　この教会は癒いやしを司つかさどる女神エルスを信仰している。

　そして──そのエルスこそが、ティリィに勇者の力を与えた女神なのだ。

「しかし不思議なものですね」

「うん？　何がですか？」

　シスターがふと呟つぶやいた言葉に、俺は思わず首を傾かしげた。

「治癒の魔法がこの世界から消えてから随分になりますが、勇者様の復活の力は消えることはない」

「ああ……それについては色々と言われてますよね」

　五年前──世界から治癒魔法だけが消えてしまった。

　この突然の事態に大陸中が大騒ぎ。

　何せ人々は治療のほぼ全てを魔法に頼っていたのだから。

　もちろん回復薬ポーシヨンなども存在するが、治癒魔法があれば薬など必要ない。

　現在ではライセンスを持つ薬くす師しはほんの僅かとなっている。

　結果──治療手段を失った人類は傷や病気に無力となった。

　この治癒魔法消失事件は【生命いのちの棄却】と呼ばれている。

「……やはり、女神エルスに何かあった……と、考えるのが妥当なんでしょうか？」

「勇者様の力は今も消えていません。それは、エルス様が今も我々を見守ってくださっている証あかしだと、わたくしは考えています」

「きっと……エルス様なら大丈夫よ！」

　勇者の言葉に、シスターは微笑を浮かべた。

「女神エルスと繋つながりを持つ勇者様が、そう言ってくださるのは心強いです」

　勇者の力は、エルスの力の一部を分け与えられたものだ。

　だからこそ、女神の力が強く反映される教会でシスターが祈りを捧ささげると、力が増幅して復活を遂げることができる。

「エルス様の為ためにも……そして、みんなの為にも、わたしがもっとがんばらなくちゃ！」

　パン！　と勇者は自分の頬ほおを叩たたいて気合を入れた。

「勇者、あまり無理はするなよ。……もし何かあったらいつでも俺を頼っていいから」

「うん！　……ありがとう、レスク」

　最初は遠慮がちに、でも嬉うれしそうに勇者は笑った。

　ティリィは自分を顧みず人助けをするから、危なっかしくて放っておけないのだ。

「っと……そうだ！　大切なことを忘れてた」

「急にどうしたの？」

「……勇者……わかってるだろ？」

　ぐっ──と、俺は勇者との距離を縮める。

　すると勇者は頬を赤く染めて身体からだをビクッと震わせた。

「ぇ……──ま、まさか──!?」

「そうだ！　救助費用をよこせえええええっ！」

「う、うそおおおっ！　ちょ、ちょっと待ってほしいの！　お、お金、そんなにな──」

「これも国の定めた規則ルールなんでな！　ほら、持っている金の半分を出せ！」

　この大陸には勇者法という特別な規則ルールが存在する。

　勇者に様々な権限を与えるというものだが罰則も存在していた。

「ば、ばたんきゅ～する度に、お金が半分取られるなんて、人生ハードモードよ！」

「これは勇者に気を引き締めてもらう為の法だろ！　嫌なら棺かん桶おけ化するな！」

「うぅ……必死に貯ためたお金なのよ！　鬼畜！　レスクの鬼畜ぅッ！」

「鬼畜でもなんでも、金はもらうからな！　約束は守ってもらおう」

　涙目で言われると、まるで借金の取り立てをしているような気分になる。

　が、俺の仕事は救助隊員レスキユーです。

「レスク～！　こ、今回だけ！　わたし、ご飯食べるお金、なくなっちゃうぅ～！」

　泣きながら俺にぎゅ～っと、しがみついてきた。

　必死な上目遣いでお願いされて、俺の決心も少し揺らぐ。

「……あ～もう、そんな悲しそうな顔をするな。飯くらいなら俺が奢おごってやるから」

「ほんと!?　レスク優しい！」

　悲しそうな顔から打って変わって、勇者の顔はパ～っと輝いた。

「ああ……そのくらい安いもんだ。──その代わり、金はよこせえええええっ！」

「ふえええええええんっ……やっぱり鬼畜よおおおっ！」

「どうせまたモンスターに一人で突っ込んだろ！　無む茶ちやばっかするお前が悪い！」

「だ、だって冒険者さんが危なそうだったから！　それにあのスライム、おかしいの！　いきなり合体してぼ～んって！　ぼ～んってなって！」

「なら合体する前に全員倒せ！」

「必殺の勇者アタックを喰くらわせようとしたんだけど、柔らかすぎて弾はじかれたの！　ぶにゅ～んって！　ぶにゅ～んってなったの！」

　スライムって……あいつか？

　確かにあそこにいたスライムはおかしかった。

　飛び跳ねながら分裂して、雨のように降り注いできたしな。

　モンスターの中には稀まれに異常な力を持った変異体が現れるが、多分それだろう。

「もしかして……あれも【災害】だったのかな？」

「いや、そこまでの危険性はなかったよ」

　この大陸には【災害認定】された怪物がいる。

　人族と魔族という括くくりを抜きに、大陸に住む全てのものに大規模な被害を与える存在。

　それらは突如生まれ──世界に大打撃を与える。

　直近で災害が現れたのは今から五年前で──

「まあ、もし災害が現れても、わたしの魔法でけちょんけちょんよ！」

「調子に乗るな！」

「あだっ!?」

　勇者の後頭部にチョップを喰らわせた。

「むしろお前、一瞬で棺かん桶おけだろ！」

「大丈夫よ！　みんなを助ける為ために、わたしは五年間──勇者としての訓練を重ねてきたんだから！　いざという時は勇者パワーを解放しちゃうから！」

　ふふ～んと、胸を張る勇者。

　そんなものがあるなら、常に解放してほしい。

「お前と話してると、不思議と元気が出るよ」

「ほんと！　レスクが元気で笑ってくれるなら、ずっと一緒にいてあげる！」

「それで食事をたかろうって言うんだろ？」

「バレたか！」

　ペロッと少しだけ舌を見せて、勇者は冗談めかすみたいに笑った。

「まあ食事はご馳ち走そうするから──今はさっさと金をよこせ！　じゃないと──こうだ！」

「ひゃっ!?　ちょ、ほ、頬ほおを引っはらないれよ～！　のびりゅ、のびちゃうから～！」

　ぎゃあぎゃあ叫んだ勇者が、反撃とばかりに俺の頬を引っ張ってくる。

「ぐっ、反撃とはいい度胸ら！」

　互いの頬がびろ～んと伸びる。

　勇者と救助隊員レスキユーが、債務者と借金取りのように争っているところなど、住民たちには見せられそうにない。

「お二人とも、本当に仲がいいですね」

　俺たちの攻防を、シスターが微笑ほほえましそうに見ていた。

　結局……勇者は泣く泣く俺に、持っていた資金の半分を渡した。

「うぅ……はがねのつるぎが遠のいて行くよぅ～……」

　どうやら欲しい武器があったらしい。

「次は簡単にばたんきゅ～するなよ？」

「わかってる！　わたし、もっと強くなってみせるから！」

　勇者は胸の前でグッと両拳を握った。

　何度負けても挫くじけない。

　精神力という一点において、勇者に敵かなう者はいないだろう。

「よ～し！　お金が減っちゃった分もがんばらないとね！　じゃあ早速──」

　冒険にでも出るのか？

　と、思っていたら、違った。

　なんと教会の右奥にある扉に向かって行ったのだ。

「ちょ!?　勇者様、そ、そこはわたくしの寝室──」

「お邪魔しま～す」

　激しく動揺するカトレアを尻目に、勇者は扉を開いて堂々と中に入った。

「ぁ……」

　呆ぼう然ぜんとして言葉を失うシスターカトレアの代わりに、俺が勇者を追いかける。

　すると見えた光景は、

「あ、見て見てレスク！　薬草が入ってたよ！」

　タンスを漁あさっていた。

　しかも嬉うれしそうに俺に言って、道具アイテム袋に薬草を入れていく。

「待て待て勇者！　人の家のタンスを勝手に漁るんじゃない！」

「でも役立つ道具アイテムがあるかもしれないもん！」

「お前に常識はないのか!?」

「あるよ！　でも、わたしに語り掛けてくるの！　多分、これは女神様の声……ここにお宝がある気がするの！」

　言って勇者はタンスの二段目を開けた。

　すると、

「あ、これは──」

「と、突然のことで驚いてしまいましたが、勇者様……せめて部屋を探索をなさる時はひとこ──……ぎゃにゃああぁぁぁああっ～！」

　貞淑な修道女シスターであったカトレアさんの口から、信じられない悲鳴が飛び出した。

（……え、嘘うそだろ？）

　思わず俺は目を疑った。

（……こ、これって、カトレアさんのなのか？）

　あまりにも意外すぎるが、だとしたら彼女の動揺は当然だろう。

　何せ勇者は見つけてしまったのだ。

　お宝──じゃなくて、シスターの……エッチな下着を。

「勇者様あぁぁぁ～っ、ななななななにしてるんですかあぁぁ～っ!?」

「道具アイテム探し？」

「それに特殊な使い道はありませんっ!!」

「もしかしたら、高値で売れるかも！」

「ら、らめええええええ！　神に身を捧ささげた聖職者たるわたくしが、こんなはしたない下着を穿はいてるって知られたら生きていけませんんんん～っ!!」

　シスターが真っ赤な顔を覆った。

　正直、俺はもうこの場にいるのが申し訳なくなってきた。

「勇者、絶対にやめてさしあげろ！」

「だめ？　女神様が高く売れるって囁ささやいてる気がするんだけど……」

「え、エルス様が……ああ主よ、ならばわたくしは恥を忍んで、こ、この、し、下着を捧げ……あぁ～でもやっぱりダメッ！」

　シスターカトレアは真面目に悩んでいる。

　この人も意外とポンコツだった。

「レスクさん、お願いです！　わたくしのあれを救助レスキユーしてください！　これは依頼クエストです！」

　まさか下着の救助レスキユーを頼まれるとは。

　だが──それが正式な依頼クエストであるというのなら、俺は救助隊員レスキユーとしての任務を全うする。

「シスターの尊厳は俺が守ってみせます！　いいか勇者、よく聞け……人には踏み越えちゃいけない領域ってもんがあるんだ」

「あ……こんなところに壺つぼが──えい」

「おおおおおいっ！　俺の話を聞け！　あと壺を割ろうとするなっ！」

　勇者法でティリィには様々な権利が与えられている。

　その為ため、よほどの行為でない限りは犯罪として問われることはない。

「だが、それとこれとは話は別だ！　シスターのエッチな下着は絶対に俺がまも──」

「……神よ……やはりわたくしは、勇者様が必要だと言うなら、下着が売られていく運命を受け入れます」

「えええええええええっ!?」

　既に覚悟を決めたのかシスターの顔は恐ろしいほど清すが々すがしかった。
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　シスターの尊厳はしっかりと死守成功。

　無事に俺が救助レスキユーしている。

「よ～し、そろそろ冒険に行ってくるね！」

　教会での騒動──もとい探索を終えた勇者は、バタバタと出口に向かった。

　が、ふと振り返り──。

「あ──レスク。……デートの約束、忘れちゃダメだよ？」

「デート……？」

「食事、ご馳ち走そうしてくれるんでしょ？」

「それデートなのか？」

「デートなの！　だから、約束だよ？」

　言って勇者は俺に小指を向けた。

「……わかった。約束だ」

　言葉と共に俺は勇者と小指を絡める。

　ただそれだけのことなのに、勇者は嬉うれしそうに笑った。

「勇者、気を付けてな」

「うん！　レスク……助けてくれてありがとう。わたし、もっと強くなるから。あなたを守れるくらい」

　決意するみたいに言ったあと、勇者はこの場を去っていった。

「……シスター、すみません。勇者の奴やつが……」

「あはは……まあ、勇者様は一生懸命なだけですから。それにレスクさんは、わたくしの一番大切なものを守ってくれましたから」

　それはあなたのパンツです。

　守りたいそのパンツ。

「でも、忘れてくださいね」

「はい」

　優しい笑顔から放たれた有無を言わさぬ威圧感に、俺は敗北を喫した。

「……それじゃ俺もそろそろ行きます。次の依頼クエストがいつ入ってくるかもわからな──」

　突如、カリッ──と、何かを齧かじる音が聞こえた。

「いい勘してるじゃない」

「っ──」

　声が聞こえて反射的に振り返る。

　すると、さっきまで誰もいなかったはずの場所に、銀髪の美少女が立っていた。

「急に現れて驚かすな」

　彼女は俺の幼おさな馴な染じみであり、救助レスキユーギルドの隊員でもあるカレン・アリスブールだ。

　訓練生だった十歳頃から、家族のように生活を共にしている。

「もぐもぐ……」

　ちなみに俺の苦言に返事もせず、いきなり簡易食品を取り出して食べ始めた。

　が、別に腹ペコ娘というわけじゃない。

　これにはちゃんと理由があって──。

「ごくん──ごめん、待たせたわね。勇者ティリィの救助レスキユーは終わっ──って!?　あ、あんた！　それはなんなわけっ！」

「え？」

　カレンの顔が真っ赤に染まり、ぷるぷると震えながら一点を指差した。

　その先にあるのは俺の右手……に握られているシスターのエッチな下着だった。

　って、パンツッ!?

「っ!?　こ、これは、ち、違うんだ！」

「何が違うのよ！　エッチ！　バカ！　最低っ！」
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「だから違うっての！　これは勇者の奴やつが──」

「勇者!?　勇者ティリィにこれを穿はかせたの!?」

「違うわっ！　お前、妙な勘違いしてるよな!?」

「勘違いって、じゃあそれは何よ！　こんな、か、過激なのが趣味だったなんて変態よ！」

「……神に身を捧ささげているわたくしが変態……変態ですかぁ……あははっ……」

　カレンの罵倒にショックを受けているのはシスターだった。

　魂が抜けたように目から光が消えている。

「とりあえずこれは俺の趣味じゃねえ！　それは全力で否定する！」

「……なら嫌いなのね？」

「……」

　思わず逡しゆん巡じゆんする。

　あれ？　健全な男子としては、嫌いでは──。

「何よその間！　やっぱり好きなの!?」

「あのな！　……仮にこれが俺の趣味だとして、お前に怒られる理由がないだろ！」

「っ……そ、それは……」

　急にカレンは口ごもった。

　そして頬ほおを赤く染めて視線を彷徨さまよわせる。

「ほ～ら～？　どうした？　理由もなくお前は文句を言っていたのか？」

「あ、あたしは……あんたが……」

「俺のことが……？」

「あ、あんたが──あんたが、そういう趣味でも、受け入れて、あげたいけど……自信、ない、から……」

　カレンの顔は見る見るうちに赤く、真っ赤になって、そして瞳を熱っぽく濡ぬらしていく。

「ちょ!?　待て待て～！　俺が変態であるという前提はなんなんだ!?」

　寧むしろ変態なのはシスター！

　そこにいる修・道・女だから！

「色々と問い詰めたいけど、今は時間がないわ。あとでしっかり聞かせてもらうから！」

　落ち着こうと、カレンは何度か深呼吸をする。

　そして冷静さを取り戻してから話し始めた。

「……勇者の救助レスキユー、終わってるのよね？」

「ああ、問題なく」

「なら直すぐに出動。──緊急の依頼クエストが入ったわ」

　緊急と聞き、俺は一気に気が引き締まる。

「──内容は？」

「それは隊長の口から説明するそうよ」

「……隊長から？」

　なら秘匿性の高い依頼クエスト？

　もしくは高難易度の救助任務か？

「わかった。直すぐに向かおう」

　俺は救助隊員レスキユーとして気持ちを切り替える。

　これから始まるのは、命懸けの救助レスキユーになるかもしれないのだから。
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　首都ルミナスの救助レスキユーギルド──通称、第三救助機関サードに、俺やカレンは所属している。

　そして今、俺たちはギルドの隊長室の前に立っていた。

「レクス・ラグリオン──勇者の救助任務を終えて帰還いたしました」

「カレン・アリスブール、入ります」

　名乗りを上げ隊長室の扉を開く。

　決して広いとは言えない室内の奥にあるアンティーク調の長机。

　そこに座る歴戦の兵士を彷ほう彿ふつとさせるような精せい悍かんな顔立ちの男。

　彼の名は第三救助機関サードの隊長ブリック・トラッシュだ。

「おう、二人ともご苦労さん」

　隊長の言葉に、俺たちは敬礼で応える。

　部下の帰還を喜ぶように、隊長は先程と打って変わって愛あい嬌きようのある笑みを見せた。

　こうしていると人のいいおっさんに見える。

　が、ブリック隊長は伝説の救助隊員レスキユーと言われ、数々の逸話を残している。

　そして、俺とカレンの育ての親であり恩人だった。

「早速で悪いが次の依頼クエストだ。つい先程、キサラ・ローレンスの救助要請が入った」

「キサラ・ローレンス……──えっ!?　あのキサラ!?」

　その名前を聞き、カレンは驚きに目を見開いた。

「ま、名前くらいは知ってるか」

「そりゃあ……大陸全土に百人といないＡランクの冒険者だもの」

　キサラは首都ルミナスを拠点に活動をしており、その異名は迷宮踏破者ダンジヨン・キラー。

　数多くのダンジョンを完全踏破していることで知られている。

「治癒魔法が世界から消えてから、冒険者たちのダンジョン探索は減少傾向なのに、キサラだけは陰りが見えるどころか、より活発になったと聞いてます」

　そのせいか、冒険者たちの中には彼女を『自殺願望デツド・ウイツシユ』と揶や揄ゆする者もいるくらいだ。

「どうやら彼女についての詳細は不要のようだな。念話テレパスで入った救助要請によると永と遠わの魔ま窟くつで負傷したそうだ」

　隊長の言葉を聞き俺とカレンは視線を交差させた。

「永遠の魔窟……よりにもよってというか、噂うわさのキサラらしいというか」

　カレンの言葉の意味を、俺は直すぐに理解した。

　永遠の魔窟は、終わりが見えないほど広く深い闇に覆われたダンジョンだ。

　上層は経路が把握されてきた為ため、新人冒険者でも問題なく探索できる。

　が、中層以降は帰らぬ冒険者を増やし続けている。

　未いまだ踏破者はいない為、キサラが挑むにはもってこいだったのだろう。

「では、急ぎ準備をして俺たちはキサラの救助レスキユーに──」

「待て……話しはまだ終わっていない。この依頼クエストだが、少しきな臭くてな」

「どういうことよ？」

「まず救助要請はキサラ本人からあった。が、正確な情報が伝えられる前に念話テレパスが途切れている」

「モンスターから襲撃を受け、念話テレパスの魔石を落とした可能性がありますね」

「ダンジョン内であれば珍しい話じゃないけど……隊長、判明してる情報は？」

「現段階でわかっているのは、【永遠の魔窟】の【五階層】で【トラップ】に掛かり【モンスター】に襲われ【重傷】を負い【移動が困難】な状況にあるらしい」

「なら直ぐにでも救助レスキユーに向かうべきじゃ？」

「本来ならそうだ。迷っている時間も惜しい。だが……冒険者ギルドにも確認を取ってみたところ、キサラは別の依頼クエストを受けて、カプルスの町に向かっているらしい」

「カプルスの町はルミナスの西ですよ？」

「永遠の魔窟はルミナスの東だものね。反対方向じゃない」

　この時点で矛盾が生じていた。

「つまり……救助要請者が嘘うそを吐ついている可能性があると？」

「その可能性は高いかもしれん。もしくは魔族の罠わなか……」

　魔族の中には人語を話す者もいる。

　過去には魔族が人族を装い、向かった隊員を一網打尽にするという事件があった。

　その為、救助レスキユーギルドとしても明確な情報がなくては動きづらい。

「……Ａランクの冒険者が上層で重傷を負うっていうのも、少しおかしいわよね」

「上層で大量の魔物が発生したという可能性はないか？」

　どれだけ強い冒険者であったとしても、数の暴力を上回るのは容易ではない。

「……最初はお前たちに伝えるか悩んだんだがな」

　隊長は交互に俺たちに視線を向けて、さらに話を続けた。

「キサラが依頼クエストを放棄して、永遠の魔窟に向かったという可能性はゼロではない。全てが事実ならＡランク冒険者を失う危機かもしれん」

　大陸中を探しても数少ないＡランク冒険者を失えば──冒険者ギルドだけではなく、人類にとっても大きな損失となるだろう。

　魔族に対抗する為ための人材は多いに越したことはない。

　だが、そんな世界にとっての打算的な話よりも──

「救助レスキユーが必要な『誰か』がいる可能性はあるんですよね？」

　助けを求める誰かがいるのなら──その可能性があるなら俺の答えは決まっている。

「念話テレパスがあったのは事実だ」

「ならその依頼クエスト──俺に受けさせてください」

　自分の意志を隊長に伝えた。

「ちょっと待って」

　すると、カレンがムッとした様子で俺を睨にらんだ。

「俺に──じゃなくて、あたしたちでやるのよ。あんた一人じゃ無む茶ちやしそうで心配だもの」

「カレン……だけど──」

「リスクが高い？　そんなのこの仕事をしてたらいつものこと──それに、もうモタモタしている時間なんてないでしょ？　あたしの救援技能レリーフがあれば直すぐに動ける」

　カレンの言う通りだ。

　それに、この場に俺たちを呼んだということは、隊長は『俺たち』で受けるなら、許可するつもりなのだろう。

「わかった。隊長、俺たちで救助レスキユーに向かいます」

「お前たちが相棒バデイを組むなら、救助できる可能性があるからな。面倒な書類の手続きはこっちに任せておけ。準備だけは怠るなよ」

　ブリック隊長は、俺たちの答えを予想していたように、力強く頷うなずいた。

「では、第三救助機関サード所属──レスク・ラグリオン」

「同じくカレン・アリスブール」

「「これより救助任務を開始します！」」

　こうしてＡランク冒険者キサラの救助任務が始まった。





　　　　※






　迅速に準備を整えて、

「『飛ぶ』わよ」

　カレンが俺の手を握る。

　それは、彼女が救援技能レリーフを発動させる合図だった。

「頼──」

　答え終わる前に、俺の視界が切り替わった。

　瞬間、地面が消えた。

「ぬおおぁぁああああああああああああああああああああっ!?」

　視界には一面の青が広がり、今、俺たちは大空を落下していた。

　たとえるなら、今の状況は命綱のないダイブ。

　あまりの恐怖に、俺はカレンを力強く抱きしめていた。

「ひゃっ……なぁっ、れ、レスク──どこ触ってるのよ！」

　頬ほおを染めるカレンの顔が見えたが、俺はそれどころではなく──。

「かかかかかカレン！　落ちてる！　落ちてるからああっ！」

「そ、そこ、く、くすぐったっ……──もう！」

　言って再び視界が切り替わった。

　それが何度か続いたあと、俺の両足は再び地面に立っていた。

「──到着したわよ」

「はぁ……はぁ……み、みたい、だな……」

　目前には竜でも眠っていそうなほど巨大な洞窟。

　間違いない。

　ここが永遠の魔窟だ。

「あんた……何度飛んでも慣れないわよね」

　グロッキーな俺を見ながら苦笑するカレン。

　彼女はウエストポーチから簡易食品を取り出して食べ始めた。

　彼女の救援技能レリーフは座標転移テレポイント。

　対象を転移させる力だ。

　一度に転移可能な対象は自身を含めて二人。

　転移可能な距離と重量は決まっており、それを超えると座標が大きくずれる。

　さらに欠点として、使用する度に強烈な空腹に晒さらされる。

　が、それを差し引いても便利すぎる能力だろう。

　その証拠というわけではないが、救助レスキユーギルド全体で彼女の力は重宝されていて、他の救助機関から救援要請を受けることも多いのだ。

「……レスクも食べたいの？」

「うん……？」

「さっきから見てるから……本当は他の人にはあげないのよ。でも、あんたは特別」

　言って自分用の簡易食品を俺に差し出してきた。

　どうやら俺が空腹だと思ったのだろう。

「すまん、腹が減ってたわけじゃないんだ」

「遠慮しなくていいのに。昔から言ってるでしょ？　あたしたちは相棒バデイなんだから遠慮せずになんでも言いなさいよね」

　俺から視線を逸そらすと、カレンは手早く簡易食品を食べた。

　五年前に救助隊員レスキユーを目指すと決めてから、俺たちは互いに遠慮をしないことを、相棒バデイとして頼り合うことを約束した。

　まるで家族を失った喪失感を互いに埋め合うみたいに。

「……よし！　──行くか」

「いつでも」

　俺たちは並んで歩きながら、互いの拳を軽く合わせた。

　そして大穴の中に入ると直すぐに手を繋つなぐ。

　当然、ふざけているわけじゃない。

　俺の救援技能レリーフ──気配遮断シヤツトダウンは、触れている対象にも効果を発揮する。

　本来、ダンジョンの中ならモンスターを警戒して慎重に行動しなければならない。

　この力を使うことでより迅速に行動することが可能となる……が、一つ問題もあった。

「お、おい……ダンジョンの中で手を繋いでるカップルが歩いてるぞ」

「こんな場所でどんなプレイだよ！　可愛かわいい子連れてる自慢か！」

「ちげーって。服装を見てみろよ。ありゃ救助レスキユーギルドの隊員だろ？　多分、救助活動中だ」

　別の冒険者が正確な情報を伝えてくれた。

　気配遮断シヤツトダウンは魔族に対してのみ効果を発揮する。

　その為ため、ダンジョン内で冒険者と遭遇すると、変な誤解を生むことがあった。

　以前、救助レスキユー活動中にいちゃつくなと通報された時は苦笑するしかなかった。

「あの冒険者たち、ダンジョン内だっていうのに気が弛たるみすぎよ」

「上層でも油断は禁物なんだけどな」

　一階層はモンスターも弱く数も少ない。

　スライムやゴブリン等の低級モンスターが大半だが……それでも不慮の事態は発生する。

　だからこそ、ダンジョンの中は常在戦場の覚悟でいなければならない。

「レスク、そこを右ね」

「助かる」

　永遠の魔窟のマップを広げながら、カレンは次に進むべき通路を俺に指示していく。

　実は俺たちは、このダンジョンで救助レスキユー活動をするのは二回目だった。

　そして一回目の救助レスキユー活動の際、『地図マツプ』を買っている。

　多くのダンジョンは冒険者たちの手によって地図化マツピングされており、その内部構造を記した情報は『金銭』で取引されていた。

　この永遠の魔窟も、四階層まではかなり正確な地図マツプが完成している。

「……少し前に二階層に向かった冒険者がいるみたいね」

　カレンがそう口にした理由は、次の階層に進んだ目印のようにモンスターの死体が転がっていたからだろう。

「……血が固まっていないところを見るに、まだ時間はそれほど経過していないな」

　死体がある場所には餌を求めて別のモンスターが集まってくる。

　今も数体ほどモンスターがうろついていた。

　だが、俺の救援技能レリーフが発動している為ため、モンスターに気付かれることなく、一階層は最短ルートで突き進んだ。

「──ここね」

「ああ、俺が先に下りるから一応、後方の警戒を頼む」

　二階層に下りる為の階段は狭く、並んで下りることはできない。

　モンスターから挟み撃ちを受ける可能性なども想定しながら、俺たちは足を進める。

「──前方の安全はクリアだ」

「後方も問題ないわ。このまま進みましょう」

　どちらからともなく俺たちは再び手を繋つないだ。

「前回の救助レスキユーは二階層でだったわよね」

「ああ。この階層はトラップもほぼなかったよな」

「でも油断はせずに進むわよ」

「当然だ。モンスターがいることに変わりはないからな」

　地図マツプを元に三階層を目指していく。

　一階層と同様に低級モンスターが多いことに変わりはない。

　が、見掛けるモンスターの種類は増えていた。

「……天井にドラキュがいるな」

「可愛かわいい見た目に反して、厄介なモンスターよね」

　ドラキュはコウモリ型モンスターだ。

　愛あい嬌きようある見た目に反して、噛かみ付つかれると体力と魔力も奪う。

　魔法を使う者にとって厄介な──バタバタバタバタ。

「……カレン、止まれ」

「足音？　冒険者かしら？　こんな大きな足音を立てたらモンスターに気付かれるわよ」

　カレンの危惧のままに、ドラキュが天井から飛び立った。

「どら～、パクッ！」

「──うおっ、クソがっ！　ドラキュがきやがった」

「ぎゃあああっ！　噛かまれた～！　ああっ、魔力が……やっと、ここまで戻って来たのに」

　冒険者たちの悲鳴。

　そして二名の冒険者が慌ただしく引き返してきて、俺たちと行き違う。

　救助隊員レスキユーの救援技能レリーフは魔力を一切必要としない。

　ダンジョンでは魔法に対する天敵がいるからこそ、俺たちの力が役立つ機会は多い。

「どっらら～！」

「お、おい！　ちょっと待ってくれよ。まだ敵が──うがっ……」

　冒険者たちが逃げてきた先から、別の男の声が聞こえた。

「まさか、逃げ遅れた冒険者がいるの!?」

　即席のパーティでは、危険が迫った際に仲間を救助しようとする者は少ない。

　これは治癒魔法が消失してしまったことも関係しているだろう。

　少しの怪け我がが命取りになるのがダンジョンという場所なのだから。

「──カレン！」

「わかってる」

　互いの思考を瞬時に理解して、俺たちは駆け出した。

　すると直すぐにローブを着た男の姿が見えた。

「──ふぁ、火炎球フアイアーボール！　ぁ──ドラキュのせいで、もう魔力が……」

　魔法はもう発動せず、冒険者は身をすくませた。

　それを嘲あざ笑わらうようにゴブリンが男に飛び掛かり、喉元を貫こうと鋭い爪を突き立てる。

「──っ──このままじゃ」

　間に合わない。

「任せて！」

　俺がそう口にするよりも早く、隣で走っていたカレンの姿が消えた。

　次の瞬間、

「っ──ふっ！」

「うわっ!?」

　俺が目にしたのは男を突き飛ばし地面に倒れ込むカレンの姿だった。

「立って！」

「ぇ……あ、はい！」

　冒険者の男は促されて立ち上がる。

　カレンのお陰で即死は免れたが、危機を脱したわけじゃない。

　俺は直ぐに二人に駆け寄って、腰に備え付けているポーチから道具アイテムを取り出した。

「これを！」

「!?　あ、ありがとうございます！」

　手渡したものが何か男は瞬時に理解した。

　魔法使いにとっては必需品である魔力回復薬マジツクポーシヨンだったことを。

「ガアアアッ！」

　再び襲い掛かってくるゴブリン。

　さらに魔力が回復した冒険者に反応してか再びドラキュが迫る。

　だが魔物たちの攻撃は標的には届かなかった。

　なぜなら俺が、この魔法使いの男に触れているから。

　救援技能レリーフ──気配遮断シヤツトダウンの効果で、モンスターは俺たちの姿を見失っていた。

「──炎壁フアイアーウオール！」

　その隙に呪文を唱え終えた魔法使いが、しゃがんで地面を両手で叩たたく。

　すると、ボオオオオオン──と、地面から炎が噴き出してモンスターを飲み込んだ。

「グガアアアアアアアッツ！」

　焼き尽くされたゴブリンとドラキュは、黒煙を巻きながら地面に倒れ伏した。

「……はぁ……た、助かりました」

　深く息を吐いたあと魔法使いは感謝を口にする。

「無事でよかった。ソロでの探索は危険です。魔力に余裕があるうちに帰還してください」

「命を大切にしなさいよ」

「は、はい……」

　依頼人のキサラではなかったが、目の前の命を助けられたのは幸いだ。

　しかし、ゆっくりと話している余裕はない。

「ぇ──あ……ま、待ってくれないか」

　先を急ごうとする俺たちを、男は引き止める。

「……どうかしましたか？」

「そ、その……途中で、は、はぐれた仲間がいて……」

　はぐれた……と、口にした男は気まずそうに言葉を詰まらせる。

「はぐれた？　……近くですか？」

「ご、五階層で……罠わなに引っかかって、モンスターが集まってきて……僕たちは……」

　はぐれた……ではなく、置き去りにしてしまったのだろう。

　口には出さぬが男の思い詰めた表情から後悔の念が窺うかがえた。

　同時に俺はあることに気付く。

（……この男の話、状況が今回の任務と似てないか？）

　もしかしたら──

「あなたのパーティにキサラ・ローレンスはいましたか？」

「キサラって、あの迷宮踏破者ダンジヨン・キラーの？　いや、うちとは関係ないよ。それに、彼女なら確か、僕たちとは別の依頼クエストを受けていたと思ったけど……？」

「……隊長が事前に冒険者ギルドに確認を取ってくれた内容通りだな」

「だとすると、永遠の魔窟にキサラはいない可能性が高いわね」

　やはり救助要請者は別人？

「あ、あの……そ、それよりも、ま、まだ仲間が五階層にいるかもしれなくて……け、怪け我がを負って、動けなくなってるかも……」

　どうやらこの男は、俺たちに救助レスキユーを依頼したいのだろう。

「その仲間の名前は？」

「司祭プリーストのオルフィナと、剣士のアーマ。一ヵ月前からパーティを組んでいて……」

「わかりました。もし遭遇した場合は俺たちが必ず救い出します」

「あんたは、自分が助かることを考えなさい」

　俺たちは直すぐに行動を開始する。

「よろしく頼むよ……！　それと……助けてくれたこと、絶対に忘れないから！」

　背中に掛けられた言葉に今度は振り向くことなく、俺たちは先を目指した。





　　　　※






　探索は比較的に順調に進んだ。

　が──全く問題がないわけではない。

「三階層でモンスターを呼び出すトラップに掛かった冒険者には驚いたわね」

「ああ……低級とはいえ、道を塞ぐほどの魔物がいるなんてな……それと四階層も……」

「空腹でぶっ倒れてた冒険者ね……」

「三日三晩迷い続けてたらしいな。……魔物の餌にならなくて良かった」

　そんなこんなで、俺たちは各階層で冒険者たちを助けつつ、五階層へと繋つながる階段を発見した。

「ここを下りれば五階層だな」

「情報通りなら依頼人はここにいるはずよね」

　だが、五階層からは地図マツプがない。

　つまり俺たち自身が経路を把握しながら、要救助者を探さなければならないのだ。

「報告の通り依頼人が怪我を負っているなら、広範囲にわたる行動は不可能だろうな」

「状況を考えれば、どこかに留とどまり身を隠しているはずよね」

「そうだ。見落としのないように探索を始めよう」

　話をしながら、カタン、カタン──と、数分ほど階段を下り続けて。

「ここが……」

　ようやく終わりを迎えたその先に広がっていたのは、これまでとは全く違う世界だった。

「本当にダンジョンの中なの？」

　地面には草が生い茂り、信じられないことに木々が立っている。

　流石さすがに青空や太陽までは見えないが、本当に大森林の中にいるようだ。

「まるで異世界に迷い込んじゃったみたいね……」

「……五階層の正確な地図マツプがない理由が良くわかった」

「変化するダンジョンというのは、ただの噂うわさじゃないみたいね」

　永遠の魔窟の五階層以降は、階層内の構造が常に変化を続けているらしい。

　実際に自身の目で見ると現実味を帯びてくる。

「……何が起こるかわからない。警戒して進むぞ」

「了解」

　言葉少なに返事をしたカレンの顔が引き締まる。

　俺たちは慎重に足を進めた。

　魔物たちの気配はない……が、草を踏む度にみしみしと音が鳴る。

　すると前方から駆け出す音が聞こえてきた。

（……魔物が向かってきたか？）

　その音は徐々に大きくなって、

「っ──」

　人型の狼おおかみが姿を見せ、周囲を窺うかがうように見回した。

（……こんな上層にワーウルフ？）

　他のダンジョンであれば中層以降で出現してもおかしくはない、戦闘能力の高い魔物だ。

　俺たちは、その場で足を止めた。

　息をひそめてワーウルフが過ぎ去るのを待つ。

　気配遮断シヤツトダウンを発動していても、モンスターに察知される危険はある。

　たとえば先程のように、何かを踏みしめてしまった際の足音。

　自身の気配を遮断しようと、環境音までは消すことができない。

　その位置に何かがいると判断すれば、直感の鋭いモンスターが攻撃を加えてくる。

　救援技能レリーフは便利な力ではあるが万能ではない。

「グゥゥゥゥゥ！」

　口元から涎よだれを垂らしながら、獰どう猛もうな鋭い視線をこちらに向けた。

（──こいつ、めっちゃ腹はら空すかせてんじゃん!?）

　すっげぇ「エモノ、ドコ？　オレ、ハラヘッタ！」みたいな顔してやがる！

（──これなら、魔物の餌しもふりを投げれば気を逸そらせ──っ!?）

　やばい……こっちに近付いてきやがった。

（……まさかバレたのか……！　うおおおおっ、よ、涎よだれが、涎が目の前でポタポタッ!?）

　緊張から喉が渇く。

　空気が重く圧のし掛かってくるような感覚に襲われた。

　救援技能レリーフが発動しているのだから、バレているはずはない。

　が、その信頼と並ぶほどに、魔物の本能が恐ろしいものだという危機感が拭えない。




　──ぎゅううう。




　強く手を握られた。

　カレンが俺を見つめる。

　自分の力を信じろと俺に伝えるみたいに。

（……カレン）

　返事の変わりに俺もカレンの手を強く握り返す。

　それから少しして、何事もなかったようにワーウルフはこの場を離れて行った。

　しばらくの間、俺たちはその場から動かずに様子を見て……。

「はぁ……」

　安全を確認してから小さく息を吐いた。

「……一瞬、気付かれたのかと思ったでしょ？」

「お前は、そう思わなかったのか？」

「思ってないわよ。あんたのこと信じるから」

　カレンの言葉が、態度が、そんなこと当然だと訴えている。

「ははっ」

「なに笑ってんのよ」

「悪い。でも、ありがとな」

「別に……感謝されるようなことじゃないでしょ」

　感謝されたことを照れるように、カレンが俺から目を逸そらした。

「またあいつが戻ってくるかもしれない。その前に先に進みましょう」

「わかってる。……カレン、気付いたか？」

「何を？」

「あいつの爪──人を引き裂いたのか血がついてた」

　既に固まっていたことから、時間が経過していることがわかった。

「襲われた人がいるってことね」

「その可能性が高い。ワーウルフが来たのは向こうからだったよな」

　足を進めながら、俺たちは何か道みち標しるべになるようなものを探していく。

「罠わなにも気を付けろよ」

「わかってるわよ」

　冒険者たちにより探索が進んでいる四階層は、仕掛けられた罠の多くが解除リリースされている。

　だが五階層からは別だ。

　正確な地図化マツピングもされていないなら、まだ探索されていない場所が多いということだ。

　そこに罠が仕掛けられていてもおかしい話ではない。

「……早速、見つけた」

「これは……明らかにおかしいわね」

　草で覆われた地面が変に膨らんでいる。

　踏めば発動するトラップだろうか？

「……こっちは避けて進んでも良さそうだな」

「ええ。……あれ？　……ねえ、レスク、この臭い……」

「ああ……獣臭だな」

　北東のほう……かなり強烈だ。

　明らかに何かがある。

「行くしかないわよね」

「そうだな。……今のところ手掛かりはこれだけだ」

　広大な迷宮の中で、要救助者を助けるヒントがあればと臭いを辿たどる。

　木々の間を抜けると少し開けた場所に出た。

（……これは──）

　そこには数体の魔物が倒れ伏していた。

　状況を見るに、ここで戦闘があったことは明らかだった。

　ならその戦闘を行った者は──

「……オルフィナ、もういいからオレを置いて逃げろ」

「アーマさん……だって、あなたはわたしのせいで……」

　声が聞こえて駆け出す。

　オルフィナとアーマ。

　二階層で会った冒険者が口にしていた名前だ。

「だれっ!?」

　振り返った少女の恐怖に揺れる瞳が俺を捉えた。

「安心してください。俺たちは第三救助機関サードに所属しているレスク・ラグリオンです」

「同じくカレン・アリスブールよ。救助要請を送ったのはあなたたち？」

　答えながら、俺たちは状況を確認していく。

　司祭プリーストの少女の直すぐ傍そばには、力なく腰を落とす剣士の男がいた。

「救助レスキユーギルド!?　アーマさん、間に合いましたよ！」

「まさか……本当に、来たのかも？」

　俺たちの姿を見てオルフィナの瞳に希望が宿る。

　対してアーマは驚きに目を見開いていた。

　俺たちが救助レスキユーに来たのが意外だったのだろうか？

「今の口振りから察するに、キサラ・ローレンスを騙かたり救助要請を送ったのは……？」

「……はい。わたしが念話テレパスで救助レスキユーギルドに……嘘うそを吐ついてしまって……ごめんなさい」

　その沈痛な表情を見れば、彼女の謝罪が心からのものであることは理解できた。

「なんでそんな嘘を吐いたのよ？　正確な情報がなければ、救助レスキユーに支障が出るのはわかってるわよね？」

　カレンの声音には苛いら立だちが宿っていたが、それは当然だろう。

　こちらは救助隊員レスキユーとして、命を懸けているのだから。

　実際、今回の依頼クエストも内容の真偽を確かめる為ために、救助レスキユーの決定が遅くなった。

「……それは……」

「キサラの名前を利用すれば……救助レスキユーギルドも動かざるを得ないと思った……」

　答えたのは剣士アーマのほうだった。

「どういう意味ですか？」

「以前もオレたちは、仲間のピンチに救助要請を出したことがあった……だが……」

「低ランク冒険者という理由で、救助レスキユーギルドは要請を受けてはくれなかったんです」

　救助活動中の判断は各個人に任されている。

　その為、正式に依頼のあった救助要請でないという理由から、見殺しにする者もいるだろう。

　救助隊員レスキユーは万能ではない。

　個人が助けられる命は限られているのだ。

「あたしたちは助けられる命を見捨てたりしないわよ！」

「どうだか……」

　命に優先順位を付ける者がこの世界にはいる。

　それは救助隊員レスキユーという特殊な立場にあっても同じ──それが現実だ。

　だけど俺たちは──

「ここで言い合いをしていても仕方ありません。だから──行動で証明してみせます！」

「レスクの言う通りよ。あたしたちは誰も見捨てないわ」

　俺たちは、助けられる命があるのなら絶対に諦めない。

　それは、俺とカレンが救助隊員レスキユーを志した日に結んだ誓いの一つだ。

「……ごめんなさい。全ての人があの救助隊員レスキユーと同じわけじゃない。……それはわかっているのですが……」

「いいんです。傷を負って動けないと聞いています。直すぐに怪け我がの確認を」

　俺たちはアーマの元に歩み寄った。

　太ふと腿ももの辺りに応急処置が施されているが、包帯の上まで血が滲にじんでいる。

「……止血剤があればいいんですが……今は薬も高くて……」

　治癒魔法が消失してからは、薬の価値が跳ねあがっている。

　その為ため、薬品の流通や医療技術の発展は、大陸中で掲げる重要課題となっていた。

「いえ、オルフィナさん、ありがとうございます。あなたの応急処置のお陰で、アーマさんを救える希望が見えました」

「だけど油断はできないわ。直ぐにでも治療が必要よ」

　カレンの言う通りだ。

　血を流しすぎている為、輸血が必要になってくる。

「この位置から座標転移テレポイントは使えるか？」

「無理よ。一度の転移で地上まで飛べるならまだしも……」

　転移座標テレポイントは非常に便利な力だが制限も多い。

　一度の使用で転移可能な距離は二キロメートル。

　重量はトータル百キログラム。

　それを超えて対象を転移させることも可能だが、制限を超えるほど転移座標がずれる。

「転移した場所と障害物が重なってたら……最悪、めり込むわよ？」

「……それは勘弁だな」

　大真面目なカレンを見て、思わず苦笑してしまった。

「言っておくけど冗談じゃないからね！」

「わかってる。だが今から歩いて戻るほどの余裕はない」

　依頼人の状態を見れば事態は一刻を争う。

　なら──手段は一つしかない。

「──カレン、相棒救援バデイ・レリーフを使おう」

　相棒救援バデイ・レリーフは俺の持つもう一つの救援技能レリーフだ。

　心から信頼し合う仲間──相棒バデイにのみ使える切札。

　使用することで、相棒バデイの持つ能力を、限界まで引き上げることができる。

　つまり、カレンの救援技能レリーフが超強力な状態で使用可能になるわけだ。

「……やっぱり、それしかないわよね」

　カレンは重い表情で頷うなずいた。

「他の方法を検討したいって顔だな？」

「リスクも大きいもの……」

　相棒バデイ化した状態で力を使えば、丸一日は救援技能レリーフが使えなくなる。

　それは俺だけでなく、相棒バデイとなる相手も同様にだ。

「相棒バデイ化した状態なら、四人でルミナスの町まで飛べるか？」

「……厳しいわ。確実に成功させるなら、二人まで……」

　つまり、依頼人たちを救出することは可能。

　だが相棒救援バデイ・レリーフを使用してしまえば、俺たちは通常の救援技能レリーフも使用できなくなる。

（……能力が制限された状態で、ここから無事に脱出できるか？）

　焦って判断を間違えるわけにもいかない。

　俺の命だけではなく、カレンの命もかかっている。

「……レスク、迷う必要はないわ。依頼人の救助レスキユーを優先しましょう」

「だが……」

「あたしのことを心配してくれてるなら、そんな必要ない。救助隊員レスキユーとしてすべきことを全うするの。それに──あたしたち二人でなら、できないことなんてない」

　カレンはこのピンチにもかかわらず、俺を信じ切っているみたいに満面の笑みを向けた。

「──本当に最高の相棒バデイだよ、お前は」

　力が湧いてくる。カレンが俺を信じてくれたように、俺もカレンを信じている。

　救援技能レリーフがなくとも、俺たちには救助隊員レスキユーとしてつちかってきた技術がある。

　互いの力を信じて、相棒バデイと共に生き抜く。

　この決意は揺るがない。

「──わかった。まずは二人を確実に救出しよう」

　アーマの状態を考えれば、一刻も早く治療しなければならない。

　ならこれ以上、迷っている時間はない。

「要救助者二名をギルドのあたしの部屋──隊員室に飛ばすから」

「ああ、頼む！」

　相棒救援バデイ・レリーフは、互いの合意を得ることで初めて使用可能になる。

　大陸でただ一つ──一人で使用することのできない救援技能レリーフだ。

「今からアーマさんとオルフィナさんを第三救助機関サードに飛ばします」

「と、飛ばす？　それはどういう──」

「説明してる時間が惜しいけど、あんたたちをルミナスの救助レスキユーギルドに転移させるから、転移が終わったら事情を説明して医師を呼びなさい」

「は、はい……」

　オルフィナは未いまだに戸惑っているようだが、ここでぐだぐだと説明するよりも、実際に飛んでしまうほうが早い。

　俺とカレンは互いに向き直る。

「使うのは、久しぶりだな」

「ええ……でも、大丈夫よ」

「ああ、俺たちなら──」

　言いながら互いの視線を合わせ、両手の指先を絡め合う。

　俺の目にはもうカレンしか映っていない。

　そのまま意識を集中して、俺は力を解放していく。

「……──いくぞ」

　瞬間──俺たちは不思議な感覚に包まれていた。

（……んっ、やっぱり慣れないわね。この感覚……全身を、ううん……心までレスクに包まれていくような……）

　カレンの心が伝わってきた。

　そしておそらく、俺の心も彼女に伝わっているのだろう。

（……レスクに伝わったら恥ずかしいけど……今、すごく、心が満たされてる）

　心を手で直接触れられるような、もどかしい……でも、心地いいような感覚。

　俺たちはその全てを受け入れていく。

　決して俺たちは互いを拒まない。

　心から信頼しているから、それができる。

（──カレン、今なら！）

（……うん。あんたの全てを感じられてる）

　だから、

「「──相棒救援バデイ・レリーフ」」

　俺たちは一つになった。

　言葉を交わす必要もない。

　互いの心が繋つながったこの極限の信頼状態──相棒感応バデイ・コネクトが成立することで、驚異的な力が溢あふれてきた。

「カレン……いけるな」

「ええ。あんたとなら──なんだってできるわよ！」

「俺の力の全てを預ける。だから遠慮せず全力でいけ！」

　溢れる力の全てを──俺はカレンを救援レリーフする為ために使う。

　アーマとオルフィナ、二人を必ず救うという想おもいを込めながら。

「──救援レリーフ──限界突破リミツトブレイク」

　俺は叫んだ。

　その言葉が合図となり、相棒バデイの力を増幅させる。

「座標設定ポイントセツト──確認チエツク──成功サクセス──全力で飛ばすわよ！」

　俺からカレンに、そしてカレンから俺に──溢あふれる力を合わせて、その全てを放出する。

「「──無限座標転移インフイニツト・ムーブ」」

　相棒救援バデイ・コネクトにより、限界を突破した座標転移テレポイント。

　発動と同時に、目に見えるほどの大きな力の波動がアーマとオルフィナを包む。

　光が徐々に大きくなり──光の収束と同時に二人の姿は消えていた。

「……はあぁ～……転移、無事に成功したわよ……」

　力が抜けたのか、カレンは俺に身体からだを預けてきた。

　たった一度の使用で、俺たちの相棒感応バデイ・コネクトは解けてしまった。

　同時にそれは、救援技能レリーフが使用できなくなったことを意味していた。

「……大丈夫か？」

「ごめん……少しだけこのままで……」

　相棒救援バデイ・レリーフを使用した状態で救援技能レリーフを使えば、身体への負担も大きい。

　だから──……ぐうううううううっ……と、空腹を知らせる音が響いた。

「っ……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　ぷるぷると、カレンが俺の胸の中で震えた。

「腹ペコなわけだ」

「ひ、人を腹ペコキャラみたいに言うんじゃないわよ！」

　反論する為ために顔を上げたカレンはむすっと膨れている。

「なあ……カレン。後悔、してないか？」

「してるわけないじゃない。気持ち、全部伝わったでしょ？」

　力は使い果たした。

　状況は最悪だ。

　だというのに、カレンの顔から希望は消えていない。

　そして──それは俺も同じだった。

「何があっても、お前は俺が守る」

「違うわよ。あたしがあんたを守るの」

　互いを守るということを、俺たちは決して譲らない。

　だから──俺たちはきっと無敵だ。

「……もう少し休むか？」

「ううん。もう十分、休めたわ」

　俺から離れてカレンは簡易食品を口にした。

「……ストック、なくなっちゃった」

「帰ったら腹いっぱい食えばいいさ」

「そうね。……生還したら隊長に奢おごってもらいましょうか」

「それいいな。なら生き抜く為ためにもここからはさらに慎重に行こう」

　帰還経路は把握している。

　あとはモンスターをどう回避するかだ。

　俺はこの場に倒れている魔物の死体に目を向けた。

「……あれ使えそうだな」

「うっ……もしかして……」

　それだけで、カレンは俺の考えを理解したようだ。

「文句はなしだぞ。これも無事に生還する為だ」

「わかってる。どんな状況からでも生き抜くのが一流の救助隊員レスキユーってね」

　俺たちはモンスターの死体の前にしゃがんだ。

　続けて腰のポーチからナイフを取り出して、獣型モンスターの毛皮を剥はいでいく。

　別に素材として売りさばこうというわけじゃない。

　人の匂いに魔物は過敏だからこそ、それを消さなければならないのだ。

　だから、この毛皮を身体からだに擦こすり付けて魔物の匂いを付着させた。

「うぅ……獣臭いわ……」

「これで生存率が上がると思えば安いものだろ。あとは──」

　ナイフをしまって、魔法道具マジツクアイテム──変へん化かの魔石を取り出す。

「貴重品なんだけどな」

　魔石は様々な魔法の力が込められた石だ。

　使用する度に石に封じられた魔力が減ってしまい、最後は砕けてしまう。

　だが魔力のない者でも使用可能の為、高価ではあるが便利な品だった。

　さて、これを何に使うかというと──俺は魔石を強く握った。

　すると魔石が輝き効果が発動する。

「これで見るからにワーウルフだな」

「あとはバレないことを祈るだけね」

　俺たちの姿はワーウルフに変化していた。

　変化と言っても幻覚の魔法に近い。

　見た目以外は人間のままなので決して油断はできないだろう。

　ここからは迅速よりも慎重に。

　生き抜くことを第一に考えながら、俺たちは行動を開始した。
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　意外と順調に脱出できるのでは──そんな淡い期待はもう消え去っていた。

「うおおおおおおおおおおおおっ！」

「やっぱりこうなったあぁぁあっ！」

　見た目と匂いを誤ご魔ま化かしたことで、なんとか魔物との戦闘を避けられていた。

　だが想定外は常に起こるもので──途中、変へん化かの魔石の効果が切れたのだ。

　結果、俺たちは魔物たちに追われることになり、今──猛烈ダッシュで逃げている。

「体力的に……このままじゃ持ちそうにないな」

「何か手はある？」

「──なくてもなんとかするさ！」

　こういう時、攻撃魔法でも使えればと思わなくはない。

　無駄な戦闘を避けるのが一流の救助隊員レスキユーだが、常に理想を成すにはどれだけの訓練を積めばいいのか……。

　全力疾走しているというのに、不思議と思考は捗はかどっている。

　だが、冷静に現実逃避している場合じゃない。

　今をどうするかを考えなければ、俺たちは魔物の餌になってしまう。

「──カレン、飛べっ！」

「え？　ぁ──そういうこと！」

　俺はカレンの手を引いて加速し──思いきり跳躍した。

　同時に背中に痛みが走る。

　ゴブリンの鋭い爪に背中が切り裂かれたのだ。

　だが幸いにも軽傷。

「ガアアアアアアッ……ガアアアアアッ!?」

　背後から魔物たちの悲鳴が轟とどろいた。

　モンスターが地面を踏み罠わなが発動したのだ。

　地面が崩れ落ちて魔物たちが深い闇の中に落下していく。

「っ──」

　ここに罠があるのは探索中に確認していた。

　だから、ここに誘い出したところまでは成功──だけど、

「や、やばいっ──」

　カレンの焦りが耳に届く。

　このままでは、地面に開いた大穴を飛び越えられそうにないと思ったのだろう。

「大丈夫だ」

　俺は取り出しておいたワイヤーガンの引き金を引いた。

　パンッ──とフックが射出され、向こうの大木に突き刺さる。

「──このまま上がるぞ」

　もう一度引き金を引くと、射出したフックが引き戻されて、なんとか着地に成功した。

「はぁ……なんとかなったわね。ここの罠わなが……落とし穴だってわかってたの？」

「いや、それは偶然だ」

「……まあ、運も実力のうちよね」

　軽口を交わしながら、俺たちは拳を合わせた。

　四階層に戻る階段はもう直すぐだ。

　危機から脱出したことで確かな希望が見──

「ウウウウウウッ──ガアアアアアアアアアアッ！」

　獣の唸うなり声ごえが聞こえて反射的に振り向いた。

　目前に見えたのは強きよう靭じんな牙を見せるワーウルフの姿。

　全身が恐怖に慄おののき硬直する。

　これは安あん堵どが招いた油断の結果。

　ワーウルフの咢あぎとが俺の喉元へ迫って──。

「──雷らい刃じん！」

　だが、その牙が俺の命を奪うことはなかった。

　放たれた雷いかずちの魔法がワーウルフに直撃したのだ。

　それは自身の死を確信したほんの刹那の出来事だった。

「──レスク!?」

　心配そうに大慌てで駆け寄ってきたのは、この世界でただ一人、勇者と呼ばれる少女。

「なんでお前がここに？」

「訓練に来たの。本当、偶然に。でも……良かった、ピンチだったよね？」

「ああ、本当に助かった」

　これは何の因果か……まさか勇者に助けられるとは。

「勇者ティリィ……」

「あ、えっと……カレンさん、だよね？　こうして話すのは初めてだけど……」

　二人はぎこちなく会話を交わす。

　顔を合わせたくらいのことはあるが、まとも話したことはなかったのかもしれない。

「勇者、ありがとうな」

「ううん。このまま地上に戻るよね？　なら、わたしも協力する」

　こうして、たまたまダンジョンに来た勇者によって、俺たちは事なきを得たのだった。
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　そして無事に一階層に到着。

　ここまで来れば、あとはなんとかなるだろう。

「勇者のお陰で助かった」

「ふふ～ん！　もっと感謝していいんだよ？　さあ、褒めて褒めて！」

　まるで撫なでろとばかりに、俺に頭を向けてきた。

　促されるままに俺は勇者の頭を撫でる。

「今回ばかりはお前に助けられたよ」

「ええへ～」

　ご満悦な勇者。

「……むっ」

　対してカレンは少し不満そうに、俺と勇者の話を聞いていた。

「よく五階層まで来られたな」

「これでも少しは強いってこと！　レスクに助けられてばっかりじゃないんだから！」

「ったく。棺かん桶おけ娘が調子に乗るな。そんなだと、またどっかでやられるぞ」

「大丈夫！　わたし、今日は調子いいもん！」

　言って勇者が腕をぶんぶん振りながら、意気揚々と歩き出した。

　すると──ボゴッ。

「ぇ……」

　──ボガアアアアアアンッ！

「ええええええええっ!?」

　地面が崩れ落ちて、勇者が落下した。

「お、おい、勇者──大丈夫かっ!?」

「いたたた……う、うん、だいじょ──じゃない!?　あ～んっ！　ドラキュに吸われてる[image: ][image: ][image: ]！」

　下の階から声が響いてくる。

「勇者!?　い、今助けに行くか──」

「ぎゃふん……ばたんきゅ～」

　って、もう棺桶になりやがったっ!?

「だあああああっ！　カレン、行くぞ！」

「もう！　調子に乗るから！」

　勇者のお陰で命拾いしたのは事実だが、最終的には仕事を増やされたのだった。
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　その後──勇者の棺桶を回収して、俺たちはなんとかルミナスに帰還することができた。

[image: ]

「えっさ、ほいさ、えっさ、ほいさ」

「か、棺かん桶おけ、めちゃくちゃ重いじゃないの！」

「仕方ないだろ……ほら、掛け声！」

「え、えっさ、ほいさ──って、これ言わないとダメなわけ!?」

「声を出したほうが力も入るだろ！　ほら、えっさ、ほいさ、えっさ、ほいさ──」

　棺桶を運ぶ俺たちを見て、町の人たちも「えっさ、ほいさ」。

　えっさ、ほいさの連鎖が始まった。

　大人も子供も「えっさ、ほいさ」で、町はリズムに乗っていた。

　そして──二人で棺桶を抱えて教会へ到着。

　シスターカトレアに祈りを捧ささげてもらうと、勇者は無事に復活した。

「ふい～ありがとう、レスク」

「礼はいいさ。お前のお陰で俺たちは助かったんだからな」

「そう？　まあ、でも当然だよね！　わたし、レスクたちの大ピンチを救ったんだから」

「ああ、そうだな。それは感謝してる。が、それはそうと──ここまで運んでやった金払えやあああああああっ！」

「ちょおおおおおっ!?　恩人からお金取るのぉ!?」

「それとこれとは話が別なんだよ！　毎度毎度、油断して棺桶になりやがって！」

「こ、今週、まだ五回くらいだもん！」

「さっきのが十八回目だあああああああっ！」

「あああっ!?　わたしのお財布ううううううううっ！」

　勇者の涙声が、教会から町中に響いた。

「あ、あの～……教会での取り立てはやめてくださいね」

　そう言いつつも、俺たちの攻防を見守るシスター。

「レスク、あたしは先にギルドに戻って隊長に報告を済ませてくるから」

「おう！　金は必ず回収するぜ！」

　結果──勇者が永遠の魔窟で稼いだ金を奪い取ることに成功するのだった。

「絶対、夕食は奢おごってもらうから！　レスクの仕事が終わる頃に迎えに行くからね！」

　涙目で叫びながら、勇者は教会を飛び出すのだった。
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　少し遅れて俺が救助レスキユーギルドに戻ると、カレンから『アーマさんの治療は無事に終わり命に別状はない』と伝えられた。

『虚偽の依頼クエスト』を出したことで、彼らには罰が与えられるらしい。

　幸いにも死者は出ていない為ため、それほど重くなることはないようだ。

　直すぐにでも二人の様子を見に行きたかったが、流石さすがにもう体力も気力も限界で……俺は自分の部屋に戻りベッドに倒れた。

（……勇者に食事、奢るって約束してたよな）

　起きなくちゃ……でも、身体からだがあまりにも重くて。

（……迎えに来るって言ってたよな……）

　来たらきっと起こしてくれる。

　そう思った途端、俺は深い眠りに落ちてしまった。
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　──コンコンコン

「レスク、入るよ。ご飯、行こ～」

「……」

「あれ？　寝てる、の……？」

「……す～……」

「ぐっすりだ。ふふっ、今日もがんばったもんね……夕食、行く約束だったけど……仕方ないなぁ」

　──ツンツン

「ほっぺ柔らかいなぁ……これで、特別に許してあげる」

「……ぅ～」

「きゃっ……れ、レスク!?　もう、いきなり抱きしめないでよ。そんな強く、ぎゅってされたら、動けないよ……」

「……んっ～……」

「はぁ……しょうがないぁ。抱き枕にされちゃうとは思わなかったよ……もう少しだけ、このままでいてあげる」

「ぅ～……」

「レスクの寝顔、子供みたい。可愛かわいいなぁ……なんだか、わたしも眠くなってきちゃった。……ベッドも柔らかいし……ちょっとだけ、休もうかな」
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　翌日──事件があった。

「起きたら俺のベッドで勇者が寝ていた件について!?」

　ベッドの中で俺を枕のように抱きしめる勇者がいた。

　一体、昨日、何があったのか。

「ぇ……ああ、おはよ……レスク」

「っ!?」

　寝ね惚ぼけ眼まなこで、でも俺に向けて勇者は笑みを向ける。

　少しドキッとしてしまった。

　そのまま、俺をぎゅっと抱きしめてくる。

「う～ん……レスク、あったかい……」

「いやいやいや、お前、寝惚けてるんじゃない！　お、起きろ！」

「もうちょっと、このまま～……」

　勇者の身体からだは柔らかく温かい。

　その、なんというか、すごく女の子らしかった。

（……こ、これは、まずい！　非常に──）

　なんとかしなければ──と、思った時だった。

　──コンコンと、ノックが鳴った。

「レスク、起きてる？　入るわよ」

「っ!?　カレン、待っ──」

　俺の声は、願いは届かず、扉が開かれた。

「……ぁ……──っ！」

　見られた。

　いや、やましいことがあるわけじゃないんだが──。

「これはどういうことよ！　なんで勇者ティリィがいるの！　説明しなさいよね！」

「い、いや、説明も何も!?」

「レスク～……もっと、ぎゅって……」

「むぅっ、れ～すぅ～くぅ！　あ、あたしにだって、そんな、ぎゅっ！　なんてしたことないくせに！」

「さ、されたいのか!?」

「さ、され!?　……さ、された……され、されえっ……！」

　カレンがバグった。

「レスク～……もっと、いっぱいして……」

「れ、レスク！　あんた、やっぱり──！」

　勇者に強く抱きしめられる俺を見て、カレンが涙目になりながら真っ赤になっていた。

　早朝からとんでもない騒ぎになっていて、俺の部屋の前に人が集まっていく。

「あなたたち……何をしてるのかしら？」

　結果──俺たちは徹夜明けで帰って来たユリフィ副隊長に説教をくらったのだった。





　　　　※






　早朝の騒ぎのあと。

　俺はアーマの入院する医療機関に顔を出した。

「……あんたは？」

「レスクさん!?」

　病室に入ると、ベッドに横になるアーマと、それに寄り添うオルフィナの姿が見えた。

　大丈夫と聞いていたが、二人の無事をこの目で確認すると、安あん堵ど感かんが胸を満たしていく。

「治療が無事に終わったと聞いて安心しました」

「レスクさんも無事でよかったです！　あ、あの……一緒にいた女性隊員のかたは……？」

　オルフィナは、カレンがここにいないことが気になったようだ。

「昨日の今日ですが、ちょっとした仕事をこなしてます」

　実は俺もこの見舞いが終わり次第、その助すけっ人とに向かうことになっている。

　それは『虚偽の依頼クエスト』を隊長に相談なく継続した俺たちへの罰でもあった。

　内容は隊員全身の夕食の準備だ。

　罰という名目にしているが、今日は休めという隊長の気遣いでもあるのだろう。

「そうでしたか。良かった……本当になんとお礼を言っていいのか……」

「お礼なんていいですよ。アーマさんが一日でも早く完治することを願ってます」

「……」

　アーマが口を開くことはなく、俺から顔を背けた。

　彼らが過去に受けた仕打ちを考えれば、救助隊員レスキユーに恨みを抱いていても仕方はないだろう。

　恨みや憎しみの感情、その禍根は簡単に消えることなんてない。

　だから、二人が助かってくれただけで、俺には十分だった。

「……二人の無事も確認できましたから、もう行きますね」

「レスクさん、本当に……ありがとうございます」

　深く頭を下げながら、オルフィナが心からの感謝を口にした。

　俺も軽く会釈をして、その場を離れようとした。

　その時だった。

「……ダンジョンで口にした言葉──全てじゃないが、訂正する」

　思い掛けない言葉に俺は足を止める。

「あんたたちみたいに、命を懸けて俺たちを救ってくれる救助隊員レスキユーもいる。それがわかった。……だから──ありがとう」

　予想もしなかったアーマからの感謝。

　決して誰かから感謝されたくて、この仕事に就いたわけじゃない。

　だけど──それでもやっぱり、嬉うれしかった。

　自分たちの行動は間違っていなかったと信じることができた。

　だからこれからも俺は──。

「もし何かあればいつでも頼ってください。助けての声を、俺たちは聞き逃したりはしませんから」

　オルティナとアーマから微笑を向けられ、任務をやり遂げられた実感が胸に湧く。

　これにて無事に救助レスキユー完了コンプリート。

　そして今日も救助隊員レスキユーとしての俺たちの日常は続いていくのだ。
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　救助隊員レスキユーの使命とは何か？

　最優先とされるのは人命の救助だ。

　だが人命に関わるような緊急出動が常に発生しているわけじゃない。

　救助依頼がない時は、隊員たちはギルドに用意された自室で待機している場合が多い。

　待機と言っても遊んでいるわけではない。

　訓練をしたり休憩を取ったり、町の中で行える簡易任務を行ったりと様々だ。

　だが何をしていようと、待機中の全ての救助隊員レスキユーに共通して言えることがある。

　それは、常に救助要請に応じることが可能な態勢を取っているということだ。





　　　　※






「くっ……これは、かなりキツいな……」

「……身体からだへの負担がこんな大きいなんてね」

　先日の救助依頼から数日──俺たちは今、新たな任務に当たっていた。

「あまり無理はするな……いざという時は俺が必ずなんとかする！」

「あんた一人に大変な思いさせられないわよ」

「カレン……俺たちなら──この任務を乗り越えられるさ！」

　とはいえ、正直……これはしんどい。

　同じ態勢を取り続けているせいで腰が痛くなってくる。

　しかも本日は炎天下。

　少し身体を動かすだけで汗が流れ落ちた。

「お～い、冷たいお茶が入ったで、『三人』とも少し休憩じゃて」

「水分だけじゃなく、塩分もしっかり補給せんとね」

　今回の依頼人である老夫婦がやってきた。

「ありがとうございます。もう少ししたら休憩に入らせてもらいます！」

「そうね！　レスク、一気に片付けるわよ！」

　俺たちは健康な土に向き直った。

「うおおおおおっ！　むしるぜええっ！　むしりまくるぜぇ！」

「この辺りの草全部、抜きまくってやろうじゃないの！」

　そう──今回の救助依頼は畑の草むしりだ。

　ふかふかで健康な土から草を抜く度に汗が煌きらめく。

　これこそ労働！

　気持ちのいい汗を流してると、生きてるって実感できる！

「いや、助かるわい。わしらだけだと草をむしるのも大変でのう……なぁ、婆ばあさんや」

「本当にね～。みんなに手伝ってもらって、わたしたちは幸せ者ですねぇ、爺じいさんや」

　草むしりだって誰かの役に立つのなら、立派な救助活動なのだ。

　労働の対価はお爺ちゃんとおばあちゃんの笑顔！

　そして休憩中の楽しみは──

「うおっ！　塩きゅうりうめえ～！」

「夏に飲む冷えたお茶って、最高よねぇ……」

　ご好意で出してもらったきゅうりとお茶が、ありえないくらい美う味まい！

　働くことの尊さを、俺は草むしりから教えてもらったんだ。

　ちなみにこれも救助レスキユーギルドに入った依頼クエストの一つだ。

　俺たちの仕事は、要救助者の命を救うことだけじゃない。

　救助、救援、救護など──人を助ける形には様々あり、こうした市民の手助けも俺たちの立派な任務だ。

　誰かを救い、誰かを助ける。

　救助の形は一つではない。

　もちろん、人命に関わる依頼クエストが最優先ではあるけれど。

「あ、レスクくん、これ、味み噌そもあるんじゃよ」

　おばあさん、ナイスすぎます。

　俺はきゅうりと味噌を組み合わせた。

　カリッ──滴る水気と、味噌の濃厚な味わい。

「うんめぇ～っ！」

　真夏に食べる冷やした味噌きゅうの美味さは正義ジヤステイス。

「味噌きゅうりって、やっぱ最高！」

「これがあれば無限に働ける気がするわね！」

　塩と味噌の両方で、俺たちはきゅうりの食べ比べをする。

　結果はどっちも最高に決まっていた。

「えいっ！　やあっ！」

　その時、気合の入った女の子の声が耳に届いた。

「勇者～、お前も少し休めよ」

「う～ん……もう少し草を刈ってから休もうかな」

「そうか。でも危ないから、そんなに剣を大振りするんじゃ……って、なんで剣を振って草刈ってんだお前っ！　常識を考えろ！　危ないだろうがっ！」

「え？　ダメなの？　こっちのほうが楽だと思ったんだけど？」

「草を剣で刈るやつがあるかあああっ！」

　俺とカレンが休憩中も、勇者は剣で草を刈りまくっていた。

　実はこの依頼クエストに向かっている途中、勇者と会って自分も手伝うと同行してきたのだ。

「剣技能がアップしてる気がするの！　これなら魔物も一刀両断できるかも！」

「草刈りでそんな強くなれるかっ！」

「草刈りを侮ってるの？　バカにしちゃダメなんだから！　ほら見てこの剣さばき」

　勇者は剣でばっさばっさと草を刈る。

　疲れ知らずの無尽蔵な体力である。

　これも勇者の力の一端なのだろうか。

　それにしても、草刈り技術は見事だ。

　華麗とも言える勇者の姿に思わず見入ってしま──じゃなくて！

「だからやめろぉぉぉ！」

「大丈夫！　周りに誰もいないのは確認したから！　前後左右ばっちりだから！」

「いや、だとしても畑で剣は振り回すもんじゃないだろ！」

「どうして？　畑の草を刈ったほうがいいんでしょ？　ねぇ、おばあちゃん」

「ええ、そうね～。バッサバッサ、刈れちゃうのはすごいわねぇ、爺じいさんや」

「手で毟むしるよりも楽かもしれんね、婆ばあさんや」

　いいのか!?

　剣で草刈っていいのか!?

　常識がないのは俺のほうなのか!?

　激しい感情の発露と共にカレンに目を向けると、彼女は見て見ぬふりをしながらお茶を飲んでいた。

「にぎやかでいいね～爺さん」

「そうだなぁ……婆さん……」

　平穏な日常。

　たまには、こんなゆっくり過ごす日があってもいい。

　そして、きゅうりで元気を補給した俺たちは、再度、炎天下の草むしりに挑むのだった。





　　　　※






「あ～終わったあっ！」

「思ったよりも早く片付いたわね」

「もしかして、草刈り剣のお陰？」

　確かに役立ってくれたが、勇者が身に付ける技じゃない。

　そんな疑問はともかくとして、これで救援完了だ。

　俺たちは草むしりを完璧にやり遂げた。

　生い茂った草もなくなったので、いつでも畑仕事を始められるだろう。

「いや～助かったわい。この歳としになると、草むしりもつらくてのう」

「ええ……腰がやられてしまってねぇ」

　俺たちがやっても大変なのだから、畑仕事は老体にかなり堪こたえるだろう。

「また俺たちにできることがあれば、いつでも言ってください」

「悪いのう……でも助かるわい」

「その時はよろしくねぇ」

　老夫婦はお礼と言って大量のきゅうりを持たせてくれた。

　俺たちだけでは食べきれないので、救助レスキユーギルドのみんなと分けよう。

　塩きゅうと味み噌そきゅうの素晴らしさを味わってもらおうと、俺は決意するのだった。





　　　　※






「それじゃ、わたしはここで！　今日も強くなる為ためにがんばらないと！」

　畑仕事を終えて町に戻る途中、勇者は意気揚々と宣言した。

　さっき覚えた草刈り剣で、モンスターを試し切りしたいのだろう。

「気を付けろよ。……ばたんきゅ～したら、また財布が軽くなるからな！」

「もう！　わたしだって、そんな簡単に棺かん桶おけにならないよ！　……でも、気を付ける」

　しっかりと俺の注意を受け取って、勇者は元気よく駆け出して行った。

「パワフルな子よね」

「だな。勇者はきっと挫くじけない。……あいつにも使命があるから」

　俺たちよりもずっと大きな。

　人を救う俺たちと違って、あいつは世界を救わなくちゃならないんだから。

「……前から聞きたかったんだけど」

　町の正門をくぐった辺りで、カレンはためらいがちに口を開いた。

　歩きながら彼女のほうを見ると、俺にジト目を向けていた。

「な、なんだよ？」

「レスクって、どうして勇者ティリィと、あんなに仲がいいのよ？」

「え？」

　予想外の質問に思わずポカンとしてしまった。

「仲良く見えたか？」

「……見えたから聞いてるんじゃない」

　カレンは少し不機嫌……いや、不安そうに視線を逸そらした。

　全くそんなつもりはなかったが……そう見えたとしても不思議はない。

　だって俺と勇者は──

「も、もしかして、なんだけど……」

　そわそわした様子のカレンの頬ほおが赤くなっていく。

「……あの子のこと好きなの？」

「ぶっ──はああああああっ!?　お、おおれが、あいつを好きなわけないだろうがっ！」

「動揺するのがあやしい！」

「お前が変なこと聞くからだろ！」

「ふんっ……もういいわよ」

　カレンは話を切り上げ、一人でどんどん先を歩き──突然、足を止める。

「どうした？」

「……レスク、あの子って……」

　その視線を追うと、きょろきょろと不安そうに周囲を見回す子供がいる。

「ミリア……だな」

　ルミナスで最も大きな酒場──竜りゆう王おう亭ていの娘さんだ。
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「お～い、ミリア。何かあったのか？」

「あ、れ、れすきゅーのおにいちゃんとおねえちゃん……」

　目に涙を溜ためながら、ミリアが俺たちに駆け寄って来る。

「あ、あのね……りーちゃんがね、いなくなっちゃったの……」

「りーちゃん？　……妹さん？」

「いや、ミリアに姉妹はいなかったと思うけど……」

　俺たちは膝を突き、ミリアに視線を合わせる。

「あのね、りーちゃんはねネコさんなの」

「猫っ!?」

　超反応を見せる隣の銀髪少女。

　実はカレンは猫が大好きだったりする。

　隠しているつもりだが、救助レスキユーギルドの隊員たちの間ではバレバレだ。

「ミリアが言ってるのは、酒場の前でひなたぼっこしてる茶色のもふもふか？」

　ぶんぶんと、間違いないと伝えるように、幼い少女は頷うなずいた。

「でも、猫ならふらっといなくなることもあるんじゃない？」

「おかあさん、そういってたけど……でも、いつもごはんのとき、もどってくるから……」

　それが、今日に限って戻って来なかったと……確かにそれは心配になる。

「──わかった。俺たちに任せとけ！　りーちゃんをバッチリ見つけてやる！」

「泣いてる子を見捨てるなんてできないわよね。……それに、猫もふしたいわ」

　後半の呟つぶやきも俺の耳にはしっかり届いていた。

　見つけた報酬に、カレンは猫をもふりたいのかもしれない。

「よ～し、それじゃりーちゃんの捜索に出発だ！」

　俺とミリアとカレン──三人は手を繋つなぎ歩いて行く。

　とはいえ、適当に探し回っているだけでは、猫を見つけるのは難しいだろう。

「ミリア、りーちゃんが行きそうなところはわかるか？」

「ネコさんのね、たまりばをみてきたんだけど……いなかったの」

　悲しそうなミリア。

　そんな少女の頭を俺は撫なでて、笑みを向けた。

「安心しろよ、ミリア。必ず見つけてやるから。まず情報収集からだ」

　そんなわけで俺たちは商店通りに向かった。





　　　　※






「わあ～ひとがいっぱいいるね～！」

　買い物に来ている人々を見て、ミリアは目を丸めていた。

　今日は平日だからまだいいほうで、休日になると騒がしいくらいの人で溢あふれている。

「お？　──レスクに、カレンちゃんじゃねえか」

　バッタリと出会ったのはラグネル先輩だった。

「あんた、またサボってるんじゃないでしょうね？」

「くあぁ～、先輩に厳しいねぇ、カレンちゃん……まあ、緊急の依頼クエストもないんだ。たまには息抜きも必要だろ？」

　軽薄な笑みを浮かべサボりを否定しないラグネル先輩に、俺は思わず苦笑してしまう。

　救助隊員レスキユーとしての実力は救助ギルドでもトップクラス。

　現場ではこの人ほど頼りになる隊員はそういない。

　少しだらしないのは事実だが。

「先輩、ほどほどにしといてくださいね。……いざって時に酔っぱらってたりしたら、ユリフィ副隊長に怒られますよ」

「ははっ、そりゃ怖いが、副隊長は救助機関議会でルミナスを離れてるよ」

　毎月一度、主要都市の各救助機関が集まり会議を行う。

　それが救助機関議会だ。

　議会では様々な決議があり、各救助機関で必要な予算の申請などもこの時に行う。

　その為ため、責任者である副隊長以上の隊員が参加することになっている。

「最近は副隊長が出席することが増えてきたわよね」

「伝説の救助隊員レスキユーなんて言われてはいても、おっさんも歳としだからな。後釜に副隊長を据えるつもりなのかもな」

「それ隊員たちの間でも噂うわさになってるわよね」

　救助レスキユーギルドの英雄──ブリック隊長の存在は、大陸全土においても大きな影響力がある。

　それほどまでに隊長の残してきた功績は大きく、国民にも英雄視されているのだ。

　万が一、災害が出現したとしても──ブリック・トラッシュが助けてくれる。

　そう思っている国民は多いだろう。

　だからこそ隊長は、簡単には引退を決断できないのかもしれない。

「ま、おっさんの進退よりも、オレが気にしなきゃならないのは、巫み女この災害予報だわな」

　巫女というのは、各地の災害予報をする者の呼び名だ。

　そして災害予報は巫女の持つ救援技能レリーフによって行われる。

　予報でわかるのは出現地域、災害規模、災害の種類、出現率の四つだ。

「最近じゃ出現率五パーセントを超えることも少ないけど……油断はできないわよね」

「だとしても息抜きは必要だから、オレはこのままお姉ちゃんのいる店に──」

「カレン、念話テレパスの魔石でユリフィ副隊長に連絡しよう！」

「ええ、議会の途中かもしれないけど、サボりは撲滅ね！」

「容赦ねぇなお前ら！　勘弁しろっての」

　額に軽く汗を浮かべながら先輩は苦笑した。

「あんた……実力はあるんだから、もっと真面目に取り組めばいいのに……」

　お調子者の先輩に、カレンは不満を零こぼす。

「お前らは真面目すぎんだよ。こんな仕事やってんだ。……いつ、何があっても後悔しないように楽しんどけ。気を張りすぎてたら、いざって時に力を発揮できないぜ」

　ラグネル先輩の言うことも一理ある。

　だが新人隊員にとっては力を抜くということも中々に難しい。

「あ──そういや、さっきから聞こうと思ってたんだが、お前らって子供いたのか？」

「はっ!?　いい、いいいないわよ、まだ！」

「まだ!?」

　先輩の冗談に、カレンは真っ赤になって動揺していた。

　そのせいで、俺まで素っ頓狂な声を上げてしまう。

「はっ!?　ち、違うから！　あ、あたしたちは、まだそんな関係じゃ──」

「へぇ～まだってことは、いつかはって考えてんのか？」
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　カレンは頬ほおだけではなく、全身が真っ赤になって、涙目になりぷるぷる震え出した。

「ははっ！　本当にカレンちゃんはおもしれぇな。本気にするなっての」

「か、からかったのね！」

　酒場によく顔を出すラグネル先輩が、ミリアを知らないわけがない。

「ただの冗談だろ？　ミリア、元気にしてたか？」

　その証拠に先輩はミリアの頭を軽く撫なでた。

「うん！　ラグネルくん、こんにちは！」

「おお、いい挨拶だ！　で、なんでお前らはミリアと一緒にいるんだよ？」

「りーちゃん──猫を探してまして……」

「ちゃいろくって、もふもふでね、ぎゅってすると、とってもあったかいの！」

「あ～……」

　指先で顎に触れながら、先輩は少し逡しゆん巡じゆんする。

　それから、何かを思い出したようにポンと手を打った。

「そういや……猫を従える力を持った女が、町に来たとか聞いたな」

「は？　猫を従える？」

「どんな能力よそれ……」

　魔法か？

　それとも何らかの救援技能レリーフか？

「昨日聞いたばかりの話でな……なんでも道具屋の女主人の知り合いらしいぞ」

　もしそんな人物がいるなら、ミリアの猫がそこにいる可能性が高い。

「じゃあ、りーちゃんは、どうぐやさんにいるの？」

　期待と不安が入り混じったようなミリア。

　そんな少女にラグネル先輩は温かい笑みを向けた。

「一度、確認してみるといいかもな」

「わかりました。先輩、ありがとうございます！」

「おう！　危険はないと思うが気を付けてな。何かあったら直すぐに連絡しろよ。緊急事態でもなければ手伝いに行くからよ」

　去り際、ラグネル先輩は俺たちを気遣ってくれた。

「なんだかんだで、面倒見がいいよな」

「……まあ、ね。でもあたしは、あの人と話すのは慣れないのよね。正直、苦手なタイプ」

　カレンの言葉は、先輩の長所と短所のギャップを知っているからこそだろう。

（……でも、先輩がそれを聞いたらへこむかもなぁ）

　そんなことを思いながら、俺たちは道具屋を目指して歩き出すのだった。





　　　　※






「さぁさぁ～、よってらっしゃい見てらっしゃい！」

　道具屋の近く──というか、入口の直ぐ横で客引きの声が聞こえた。

　そこそこ人だかりが生まれているのだが、そこにいるのは人だけじゃない。

　猫、猫、猫──軽く数えても十匹はいるだろうか？

　猫たちが小柄な少女の頭やら肩にも乗っている。

（……マジでいたのか、猫娘……）

　多分、俺たちよりも年下くらい……だよな？

　集まっている人たちは、この不思議な光景に目を奪われているようだった。

　と、ぼけっと眺めてる場合じゃないな。

「ミリア……どうだ？」

「う～んっと……あ!?　──りーちゃん！」

「にゃあ～ん」

　主人に名前を呼ばれると、猫娘の肩に乗っていた茶トラがジャンプして、少女の胸に飛び込んできた。

「ぁ……もふもふ……」

　羨ましそうにその光景を見るカレン。

　多分、触りたくて仕方ないのだろう。

「おお！　その子はあなたの猫さんでしたか！」

　騒ぎの中心にいた猫娘が俺たちに話し掛けてきた。

「うん！　おねえちゃん、りーちゃんとあそんでくれてありがとう！」

「いえいえ！　遊ぶというか遊ばれていたというか……おそらく、調合薬の効果だったと思うのですが、やたらと猫に好かれてしまって」

「調合薬の効果……？」

　猫にばかり目が向いてしまったが。

　猫娘の足元にはマットが敷かれており、瓶詰の飲み薬が大量に置いてある。

「これ……全部、薬なのか？」

　今の時代、即効性の高い回復薬ポーシヨンどころか、塗り薬すらも高価だ。

　この道具屋は確かに品しな揃ぞろえはいいほうだ。

　しかし、これほど大量に薬を仕入れることができるだろうか？

「お！　あなたもしかして、ワタシの薬に興味がおありですか!?」

　俺の視線に気付いて、猫娘がぐぐっと身体からだを寄せてくる。

　が、カレンが俺たちの間に割って入った。

「これ、あなたが作ったの？」

「はい！　ここにあるのは伝説の秘薬！　飲めばわかるその効果！」

　売り文句があまりにも詐欺的た。

　伝承で語られる伝説の秘薬──万能薬エリクサー。

　あらゆる傷、病を治すと言われているが、そんな物が本当にあれば苦労しない。

「しかもなんと、今ならたったの十五ゴルド！　とんでもなくお買い得ですよ～！」

「詐欺っ!?」

「絶対詐欺よ！　間違いなく！」

「なああああっ!?　なんてことを言うのですか！　ひどい侮辱です！」

「いや、だって十五ゴルドなんてありえないだろ！」

「リンゴが三つ買える程度の金額じゃない！」

「薬が安く提供できるぶんには、素晴らしいことではありませんかっ！」

「いや、だからって傷薬が千ゴルドを超える今の時代に、万能薬エリクサーが十五ゴルドって……」

「これは買っちゃダメなやつ！　って思うわよね」

　未熟な薬くす師しが作った質の低い薬は、飲むと厄を運ぶことから、災さい厄やく草そうと揶や揄ゆされている。

　実際、災厄草を使って、状態異常を引き起こしたなんて報告もあとを絶たない。

　そんなリスクを理解しても買わざるを得ないほど、今は薬の供給が足りていないのだ。
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「お兄さん！　そこまで侮辱するのなら、一つお試しになってください！」

「……え!?　俺か？」

　猫娘もとい詐欺師が、置いてあった瓶を掴つかんで俺に向けてきた。

「はい！　今回はルミナスに来た記念に最強サービス！　無料でお試しください！」

「無料っ!?」

　流石さすがにそれは怪しさを超越した。

　集まっていたお客も呆あきれ気ぎ味みだ。

「なあ……言いたくはないんだが、こんな堂々と詐欺をしてたら衛兵を呼ばれるぞ」

「だから詐欺じゃありませんってば！」

「万能薬エリクサーが十五ゴルドでも怪しいのに、無料なんて……」

「は？　万能薬エリクサー？　何を言ってるのですか？」

「え？　これ違うのか？　だって、伝説の秘薬って？」

「はい。ですが、そんなちゃちな薬と一緒にしないでください！」

「万能薬エリクサーをちゃちって……なら、この薬はなんなんだ？」

「よくぞ聞いてくれました！」

　俺が聞くと少女が薬を持ったまま、元気いっぱいに両手を広げた。

「これは最強流薬くす師しの弟子であるワタシ──ケイア・ポポロンが調合した『最強薬』です！」

　一瞬、もしかしたら詐欺じゃないのかな？　と、思い直した自分が恥ずかしい！

　最強薬という名前からして、詐欺とか笑えちゃうくらいヤバそうだ。

　皆も同じことを思ったのだろう。

　恐ろしいくらい無言がこの場を支配している。

「ふっふっふ～ん！　皆さん、この薬の神々しさに驚きよう愕がくしているのですね！」

　プラス思考もここまでくると才能だな。

「お前、歳としは？」

「十四歳ですが？」

「じゅ、十四歳の詐欺師……」

「とんでもないパワーワードね」

　カレンがぼそりと呟つぶやいた。

「だから詐欺じゃありません！　まさか皆さん、最強薬を知らないのですか!?」

「……知ってる人～？」

「そんな聞くまでもあり──」

　この場にいる全員が一斉に首を左右に振る。

「なああああああっ!?　……まさか、これほど最強薬の知名度が低いなんて……」

　本気でショックを受けているのか地面に崩れ落ちるケイア。

「一応聞くが、本当に薬としての効果があるのか？」

「ありますとも！　ワタシは最強薬に命を救われたのですから……あれは三年前──」

「あ、長くなりそうならカットで」

「聞けよっ！　聞いてくださいよおっ！　とにかく師匠の最強薬はすごいんです！」

　端的にまとめてくれた。

　どうやら薬くす師しのケイアは、最強薬のすごさを伝えたいらしい。

　だが……そうか。

「師匠がとんでもない詐欺師だったのね」

「カレン!?　そんな事実を突きつけちゃダメえっ!?」

「侮辱っ！　あまりにも酷ひどいぶっ・じょ・くっ！　あと、事実じゃありませんから！」

「事実よ」

「違います～！　師匠は世界的に有名な薬師ですよ！　バカにしないでください！」

「なら、名前はなんて言うのよ？」

「え？」

「だから、ケイアの師匠の名前よ」

「…………し、師匠は師匠、です」

「名前も知らないの？」

「ぐっ……」

「名前も知らないのに、世界的な薬くす師しなの？」

「し、師匠がそう言ってましたもん！」

「なら、ただの自称じゃない」

「あ、あう、あうあうあう……」

　やめたげて！　カレン、やめたげて！

　普通に考えたら当然の帰結だけど、それ以上、この子を追いつめないで！

　あうあうしか言えなくなっちゃってる！

「でもカレンおねえちゃん、これとってもきれ～でおいしそーだよぉ」

　追いつめられたケイアに、救いの手？　を差し伸べたのはミリアだ。

「そ、そうです！　最強薬は見た目も美しく、味も美お味いしいんですよ！」

「良薬は口に苦しって言葉、知ってる？」

「美味しいほうがいいじゃないですか！」

　ケイアは口くち喧げん嘩かが弱いらしい。

　反論しながらも涙目になっていた。

「これ、おいしいの～？」

「めちゃうまですよ！　国民的飲料水のココラ──【まっくろしゅわしゅわ】よりも癖になるレベルです！」

「おい！　ミリアになに飲ませようとしてるんだ！　ココラが美う味まいのは同意するが」

「おお！　わかっていただけますか！　ココラはしゅわしゅわで最高です！」

「ああ、だが最強薬はダメだ」

　ケイアの手から薬瓶を取り上げた。

「ちょおっ!?　わかりあえたと思ったのに！　【くろしゅわ】の同志が最強薬を否定するのですか！」

「同系列の扱いをしたら【まっくろしゅわしゅわ】に失礼だろ！」

　最強娘がポコポコポコと俺の胸を叩たたいて反撃してきた。

　だが、俺が頭を押さえてやると、手が届かなくなり腕をぶん回すだけになる。

「ぐぬぬ……の、飲みもせずに否定しないでください！　飲めば凄すごさがわかりますから！」

「いやいや──」

　流石さすがにそんな怪しい薬を飲む奴やつはいない──と、俺が口にする前に。

「そこまで凄いって言うなら……試してみてもいいんじゃねえか？」

　話を聞いていた強こわ面もてのスキンヘッドが、無謀にも挑戦の意志を示していた。

「正気ですか!?　どんな効果があるのかもわかりませんよ？」

「本当に効果があるってんなら、こんな安く買えるってのは魅力的だろ？」

　薬は供給が足りておらず、庶民には手が出ないくらい高価になっていた。

　だからこそ、安くて効果があるなら間違いなく需要はある。

「是非是非、一度使ってみてください！　もうこの際、無料でお試しください！」

「無料!?　なら俺はやるぞ！　俺は飲んでやるぞおおおっ！」

　薬を飲むという行為に、これほど自らを奮い立たせる男がいただろうか？

　薬くす師しの少女に手渡された最強薬を、男は勢いのままにごくごくと飲み干した。

「!?　こ、これはすごい！　力が漲みなぎってくる！　以前、膝に矢を受けてから消えなかった痛みが──なくなった！」

「いやいや、即効性高すぎるでしょ!?」

　今出会ったばかりの人なのに、思わず突っ込みを入れてしまう。

　だが飲んだ男の身体からだに今のところ異変はない。

　そして膝の回復を証明するように、男は屈伸運動を始めた。

「う、嘘うそでしょ？　本当に効き目があるの？」

「ふふふっ……ふは～はっはっはっはっはっ！　どうですか！　どうですかこの最強薬の威力は！　ほらほら、さっきまであなた、ワタシを詐欺師扱いしてましたよね～？　謝罪は？　謝罪はないのですかぁ～？」

　ドヤ顔の最強流少女が、俺とカレンを煽あおってきた。

　薬の効果が示されたことで、形勢逆転の鼻高々なのだろう。

「……ま、まさか、本当に万能薬エリクサーよりも凄すごいの？」

「そもそも……最強薬ってのはどんな効果があるんだ？」

「ランダムです」

「は？」

「最初に言ったじゃないですか。飲めば効果がわかるって。昨日飲んだ時は、めっちゃ猫に好かれるようになりました。正に最強！」

「最強の意味がわからん！」

　いや、待てよ。

　もしかして最強薬は──最恐とか最凶って意味なんじゃ？

　それをケイア自身も誤解してるだけなんじゃ……？

　驚きよう愕がくの事実に気付いてしまい俺は固唾かたずを飲む。




　瞬間──バタッ！




「うおっ……ぐおお、ぐおおおおおおおっ！」

　最強薬を飲んだ男が膝を突き悶もだえ苦しみ始めた。

「だ、だだだだ大丈夫ですか!?」

「あああ、あぐううううう──」

　男が悲鳴を上げ──さらに、ボオオオオオオオオオオオオン！

　真っ赤になった男の頭から煙が吹き出していく。

　その煙は青空の彼方かなたまで飛んでいった。

「はぁ……はぁ……」

「あ、あの……か、身体からだに異変は……」

　煙が完全に消えてから、俺がおそるおそる尋ねると……。

「……なんだ兄ちゃん？　あれ……？　お、おれは、何をしてたっけ？」

「……え？」

　ま、まさか……。

「そうだ。猫を連れた嬢ちゃんがいて……それから……」

　最強薬を飲むまでの記憶が飛んでるのか!?

「おおおおおい！　ケイア！　お前、ヤバいことになってんじゃねえか！」

「ふむ……一部の記憶が吹き飛んだようですね！　でも直すぐに戻る、はず！」

「いやいやいや、それやっぱヤバい薬じゃねえか！　絶対に売るなよ！　誰にもだぞ！」

「なら無料でばらまきます！　これも最強薬を広める為ため！」

「アホか！　この町が、いや国が滅ぶわ！」

　下手したら災害出現時と同程度の被害を生みかねない。

「お前は今日から災害認定だ！　この災害娘！」

「まるで危険物扱いじゃないですか！　災害と一緒にするなんて侮辱です！」

「それだけお前が危険ってことだ！　ま、まさかとは思うが、他にこの薬を誰かに売ったりしてないだろうな？」

「売りましたよ」

「いつ誰に!?」

「少し前ですね。ふふっ、驚いてください！　実はあの勇者ティリィに会ったのです！　その時に最強薬の凄すごさを説明したら、是非欲しいということで！」

「ゆうしゃああああああああああっ！」

　俺の絶叫が青空に木霊した。

「本気で渡したのか!?」

「当然です！　勇者が効果を宣伝してくれたら、最強流を広めるチャンスですから！」

「衛兵さ～ん、かも～ん！」

「ちょおおおおおっ！　ワタシを牢ろう屋やにぶち込むつもりですか!?　くっそおおっ！」

　敷いていたマットを風呂敷のようにして最強薬の入った瓶を包み込み、ダダダダダダと一目散にケイアが逃げ去った。

「あいつ、逃げなれてやがる……！」

「と、とんでもない子がルミナスに来たわね……」

　呆あきれ返かえって俺とカレンは呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「おもしろいおねえちゃんだったね～」

「にゃ～ん……」

　とりえあえず、ミリアの猫が無事だったのは幸いだった。

　だが、俺の仕事はまだ終わらない。

「──カレン、すまん」

「うん？」

「ミリアを家まで送ってもらっていいか？」

「……構わないけど、あんたは？」

「勇者が気になる。ケイアの薬を飲んでないといいんだが……」

「……あの子、薬を渡したって言ってたものね」

　勇者が飲んでいないなら、直すぐに瓶ごと回収を。

　もし飲んでしまって気絶でもしているようなら、早く助けてやりたい。

「何もなければ、直ぐにまた合流する」

「わかった。あたしはミリアを送り届けたら、救助レスキユーギルドに戻るから。それとあとで付き合ってほしい場所があるんだけど」

　いくつか思い当たる場所があるが、多分……あそこに行くのだろう。

「わかった。このあと緊急の出動がなければ付き合うよ」

「ありがとう。……それじゃ、あとでね」

「ああ。ミリア、またな」

「うん！　おにいちゃん、ありがと～！　りーちゃんも、ありがと～って言ってるよ！」

「にゃ～ん」

「おう！　りーちゃん、今度はご主人を置いていなくなっちゃダメだぞ」

　二人と一匹に送られながら、俺は今度は勇者の捜索に向かった。





　　　　※






　既に町の外に出ている可能性が高い。

（……勇者、無事でいろよ）

　願いながら正門に向かった。

　正門の前で衛兵のゴゴルクさんの姿を発見。

「おお、レスクくんじゃないか。そんな急いでどうしたんだ？」

「ここに勇者が来ませんでしたか？」

「ああ、少し前に出て行ったよ。なんでもすごい飲み物をもらったとかで、おれにも一つくれたんだが……」

　ゴゴルクさんの手には、カラフルな飲み物の入った瓶が握られていた。

「じゃこれ、飲んでませんよね!?」

「あ、ああ」

「良かった！　これは危険です！　救助隊員レスキユーとして回収します！　あと最強流薬くす師しとかいう変な女の子に会っても、絶対にこの薬はもらわないでください！」

「わ、わかった……な、なんだかわからないが、ヤバい飲み物なんだな」

　真剣にまくし立てる俺を見て、戸惑いながらもゴゴルクさんは頷うなずいてくれた。

　正門を守る衛兵がこの薬を飲み気絶でもすれば、町の警備に大穴が開くのと同じだ。

「ありがとうございます！　もし住民が持っていたら危険だと説明して回収を！」

　感謝してダッシュ！

　やっぱり勇者は冒険に出掛けてしまったらしい。

　だが、今ならまだ追いつけるはずだ。

（……勇者が街道を外れて移動をしていると、遭遇できる可能性は低いが……）

　考えながら走っていると──心配をよそに勇者の姿が見えた。

　まだ数百メートルは距離が離れているが間違いない。

（──良かった。間に合っ──てない!?）

　立ち止まって、手に持っている瓶の蓋を開こうとしている。

「ゆ～ううう～しゃあああああああっ！」

　走りながら全力で叫ぶ。

「……？」

　と、勇者は振り返った。

　手を軽く振って……それから再び瓶に手が伸びた。

　が、ダメかぁ！

　俺の声は届いても、気持ちまでは伝わっていない。

「待て待て！　飲むなっ！　それを飲むなぁぁああっ！」

「……？」

　もう一度叫ぶと勇者は首を傾かしげて動きを止めた。

　が、やはり俺が何を言っているのかまではわからないようだ。

　勇者は再び薬瓶に視線を戻して蓋を握る。

　せめて言葉が伝わるところまで近付かないと、何を言っても無駄だ。

　だけど、走って間に合う距離じゃ──

「──勇者ティリィを追っているの？」

　聞こえるはずのない怜れい悧りな声が聞こえて、俺は空を見上げた。

「ユリフィ副隊長!?」

　見えたのは宙に浮かぶ黒髪の美女──ユリフィ副隊長の姿だった。

「議会からの帰りですか!?」

「ええ。緊急事態なら質問に答えなさい。勇者を追ってるの？」

「え、──はい」

「なら──重力制御グラビテイ」

　返答を聞いた直後、副隊長は俺に対して救援技能レリーフを発動させていた。

　身体からだが一気に軽くなったのは気のせいではない。

「──重力加速アクセル」

　副隊長がそう口にした。

　瞬間──重力から解放されていた俺の背中に強烈な力が加わる。

　多分、重力の方向を変換したのだろう。

　自分の足では絶対に不可能なほど加速して、俺は一気に距離を詰めていく。

「ゆうううううううしゃあああああああっ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

「？　……え!?　ちょ、な、なになになに!?」

　異常なほどのスピードで近付く俺を見て、勇者は驚きすぎて固まっていた。

　これであのヤバい薬から、勇者を守れる。

　守れるのだが──

「加速しすぎて──止まれねええええええっ！」

「なああああっ!?」

　足を止めようと踏ん張っても、背中を押すように掛かる重力が消えることはない。

「──勇者、避よけろ！」

「きゅ、急に言われても──」

「──解除リリース」

　途端に重力が戻ったが──遅かった。

　加速の勢いを殺しきれない。

　このまま勇者に衝突すれば怪け我がをさせてしまうかもしれない。

（……──守らなくちゃ）

　ぶつかる直前、彼女を抱き、身体を回転させて地面に倒れ込んだ。

　バタ～ン！　と背中を打つ衝撃が全身に走る。

「っ[image: ][image: ][image: ][image: ]……だ、大丈夫か？」

「……う、うん。でもすごい勢いで走ってくるからびっく──はっ!?」

　目を開いた勇者の顔が紅べに色いろに染まっていく。

「どうした？　どこか痛みでもあるのか？」

「い、痛みはない、けど……そ、その……ち、近すぎるって言うか……！」

「え……──ぬあっ!?」

　なぜ直すぐに気付かなかったのか。

　勇者を守る為ためとはいえ、俺は彼女を力強く抱きしめていた。

　意識した途端、柔らかい感触と温ぬくもりが伝わってくる。

　赤くなっていたのは恥ずかしいから、照れているから？

　少し動けば唇が触れ合ってしまうほど、勇者の顔が近くにあった。

　お互いに言葉を交わすこともないまま、ただ見つめ合うだけの時間が過ぎていく。

　胸の鼓動が速くなる。

　これは俺のものなのか、それとも勇者のものなのか。

　もしかしたら、二人の鼓動が重なった音なのかもしれない。

　気恥ずかしいのに、まるで俺たちの時間だけ止まってしまったみたいに動けない。

「大丈夫かしら？」

　タンッ──と軽やに地面に着地する音が聞こえた。

「それとも、あえてそうしているとか？　先日の朝のあれは誤解ではなかったのかしら？」

　淡々と事実確認をする副隊長の言葉で、俺たちの止まっていた時間は動き出した。

「こここここれは違うんです!!」

「う、動ける！　直ぐにでも全力で動けるから！」

　抱きしめていた腕から力を抜いた途端、勇者がばっ──と、勢いよく立ち上がった。

「大丈夫ならいいのだけれど……それで、どうして勇者を追っていたの？」

「そういえば、わたしに何か伝えようとしてたわよね？」

「あ、そうだった。実は……」

　疑問を向けられた俺は、最強薬の危険性について答えた。

「……そ、そんな危ないものだったのこれ？　喉が渇いた時に飲もうと思ったんだけど」

「いや、見た目からしてこれ、飲んじゃダメなのわかるだろっ！」

「でも、すごい効果もあるって聞いてたから。魔王も一発でぶっ飛ぶって」

　それは凄すごいかもしれないが、警戒しなきゃならないヤバさじゃないですかね!?

　純粋すぎるのか、世間離れしているのか。

　勇者は人を疑うということを知らない。

「私からも各救助機関に連絡を入れておくわ。大きな被害が出ないようにね」

「お願いします」

「ええ。それじゃ私は先に戻っているわ。隊長に議会の決定を報告しないといけないから」

　ゆっくりと浮遊して、ユリフィ副隊長は町に向かって飛び去って行った。

「勇者、薬は回収するからな」

「もったいない気もするけど……仕方ないよね」

　勇者が持っていた最強薬を全て回収した。

「でもね……レスク」

「うん？」

「実は……飲んじゃってるの……」

「え？」

「レスクが来てくれる少し前にも一本……」

「ま、マジか!?　身体からだは、大丈夫か？　痛いところは？」

　俺は勇者の身体を見る。

「大丈夫！　そんなじっと見られると恥ずかしいから！　レスク、わたし女の子！」

「す、すまん……」

「でも、ありがとう。……わたしの為ために、ここまで来てくれて」

「当然だろ。心配だったからな……」

　それは俺の素直な気持ちだった。

「優しいんだ。ありがとう、レスク。心配してくれて嬉うれしい」

　感謝の言葉と共に、勇者は嬉しそうに笑った。

「だからあまり心配させるようなことはするなよ。無む茶ちやは禁止だからな」

「わかってる。でも、今日は予定通りに冒険に行くから。もっと強くなって、みんなを守れるようにがんばるの！」

　毎日、少しずつでも、強くなる努力を欠かさない。

　勇者が休んでいる日を俺は見たことがなかった。

「……何かあれば直すぐに念話テレパスを入れろよ。どこにいたって駆けつけてみせるから」

「うん！　でも今日は絶対にばたんきゅ～しないから！」

「ああ、その意気だ」

「うん！　あ、そういえばレスク、この前、食事に行けなかったよね？」

「すまん……まさか寝てしまうとは……」

「それはいいの。レスク、あの日は大変だったの知ってるから。……でも今日は夕飯、酒場で一緒に食べよ！　わたしも、夜には戻るから」

「無事に戻ったらいくらでも奢おごってやる。でも、もし棺かん桶おけになってたら、お前の奢りだ」

「ええっ!?　レスク、急に厳しくなった！　さっきまでの優しさはどこ？」

　財布が薄い勇者には死活問題なのだろう。

　むぅ～と拗すねながら俺を睨にらむ。

「それが嫌なら無事に戻って来い」

「わかった！　わたし、負けないから！」

　奮起した勇者が「行ってくるね！」と言って、走り去っていく。

　俺はその背中を見送りながら、大きな怪け我がなく帰って来れることを願──

「ぎゃふん──ばたんきゅ～」

「ええええええええっ!?」

　勇者が急にぶっ倒れた瞬間、棺かん桶おけになっていた。

「ゆううううしゃあああああああっ！」

　これって、最強薬のせい!?

　真偽はわからないが──勇者の棺桶を狙って早速魔物たちが集まってきた。

「ゴブゴブッ！（ラッキー、勇者の棺桶だ！）」

「スラスラララ～（魔王様、ボーナスくれるかな？）」

「ガウガウ、ガウッ！（意外とケチだから無理じゃね？）」

　何かを魔物たちが言っている。

　当然、俺は理解できるわけじゃないが、棺桶を狙ってるのはわかった。

「あ～もう！　お前ら、勇者は奪わせねえからなっ！」

　俺は慌てて勇者の棺桶を抱えると、ダッシュでルミナスの町まで戻るのだった。





　　　　※






　救助レスキユーギルドに戻った俺は、カレンと共に基礎訓練に励んでいた。

「筋肉っ！　筋肉っ！」

「はぁ……んっ……ぁ……」

　救援技能レリーフという特殊な力を持っていようと、救助隊員レスキユーの資本はその身体からだだ。

　だからこそ俺たちは日常的に、トレーニングを欠かさない。

　筋肉は裏切らない──と、第五救助機関フイフスの隊長も言っていた。

　だからこそ、

「はぁ、筋肉っ！　筋肉っ！　筋肉ううううっ！」

「レスク、その掛け声、むさ苦しいのよ！」

「カレン、お前も一緒に声を出せ！　ほら、筋肉っ！」

「言うかっ！　無心で身体を動かしなさいよっ！」

　カレンに叱責されたので、俺は無心で筋トレを続けた。

　そして──気付けば窓から夕ゆう陽ひが射さし込こんでいた。

「はぁ……そろそろ上がるか？」

「そうね。……こんなに平和な一日は久しぶりな気がする」

　俺もカレンも緊急の依頼クエストが入る可能性を考えていた。

　不慮の事態は起こるものである。

　だが当然、何もないならそれが一番いい。

「レスク、疲れてるところ悪いんだけど……」

　頼みたいことがあるのか、カレンは窺うかがうような上目遣いを向けてきた。

「ん……ああ、そうか。あそこに行くんだよな」

　カレンは頷うなずいた。

　それは救助隊員レスキユーとしての活動ではなく、カレン個人としての用事だ。

「わかった。なら準備ができたら部屋に来てくれ」

「了解」

　そして俺たちは訓練室を出たのだった。





　　　　※






　軽く食事を取ってから、部屋で準備を開始する。

　と言っても、俺のほうは特に用意するものはない。

（……汗でも流してくるか）

　俺はシャワー室へ向かった。

　救助レスキユーギルドのシャワーは男女で使える時間帯が分かれている。

　常に使えるわけではないのが、少し不便ではあるが贅ぜい沢たくは言えない。

「さ～て……」

　シャワー室に立てかけられている看板には男と書かれていた。

「よし、間違いない」

　俺は脱衣所で服を脱ぎ、シャワー室の扉を開く。

　中に入るとシャワーの音が聞こえた。

　誰かが使用しているようだが──

「は……」

　白いもやもやで覆われた中で、振り返る少女が──カレンがいた。

　白くきめ細かい綺き麗れいな肌。

　そして小ぶりながら形の美しい双丘が目に入る。

「ぇ……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」

「す、すまん!?」

　カレンは慌ててその場にしゃがみ込み身体からだを隠す。

　俺は慌ててシャワー室から出て扉を閉める。

「って、なんでお前、この時間にシャワー浴びてんだよ!?」

「あ、あんたこそ！　今は女性隊員が使う時間帯でしょ！」

「バカ！　男の看板が掛けられてたろ！」

「う、嘘うそ!?」

「嘘じゃない！　ったく……外、見張っておくから、直すぐに出てこいよ」

「ご、ごめん」

　俺は慌てて外に出た。

　他の隊員が入って来ないとも限らないので見張りをしておく。

　そして少しして、

「ご、ごめん……」

「いいよ。でも気を付けろよ」

「……うん」

　カレンは俺に言われるまま、従順な態度を見せた。

「あと俺も悪かった……」

「あんたが謝ることないわよ。……あ、あたしは……イヤじゃなかったから」

「え？」

「れ、レスクになら……その……──と、とにかく、この話は終わり！　少ししたら行くから、あんたも準備しときなさいよね！」

　言ってカレンは、バタバタと走り去った。





　　　　※






　シャワーで汗を流してから自室に戻り、俺はベッドに転がる。

　ぼふっ──柔らかなベッドに身体が吸い込まれ、その温ぬくもりに意識が薄れそうになった。

（……カレンが来るまで、少しの間……）

　そう思った時には俺の意識は落ちていた。





　　　　※






『ごめん。ごめんね、レスク……』

　俺の名前を呼ぶ幼い少女の声。

　思い出したくない記憶。

　これはただの夢ではない。

　現実で起こった悲劇で、俺の過去の記憶が紡ぐ悪夢。

　五年前──災害によって滅ぼされた村があった。

　その原因となったのは当時十歳の少女。

『わたしのせいで……みんなが、レスクのおとうさんも、おかあさんも……』

　腕の中で泣き続ける少女に俺は何も言えなかった。

　震える身体からだで、その腕で……泣いている少女を抱きしめてやることしかできなかった。

　本当は、お前のせいじゃないって言ってやりたかった。

　もしその言葉を伝えることができたなら、この少女にとって救いになったのだろうか？

　虐殺により真っ赤に染まった世界。

　永遠にも思える地獄の中で、村人たちの叫び声すら聞こえない。

　目の前で全て一瞬で塵ちりとなり消えてしまう。

『ぁ……ああ……』

　掠かすれた声を漏らしながら過去の俺は空を見つめる。

　目に映ったのは天を覆うほどに巨大なこの地獄を生んだ災害。

　五大災害の一つと言われる火災の象徴たる紅あかき竜の姿。

　大きな炎翼を羽ばたかせる度に、火炎が地上に降り注ぎ、世界を業火に包み込む。

　それは世界を終しゆう焉えんに導く存在。

　抗あらがいようのない絶望。

　その姿はあまりにも恐ろしい──なのに、恐怖も怒りも悲しみも、あらゆる負の感情を超えて、神々しいとすら感じてしまう。

　一度出現すれば人の手に負えるような現象ではない。

　何もできない無力感に俺は支配されていた。

　だけど、それでも──

（……どうか、俺はどうなってもいいから──）

　この子だけは守りたい。

　俺は震える少女を強く抱きしめる。

　そして──永遠とも思えた虐殺の時は終わりを迎えた。

　災厄が訪れた村で、俺たちだけが生き残ったのだ。

　それは奇跡としか言いようがなかった。

　少女は今も俺の腕の中で震えながら泣いている。

　その涙を消してやることもできない。

　その心を救ってやることもできない。

　だけど、たった一つでも助けられた命があったことは、俺にとっての希望だった。

　でも──奇跡は何度も続きはしない。

　俺たちだけが残された村に、女神の使者と名乗る者たちが現れたのだ。

『この方は選ばれし者。女神エルスが残した希望だ』

　強制するように少女を連れ去っていく。

『レスク、やだよ。わたし──行きたくない！』

　少女を救おうと手を伸ばしても、その手は何も掴つかめない。

　それでも俺は諦めず使者たちに喰くらい付いた。

『邪魔をするなら子供でも容赦はしない』

　振るわれる暴力。

　泣きたくなるほどの痛み。

　だけどそんなものよりも、少女がいなくなってしまうかもしれない。

　それが怖くて仕方なかった。

『時間の無駄だ。その子供は殺せ』

　命令を受けた使者の一人が、ためらうことなくナイフを振り下ろす。

　間違いなく胸部を貫かれた。

　刹那──

『そこまでにしておけよ』

　俺の直すぐ傍そばに屈強な男が立っていた。

　そして俺に突き刺さるはずだったナイフが消えていたのだ。

　一体、何が起こったのか。

　どうして俺が生きているのか。

　確かめたかったけど、もう意識を保っていることができなくて……俺の記憶はそこで途絶えてしまった。

　そして次に目が覚めた時、俺はベッドの上で治療を受けていた。

『起きたか』

　意識が消えかけた直前、聞こえた男の声だった。

『……あいつは……どこ？　たす、けて、くれたんだよね？』

　俺が掠かすれた声で尋ねると、男は否定の意を示すように、首を左右に振った。

『すまない。あの子を助けることはできなかった』

『あぁ……あぁあああっ……』

　結局、俺は何も守ることはできなかった。

　家族も友達も、村のみんなも──あいつのことだって──。

　悔しさで涙が溢あふれてくる。

『お前にできることはなんだ？　そうやって泣いていることなのか？』

　無力に打ちひしがれる俺に男は言った。

『もう自分の無力を後悔したくないのなら──救いたい誰かがいるのなら力を持て』

　俺を鼓舞させるような力強い声だった。

『あの子は死んだわけじゃない。生きていれば必ずまた会える』

　その言葉は俺の新しい希望となった。

『もし救う為ための術すべが欲しいのなら──俺のところに来い』

　男は俺に手を伸ばす。

　泣いているだけじゃ意味はない。

　生きている限り、みんなの分も、この命を無駄にするわけにはいかない。

　もう二度と同じ後悔はしたくない。

　だから、答えは決まっていた。

　俺は涙を拭い、前に進む決意をして、手を伸ばす。

　すると、ぼやけていた男の顔が初めてはっきりと見えた。

『自己紹介が遅くなった。俺は第三救助機関サード隊長──ブリック・トラッシュだ』

　伸ばした手を、隊長は力強く握った。

　これは俺が救助隊員レスキユーを目指す切っ掛けでもあった。

　救えなかった命は取り戻せはしないけど──二度と同じ後悔はしない為に。

　そして俺はもう一つ誓いを立てていた。

（……もしまたあいつと出会うことができたなら、今度こそ俺は──）





　　　　※






　コンコンコン──部屋にノックの音が響いた。

「ぅ……」

「入るわよ」

　返事を待たずに扉を開くと、片手に大きな紙袋を持った相棒バデイの姿が見えた。

「ごめん、何度かノックしたんだけど」

　カレンは俺の顔を見て直すぐに、寝起きであることに気付いたらしい。

「悪い……シャワーを浴びて横になったら、つい……」

「しゃ、シャワー……」

　ぽっと赤くなるカレン。

「いや、お前ね、今のは別に変な意味は──」

「いい！　ごめん！　変に意識しちゃったあたしが悪い！　とにかく、休める時には少しでも休んでおけばいいのよ。それで……出られそう？」

「ああ、大丈夫だ」

　ベッドから起き上がり部屋を出る。

「荷物、片方持つぞ」

「ううん。こっちをお願い」

　こっち──と言われてカレンの視線を追うと、廊下の床に大量の紙袋が置かれていた。

　中にはぎっしり、お菓子やおもちゃが詰め込まれている。

「すごい量だな……」

「少し間が空いちゃったからそのぶんよ。じゃあ行きましょうか」

　俺たちは荷物を抱えて、目的地へと向かうのだった。





　　　　※






　夕ゆう陽ひも落ちて、もう少しで夜が顔を現す時間。

「またね～」

「うん！　ばいばい～」

　外で遊ぶ子供たちが一斉に帰路へ就いていく。

　彼らはこれから家族団だん欒らんで過ごすのだろうか？

　家族のいる子供たちにとっては当たり前の日常。

　それは永遠に続くものだと、俺も子供の時は疑ったことなどなかった。

　だけど、それが当然だと思える日々を送れるなら、それが一番幸せだろう。

「結構、久しぶりか？」

「そうね。……一ヵ月くらいかしら？」

　俺たちはある施設の敷地に足を踏み入れた。

　そこでは、まだ幼い子供たちが遊具で遊んでいる。

　帰る気配がないのは、ここが彼らにとっての『家』だからだ。

「みんな、元気にしてた？」

「あ──カレンねえちゃん！　それにレスクにいちゃんも！」

「え!?　あ、ほんとだ、ねえちゃんたちだぁ！」

　俺たちの姿を見つけて、子供たちが一斉に駆け寄って来た。

「みんな元気そうでよかった。ちゃ～んと、先生の言いつけを守っていい子にしてた？」

　カレンは普段よりも柔らかな表情を見せた。

「してたよ～！　ねえちゃんとやくそくしたからな！」

「あたしもしてたよ～！　いい子にしてたら、またカレンちゃんがあそんでくれるっていってたから！」

　カレンは擦り寄ってくる子供たちの頭を優しく撫なでた。

「よ～し！　いい子にしてた子にはプレゼントがあるわよ～！」

　言ってカレンは持ってきた紙袋から、お菓子やおもちゃを取り出す。

「わ～い！」

「お菓子～！　こんなにいっぱい！」

「すごいよ、おもちゃもある～！」

　俺たちの周りは、子供たちの笑顔で満たされる。

　その中心にいるカレンはみんなのお姉さん役。

　この施設にいる子供たちはカレンにとってはみんな特別なのだ。

　血は繋つながっていなくても、全員が家族なのだから。

「カレン」

　建物のほうから声が聞こえた。

　すると、施設の中から初老くらいになるだろう女性がこちらに歩み寄って来る。

「ただいま、先生」

「おかえりなさい。レスクさんもまた来てくださったのね。ありがとう」

「お礼なんて……俺も久しぶりに子供たちに会いたくなったんです」

　物腰柔らかく品のある女性にお辞儀をされ、俺も同じく頭を下げた。

　彼女はこの児童養護施設──ファミリアの園長を務めるリナ・スローネル先生だ。

　カレンは災害で両親を亡くしてから一年間──この施設で暮らしていたらしい。

　園長さんはその時の恩人で。

　カレンにとってはもう一人の母親と言えるほど、大切な人だと聞いている。

「立ち話もなんだし上がって、お茶でも出すわ」

「ありがとう、先生」

「それじゃあ、お邪魔します」

　子供たちが嬉うれしそうにきゃっきゃと俺たちを囲み、一緒に施設の中へと入った。

　持ってきた紙袋を園長先生に渡して、お菓子やおもちゃを子供たちに配っていく。

「わ～、これすごくおいしいよ～！」

「うん、あま～い！」

　子供たちの笑顔がいっぱいに広がっていく。

　それを見てカレンも嬉しそうに笑っていた。

　こういったプレゼントは、カレンが救助隊員レスキユーとして働き始めてから定期的に行っている。

『できることはあまりないけど……少しでも恩返ししたいから』

　カレンがそう言った時の優しい笑顔を俺は忘れないだろう。

　それだけここは大切な、カレンにとって本当に守りたい場所なのだ。

「仕事のほうは、どうなの？」

　プレゼントにはしゃぐ子供たちを見つめながら、園長先生がカレンに尋ねた。

「ちゃんとやれてるよ。これでもあたし、頼りにされてるんだから」

「そう。……懐かしいわね。あなたが救助隊員レスキユーになると言い出した日のこと……」

　以前、俺も聞いたことがあった。

　カレンは十歳の誕生日に、園長先生に自分の想おもいを伝えたのだ。

　災害と戦い多くの人々を救った両親のような、立派な救助隊員レスキユーになりたいと。

「先生を説得するの大変だったわよね」

「私は今でも納得はできていないのよ。でも……あの時のあなたの目を見たら、ダメとは言えなかった。……それに救助機関の隊長さんを連れてくるなんて思わなかったもの」

「あははっ……先生、あの時は驚いてたわよね」

「カレンのお父さんと、ブリック隊長は同期だったよな」

「そう。しかも相棒バデイを組んでたんだから」

「何度か聞いてるよ。【絶対の救助隊】だろ」

　当時、二人を主軸とした第三救助機関サードは、そんな呼び名で讃たたえられていたらしい。

　そして、救えぬ者はいないと言われた救助レスキユーギルドの黄金時代を築いた。

「ええ。いつか父さんみたいになるのが、あたしの目標」

「なれるさ。必ず……俺たちは毎日成長してるんだから」

「ってことらしいよ、先生？」

　園長先生に向けて、カレンは嬉うれしそう笑ってみせた。

「あなたが立派になってるのはわかってる。でもね、カレン。親は子供がどれだけ成長しても心配になるものなの」

　園長先生のカレンを見る目はどこまでも優しい。

　本当に娘のように彼女を大切に思っている。

　それは、他人の俺が見てもわかるほどだった。

　そして──その娘を思う母の眼まな差ざしが俺に向いた。

「レスクさん、カレンをよろしくお願いします。強がって無む茶ちやをするかもしれませんが、どうか守ってあげてください」

　これほどの想いに触れたなら、俺もその気持ちに応えなければいけない。

「任せてください。カレンは俺にとっても家族と同然ですから！　必ず守り抜きます」

「えぇっ!?」

「あ、あら？　も、もしかして今日は、その……そういう挨拶も兼ねてなのかしら？」

　カレンの顔が真っ赤に染まり、リナ先生がおろおろと戸惑い出してしまった。

　何かおかしなことを言ってしまっただろうか？

「あ、あんた急になに言ってんのよ！　先生がびっくりしてるじゃない！　あ、あたしだって心の準備が……」

「同じ釜の飯を食ってるんだ。家族も同然だろ？　それに俺たち相棒バデイだからな」

「は？」

「相棒バデイは一心同体だろ？」

「っ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　なぜかカレンはぷるぷると震え出し、目を潤ませて俺を睨にらむ。

「どうかしたのか？」

「紛まぎらわしいのよ！　バカ！　女の敵！　恥をかかせた責任取りなさいよ！」

　全く意味がわからなかった。

「こら～！　にいちゃん、ねえちゃんをなかすな～！」

「そうだよ～！　おとこのこが、おんなのこ、イジメちゃめ～なんだよ！」

「ね～、せんせ～、め～なんだよね？」

　カレンの様子を見た子供たちも、一斉に援護攻撃をしてくる。

「そうね。今のはレスクさんが悪いわね」

「園長先生まで!?」

　どうやら俺は絶望的に発言を誤ったらしい。

　今もカレンは俺にジト目を向けていた。

　が──途端に悪巧みを思い付いたみたいにニヤッと笑って。

「よ～し、みんな！　お姉ちゃんを泣かせた、あの悪いおにいちゃんを捕まえるのよ！　そうしたら、次に帰って来た時は今日よりもい～っぱいプレゼントを持ってくるから」

「なあっ!?　お前、急になに言ってるんだ!?」

「みんな、いけ～！」

　わ～！　と一斉に子供たちが迫ってきた。

　だが、俺はプロの救助隊員レスキユー。

　子供たちに捕まるような柔やわな訓練はしちゃいない。

「よ～し、やってやる！　みんな俺を捕まえてみろ！」

　俺は外に飛び出した。

　子供たちとの鬼ごっこだ。

　たとえお遊びだとしても、俺は手加減しない！

　などと気合を入れてから三十分後──。

「ぜぇはぁぜぇはぁ……」

　子供たちに追い掛け回されて、俺の体力は限界に達していた。
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（……こ、子供の体力すげぇ！）

　多勢に無勢というのもあるが、疲れ知らずすぎる。

「あと──お前がいるのは卑ひ怯きようだろ！」

「何がかしら？　さぁ、みんな！　もうちょっとでお兄ちゃんを捕まえられるわよ」

　俺の逃げ道を悉ことごとくカレンは潰して回る。

「あ～……まいったぁ～」

　バタ～ンと地面に尻餅を突く俺に、子供たちが一人また一人と飛び掛かって来た。

「よ～し！　みんなよくやったわね！　これは、あたしたちみんなの勝利よ！」

　司令塔を務めた姉の言葉に、わ～！　と歓声を上げる子供たち。

　カレンの統率力は中々のものだった。

「ふふっ、みんな、お兄ちゃんにいっぱい遊んでもらえて良かったわね」

　園長先生は俺たちの攻防を優しい眼まな差ざしで見守っていた。

　空を見上げるともう夜が姿を現し始めている。

「もうこんな時間になってたのね」

　楽しい時間というのはあっという間に過ぎてしまう。

「……ねえちゃんたち、もうかえっちゃうの？」

「もっとあそびたい～！」

　時間を気にするカレンを見て、俺たちがもう帰ってしまうと子供たちは察したのだろう。

　名残惜しそうな眼まな差ざしを向けられて、どうしても後ろ髪を引かれてしまう。

「みんな、お姉ちゃんたちを困らせちゃダメよ。また遊びに来てくれるから」

　寂しそうな子供たちを、園長先生が優しく諭さとした。

「そんな顔しない！　いい子にしてたら必ずまた遊びに来るから！　お菓子だって、おもちゃだって、いっぱい持ってくる」

　言ってカレンは、弟妹きようだいたちの頭を撫なでる。

　すると、施設の子供たちの中でもまだ小さな少女が、カレンの服の裾を掴つかんだ。

「でもね、ねえちゃん……いなくなったら、あえなくなっちゃうかもしれないでしょ？」

「え……？」

「パパも、ママもね……いってきますって、すぐかえってくるからって……いってたの……でも、もうあえなくなっちゃったの……」

　きっとこの少女はその日も、変わらぬ日常を送れると信じて疑っていなかったのだろう。

　でも、当たり前の幸せは必ずしも続くわけではないと、この少女は知っているんだ。

　いや、この子だけじゃない。

　この施設にいる子供たちは皆……同じ境遇を抱えている。

　ただ我わが儘ままを言ってるんじゃない。

　もう二度と、大切な人に会えなくなるんじゃないか。

　それが不安なのだ。

「心配してくれてるのね。でも、大丈夫。お姉ちゃんはちゃんと帰ってくる。一人じゃないから。何があっても、このレスクお兄ちゃんが守ってくれるから」

「……レスクおにいちゃんが？」

　女の子が俺を見上げた。

　俺はその場にしゃがみ、視線を合わせる。

「ああ、俺は救助隊員レスキユーだからな。カレンだけじゃなくて、この町にいるみんなのことを守ってみせる。キミがもう二度と、大切な人を失わずに済むように」

　その為ために俺がいる。

　その為に俺たちは、救助隊員レスキユーになったのだから。

　これはただの口約束にすぎないのかもしれないけど──この決意が揺らぐことはない。

「約束だ」

　俺は小指を少女に向けた。

　カレンを、みんなを守る──誓いの証あかし。

「うん……やくそく！」

　差し出された小指を絡めて、俺たちは約束した。

　それは心を繋つなぐ確かな約束。

　少女の顔から不安は消えて笑顔を取り戻してくれた。

「よ～し、ならお姉ちゃんとゆびきりしよっか」

「ふふっ、なら、みんなでしましょう。また二人でここに来てくれるように」

　園長先生の提案で施設のみんなとゆびきりを交わした。

　そして、

「ばいば～い！　ねえちゃん、にいちゃ～ん！」

「やくそくしたからね！　またきてね！」

「つぎもいっぱいあそんでね～！」

　園長先生と子供たちに見送られながら、俺たちは施設をあとにしたのだった。

「長い時間、付き合わせちゃったわね」

「いや、来てよかったよ」

　子供たちからもらった想おもいは全部、俺の力になる。

「これからも絶対に生き抜かなきゃな」

「当然。そうじゃなきゃ救えない命があるんだからね。それに訓練生の頃にも約束したでしょ？　──あんたはあたしが守るって」

「ああ。──そして俺がお前を守る」

　だから──俺たちは死なない。

　どんな災害が起ころうとみんなを守り抜く為ために。
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　唸うなるように響く音──それはカレンのお腹なかから鳴っていた。

「……おかしいな。今日は座標転移テレポイントは使ってなかったと思うが？」

「べ、別にお腹が空すいてるんじゃないわよ！　ただの生理現象じゃない！」

　必死に言い訳をする腹ペコ娘。

　だが時間帯を考えれば、お腹が空くのも当然だ。

「お～い！　レスク[image: ][image: ][image: ]！　カレンさ～んっ！」

　町の中に元気いっぱいの声が響いた。

　どうやら今日は無事に帰還できたらしい。

「お疲れさん」

「うん！　見ての通り、今日は負けなかったよ！」

「みたいだな。じゃあ約束通り、今日は俺の奢おごりだ」

「やった～！　もう店のメニュー全部食べちゃうから！」

「それは食いすぎだろ！　遠慮を知らんのか！　それに……太るぞ」

「わたし、いっぱい動くから食べても太らないよ。こっちは大きくなっちゃうけど……」

　勇者が自身の胸元を見る。

　その視線を追うようにカレンも勇者の双丘を見た。

　続けて自分の胸元を見下ろす。

「むっ……」

　豊満な果実と絶壁。

　その戦力差は絶望的。

「か、カレンさん、なんだか敵意みたいのを感じるんだけど……？」

「なんでもないわよ！　……ちなみに普段はなにを食べてるの？」

「う～ん……？　特に変わったものは食べてないかな？　でも、ココラは飲むよ！」

「ココラ……あの黒くてしゅわしゅわって甘いやつ？　レスクも好きだったわよね？」

「まあ、な」

　カレンが何を考えているのかわかってしまった。

　だが、飲んでも多分、意味はない。

　そんなこと口に出しては言えないけれど。

「……とりあえず酒場に行くか。腹も減ったしな」

「うん！　もういっぱい食べちゃうから」

　俺と勇者が並んで歩き出す。

　でも、カレンは付いて来ようとはしない。

「カレン……？」

「あたしはいいわ。まだお腹なか空すいてないか──」
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　カレンの腹部は自己主張が激しかった。

「……お、お腹は減ってるわよ！　でも、あんたたち二人が先に約束してたんでしょ？」

「そんなこと気にしなくてもいいのに。ねえ、レスク？」

「そうだな。カレンがよければ一緒に行こう」

「……だけど……？」

　カレンはまだ遠慮していた。

「カレンさん、ちょっとこっちに」

「な、何よ……」

　勇者がカレンの手を引いた。

　そして二人で何かを話している。

「もし来ないなら、わたしがレスクを独り占めしちゃうよ？」

「っ……」

「お互いにあ～んとかしちゃうかも」

「ぐぬっ……」

「それで帰りはレスクに送ってもらって……宿屋で二人きりで──」

「あ、あなた、意外といじわるね！」

「ふふっ……恋は戦争だから。でも、カレンさんともゆっくり話してみたいって思ってた」

「……本当に、いいの？」

「うん！」

「……わかった。レスクのこと抜きで、あたしも話してみたいって思ってたから」

「じゃあ決定！」

　どうやら話が付いたようで、二人が俺の元へ戻って来る。

「カレンさんも一緒に来るって。当然、レスクの奢おごりだよね？」

「え？」

「レスクの奢りなら、断る理由はないわ」

　勇者とカレンは笑みを交わしたかと思うと、俺の腕を取り挟み込んだ。

「両手に花だね、レスク」

「こ、これじゃ、拘束されてるみたいだろ！」

「さあ、出発しましょう」

「うん！　ゴーゴー！」

　どうやら、給料日までは貧乏生活が確定したら──。

「……え」

　それは刹那の出来事だった。

　突然、世界は色を変える。

　夜を待つはずだった一面の空が──紅くれないに染まっていく。

　その変化に応じて気候すらも異常変動していった。

　世界が熱を帯び、天を覆うほどの巨大な赤い積乱雲が形成されていく。

「これって……あの時と同じ──」

　空を見上げた勇者。

　勇者も知っているのだ。

　あの時と同じだから。

　だからわかってしまう。

　五年前の治癒魔法消失事件──『生命の棄却』──その前日に起こった虐殺の日。

　それを引き起こしたのは、邪神が創造したとされる五大災害の一つ。

　その災害の名は──

「──火災竜フアイアードラゴン」

　天を裂き、雲を突き抜け、世界を炎で染めあげる。

　最悪の災害の一つが再び産声を上げようとしていた。
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『こちらは第三救助機関サードです。緊急警報発令、現在、異常気象が発生中！　住民の皆様は屋外への外出は避け建物の中に避難してください』

　世界が色を変えた直後、ルミナスの町に放送が鳴り響いた。

「勇者、お前も建物の中に避難しろ！　何が起こるかわからない！　絶対に町の外には出るんじゃないぞ！」

「待って！　わたしも、わたしにも何かできること──」

　勇者が俺を引き止める。

　自分も何か力になりたい気持ちはわかるが。

「いいから！　今だけは言う通りにしてくれ！　──カレン！」

「わかってる！」

　間違いなく俺たち救助隊員レスキユーには緊急招集が掛かる。

　だから、もたもたしている暇はない。

「飛ぶわよ」

　カレンが俺に触れ──座標転移テレポイントで一気に救助レスキユーギルドまで飛んだ。





　　　　※






　待機中の第三救助機関サードの隊員たちが作戦会議室に集められた。

「先程、巫み女こから緊急連絡エマージエンシーコールがあった。それによれば現在の災害出現率は九十九％以上──火災竜フアイアードラゴンの出現が確定的だそうだ」

　そして、ブリック隊長の口から迅速に状況報告が行われた。

　五大災害の一つが襲来する。

　その事実に作戦会議室にざわめきが起こった。

「隊長、ちょっと待ってくれよ。今朝の救助機関議会で、巫女による災害予報があったんだろ？　なんでもっと早く知らせなかった？」

　疑問を口にしたのはラグネル先輩だった。

「それに関しては私から。今回の災害予報でのルミナス周辺への一ヵ月以内の災害出現率は一パーセント未満だった」

「それが九十九パーセントまで、急変動したってことか？」

「ええ。……過去の歴史上、こういった例がないわけではなかったけれど……」

「運が悪かった……ってか」

　実際、災害の出現は天災と同じなのだ。

　唐突に雨が降ってくるのと同じだ。

　確率がどれだけ低かろうと、ゼロでないなら災害が出現する可能性はある。

　だから、割り切るしかない……が、運が悪かったと命を諦めることなんてできない。

　だって、これじゃあの時と──

『ごめん、レスク……わたしのせいで……』

　過去の記憶がフラッシュバックする。

　あの時のような災厄を二度と繰り返しちゃいけない。

　その為ために俺は──。

「どんな災害が起ころうと、俺たちがやることは変わらないですよ。みんなの為に──救助隊員レスキユーとして全力を尽くしましょう！」

　俺は諦めて何もしないなんて──そんな後悔だけはしたくない。

「言うじゃねえか、後輩！　そうだな。オレたちが諦めるわけにゃいかねえ」

「元より諦めるつもりはないわ。相手が五大災害だろうとね」

　頼れる先輩方が力強い笑みを浮かべた。

「ユリフィ副隊長──災害の出現予測時刻は？」

「今から七時間後と予測されているわ」

「……七時間……なら、直すぐにでも住民を避難させるべきよね」

　副隊長の言葉を受けて、カレンがそんな提案をした。

「ええ。でも、町から離れるべきではないでしょうね。五大災害が与える被害範囲は──ここから半径数百キロメートルと予想されるわ」

　状況はやはり厳しい。

　避難の為ために町を離れるというのは得策ではないということか。

「ちなみによ、副隊長。他の救助機関に協力要請は？」

「もう出したわ。でも、ルミナスに最も近い第二救助機関セカンドでも、ここまで徒歩で半日は掛かる。現実的ではないわね」

「つまり、俺たち第三救助機関サードで乗り切るしかないということですね」

「その通りよ。だから、あなたたちには持てる力の全てを懸けてもらうわ」

「ったく……状況は厳しいったらねえな。隊長からはなんかねえのかよ？　さっきからだんまりだが、まさかあんた、詰みだとか思ってねえだろうな？」

　ラグネル先輩が挑発的に言い放った。

　それには二つの意味があったのだろう。

　第三救助機関サードの英雄なら、この状況をどう乗り切るのかという疑問。

　そして──どんな窮地に立たされたとしても、俺たちの隊長が──ブリック・トラッシュが諦めるはずがないという信頼。

「ラグネル──俺は安心していたんだ。ここには絶望を嘆く者はいない」

　隊長は歳としを感じさせぬ精せい悍かんな顔で笑った。

　俺たちの心の片隅にある不安を吹き飛ばすほど力強く。

「俺の引退も近いかもしれんな」

「隊長……こんな時にその話ですか？」

　ユリフィ副隊長が困ったように苦笑してみせた。

「すまんな、許せよユリフィ。お前たちが想像よりもずっと成長していたことが頼もしくてな。……俺から言えるのは一つだ。自分たちにできることを全力でやればいい。失敗の責任は俺が取る。そして、誰も死なせはしない。忘れるな。このルミナスには、第三救助機関サードには俺がいる」

　救助機関の英雄──ブリック・トラッシュ。

　どんな絶望的な災害からも生還を遂げ、多くの命を救ってきた生ける伝説。

「恐怖に囚とらわれそうな時こそ笑え。焦燥感など吹き飛ばせ。お前たちは俺に選ばれた精鋭だと胸を張り誇れ！」

　その男の言葉は恐怖に染まっていた俺たちの心を鼓舞し、昂こう揚よう感すらも覚えさせた。

「どうにもならない絶望に直面した時も、自分にできる最善を行え！」

　そうだ。

　俺たちができる最善──それが誰かを救う結果を生む。

「レスク、お前は言ったな。どんな状況でも俺たちがすべきことは変わらないと」

「はい！」

「それでいい。俺に頼らずとも──お前らは答えを持っていた。そうだろ？」

　そしてもう一度、隊長はこの場にいる全員に問い掛けた。

　隊員たちの顔から迷いはもう消えていた。

「直すぐに行動を開始するわ。まずは住民の避難が最優先。衛兵隊と協力して町を封鎖、住民を防ぼう災さい壕ごうへ避難させましょう」

　隊員たちの「了解！」の声が重なり、俺たちは行動を開始した。

（……ブリック隊長がいてくれて良かった）

　この人がいてくれたら、どんな危機も乗り越えられる。

　そう思えたのは隊長が、俺たちの精神的な支柱となってくれたからだろう。

（……だが隊長に頼ってばかりはいられない！）

　だから俺は必死で考える。

　今やれることを──そして、この災害を乗り越える為ための作戦を。
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　防災壕というのは、災害から住民を守る為に建設された地下施設だ。

　各都市に複数用意されていて、施設を覆うように防御魔法が掛けられている。

　数百名で生活可能な広い空間。

　そして一ヵ月分は食料が備蓄されている。

『火災竜フアイアードラゴンの出現が予想されております。住民の皆様は救助隊員レスキユーの指示に従い、お近くの防災壕に避難してください』

　ルミナス全体に放送が鳴り響いた。

　これは緊急時に使用される魔石──音声拡声器ボイススピーカーの効果だ。

「みんな、慌てないでゆっくり避難してね！」

「災害の出現までまだ十分時間はありますから！」

　一刻でも早く住民たちを避難させることが、俺たちの最初の課題だ。

　それから残った時間で災害への対策を行わなければ──。

「ったく、急になんだってんだ一体、クソがよぉっ！」

　怒声が聞こえた。

　町の住民たちの多くが避難誘導に従い冷静に行動してくれている。

　が、何百人、何千人の人間が一斉に避難を開始すれば、やはり混乱は避けられない。

「カレン──俺はあっちに！」

「お願い！」

　短く伝えてトラブルが起こった場所に駆け出した。

　しかし人通りが多すぎて混乱の中心に辿たどり着つけない。

「おらっ、邪魔だクソがっ！」

「うあっ、なにすんだてめえ!!」

「おい！　町を封鎖するってのはどういうことだ！」

「災害が出現するなら、町から逃げたほうが安全なんじゃないの!?」

　一人、また一人とトラブルが広がっていく。

「ちょっと押さないでよ!!」

「さっさと進め！」

　自分が助かればそれでいいとでも言うように、身勝手な行動が続発していく。

「落ち着いてください！」

　その場まで近付くことすらできず、雑踏に紛まぎれ声も届かない。

　町の衛兵も気付いたようだが、限られた人員だけではトラブルに対応しきれない。

「どけっ！」

「──あっ……」

　走っていく大人に押しのけられて、幼い少女が体勢を崩した。

　見覚えがある。

　あの子は施設の──。

（……マズい!?）

　俺は慌てて駆け寄っていく。

　だが、そんな俺よりも早く転びそうになった少女を助けたのは勇者だった。

「怪け我がはない？」

「ぁ……う、うん……」

　勇者は泣きそうなその子の頭を優しく撫なでた。

　もう大丈夫だからと伝えるみたいに。

「良かった。パパかママは？」

「え、えんちょう、せんせいと、はぐれ、ちゃって……」

「わかった。ならお姉ちゃんが一緒に園長先生を探すから。でも、今は危ないから防ぼう災さい壕ごうまで一緒に行こうね」

　そして勇者は幼い少女を優しく抱きかかえた。

「勇者！」

「レスク……ごめん。ちょっとだけ待っててもらえる。……それと、少し耳を塞いでいて」

「え？　あ、ああ……」

　一体、何をするのかと思ったが──勇者は俺と少女が耳を塞ぐのを確認すると、その場で大きく息を吸いこみ──
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　空に向かって大声を上げた。

　あまりの大きさに驚き、慌てふためいていた住民たちはその場に立ち止まる。

　だが、確かに──勇者の声はみんなの元へと届いていた。




「パニックになっちゃダメ！　まだ火災竜フアイアードラゴンが出現したわけじゃないんだから！　今は落ち着いて避難すること！　きっと大丈夫だから！」




　いつの間にか喧けん騒そうは消えていて、民の視線は勇者へと集まっていく。

　だから勇者は必死にみんなに語り掛ける。
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「それに──この町にどんな災害が来たとしても、わたしが必ずみんなを守る！　わたしは勇者だから！」




　勇者は世界の希望だ。

　死ぬこともなく、多くの特別な力を持っている。

　だが勇者はお世辞にも強いとは言えない。

　だがそれでも、勇者は女神に力を与えられた英雄なのだ。

「そうだ！　この町には勇者様がいる！」

「なら、災害に勝つことだってできるかもしれない！」

「ああ、女神よ。勇者様がルミナスにいる運命を感謝いたします」

　英雄の言葉に町の人々は勇気付けられていく。

　だが、全ての民が勇者を認めているわけじゃない。

「勇者は死なないんだから、民の為ために戦うのは当然だろ！」

「そもそもこいつに何ができるってんだ？　大して強くもないんだろ？」

「なにが起こったって気楽でいいよなぁ。あんたは無敵の棺かん桶おけがあるもんな」

　罵る声。

　心ない言葉。

　その全てを勇者は逃げることなく受け止めた。

「わたしは確かに強くないかもしれない。──だけど、みんなを守りたいって気持ちは本物なの！　だから、何度やられたって、立ち向かう！」

　勇者は真摯な言葉を紡ぎ続けた。

「もし勇者が時間を稼いでくれるなら、その間にオレたちは逃げられるんじゃないか？」

「そうだ！　どうせ死なないなら囮おとりとして役立ってもらえばいい！」

　こんな毒を吐きかけるようなことを言われて、勇者の心が傷付かないはずがない。

　それはきっと、五年前のあの日が原因で。

（……お前は今も……みんなを救えなかったことに、負い目を感じてるのか）

　自分が責められることが当然で、民に尽くすことは贖しよく罪ざいであると。

　だけど、それは違う。

　勇者が悪いことなんて、何一つない。

「だな！　おれたちは死んだら終わりだが、勇者なら何度死んだって──」

　もし勇者がその理不尽全てを受け入れるとしても──俺には、お前が一人で苦しんでいいなんて思えないんだ。

　だから、

「あんたたちにとって、自分の為ために誰かが命を懸けてくれるのは当たり前なのかよ？」

　俺は静かにブチギレていた。

　住民たちの視線は一斉に俺に集まる。

「勇者は──あんたたちの道具じゃない！」

「れ、レスク!?　そ、そんなに怒らなくてもいいから！　わたしは大丈夫だから！」

「大丈夫じゃない！　勇者だから？　そんなのお前が傷付いていい理由になるかっ！」

　止まらなかった。

　怒りも悲しみも虚むなしさも──これまで抱えていた感情が爆発していた。

「お前はたまたま勇者に選ばれただけで……本当だったらまだ十五歳の普通の女の子だったのに……！　勇者になんて、なりたくてなったわけじゃないだろっ！」

　でも、そんな俺に勇者は困ったように笑ってみせて。

「そうだとしても──わたしは、わたしにできることをしたい。今を後悔したくないから」

　勇者の決意は揺らぐことはない。

（……ああ、そうか）

　きっと俺たちは同じなんだ。

　救えなかった後悔。

　無力な自分への苛いら立だち。

　もう二度と同じ過ちを犯したくない。

　だから、俺は救助隊員レスキユーを目指し、ティリィは勇者になることを受け入れた。

　誰かを救う為に、自分が犠牲になることなんて、当然のことだと思っている。

　なら、俺が勇者の為にできることなんて──。

「──レスク、ここで言い争うのは時間の無駄よ」

　状況を見守っていたカレンが声を上げた。

「だね。今は避難が最優先！　みんなも、今だけでいいから──慌てずに落ち着いて行動してほしいの！　全員で助かる為にも！」

　続けて勇者が同意する。

　救助隊員レスキユーとして俺が優先すべきことは、一刻でも早く住民を避難させること。

　だから、余計な迷いは振り払う。

「不安はあると思います。だけど、安全に避難を終えるには皆さんの協力が必要なんです」

　頭を下げ必死に協力を頼む。

　みんなを救いたい──俺たち救助隊員レスキユーも、勇者もその気持ちは本物だから。

「……そうだな。すまなかった。今は争っている場合じゃないな」

「自分のことで頭がいっぱいになってたよ」

　争っていた住民たちが落ち着きを取り戻していく。

　皆、それぞれ不安はあるのだろう。

　だがそれでも俺たちの言葉を、想おもいを信じてくれたのだ。

「ありがとうございます！」

　そして避難誘導に従い列を作り防ぼう災さい壕ごうに向かって行った。

　老人や子供たちも、これなら安全に避難することができるだろう。

（……みんなの協力があればきっと──）

　どんな危機も乗り越えていけるだろう。
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　念話テレパスの魔石で連絡を取りながら、各救助隊員レスキユーが避難状況の確認をしていく。

『こちらレスク、担当区域の避難誘導が完了しました』

『ラグネルだ。こちらも無事に終わったぜ』

『逃げ遅れてる人がいないか確認を──名簿のチェックは忘れないで』

　もう少し時間が掛かると思っていたが、想定よりも迅速に対応できたようだ。

　これもルミナスに住む者たちの協力があってのことだろう。

「はぁ……とりあえず避難は無事に終わったね」

　勇者は安あん堵どの息を吐いた。

「まだまだこれからだけどな」

　災害が訪れるのはこれからなのだから、気を抜いてる暇はない。

「……あの勇者ティリィ……」

「カレンさん？　どうしたの？」

「さっきは助かったわ。うちの子を助けてくれたみたいで……」

「うちの子って……ああ、さっきの女の子？」

　感謝を伝えるカレンに、勇者は首を傾かしげた。

「ええ、あなたのお陰で怪け我がをさせなくて済んだ。園長先生も安心してた」

　施設の子供たちの避難も完了している。

　はぐれてしまった子が少なかったのは不幸中の幸いだった。

「いつかこのお礼はするから」

「別に気にしなくていいのに……でも、無事に全部終わったら──今度こそカレンさんと食事に行きたいな」

「そんなことでいいなら必ず」

「もちろんその時は、レスクの奢おごりでね」

　俺に暴投してから、二人は悪戯いたずらっぽく笑った。

「お安い御用だよ。この危機を乗り越えたら、みんなで祝杯だ！」

「うん！　それを楽しみに今はがんばる！」

「ええ。……さあ、もう休憩は終わりよ。仕事に戻りましょう」

　カレンの言葉に俺たちは頷うなずいた。

　まだすべきことは山ほどある。

「あたしは念の為ため、逃げ遅れた住民がいないか町を回って確認してみるわ」

「了解。何かあれば連絡してくれ」

　俺の返事に頷き、カレンは駆け出した。

「レスクはどうするの？」

　勇者に尋ねられた。

　今回出現する災害は火災竜フアイアードラゴン。

　であるなら──最低でも火への対策は万全に整えなければならない。

「俺は装備を探しに行ってくる！」

「なら、わたしにも手伝わせて！　荷物持ちは多いほうがいいでしょ？」

「助かる」

　俺と勇者は装備屋に向か──

「はっ!?　レスク、ちょっと待って！」

　突然、勇者が俺を呼び止めた。

　そして真剣な顔で俺を見つめる。

「なんだ？　緊急事態か？」

「お金、ないよね？」

「え？」

「レスク、知らないの？　装備を買うにはお金がかかるんだよ？　常識だよ？」

「知ってるわ！　あと、お前に常識を語られたくない！」

「どうして!?　わたし、すごく常識人！」

「だとしたら、自分に対する認識を改めろ！」

「あうっ……ほっぺら、ひっはらないれ～」

　びろ～ん……と、勇者の頬ほおが伸びた。

　柔らかくてもちもちしているので、ちょっと癖になる。

「こにょ！」

「うおっ!?」

　勇者が左右に俺の頬を伸ばす。

「お、おまえにゃ……！」

「ぷぷっ……レシュク、にゃって、ねこみたい」

「わ・ら・う・にゃ～！」

「や、やめへ～！　レシュクのしぇいで、わらしの頬ほお、伸びちゃってりゅかりゃ～！」

　普段から伸ばしているので、ゴムゴムかってくらい柔軟性が上がっている気がする。

「って、こんなことしてる場合じゃねえ！　勇者、行くぞ！」

「で、でも、お金は？」

「必要ない！」

「盗むの!?　レスク、泥棒はダメだよ！」

「タンスや壺つぼを漁あさってるお前に言われたくないわ！」

「あれは盗んでるんじゃないもん！　勇者法だから！　ちょっと待ってて！　わたしが銀行に預けてるお金、ちょっとしかないけど……引き出してくるから。それを使ってよ」

「いや、勇者……気持ちはありがたいが」

「遠慮しなくていいの！　こういう時だからこそ、わたしも力に……」

「だから大丈夫なんだって。今回みたいな緊急事態の際、救助隊員レスキユーは後日全額を保証するという条件で、店舗の商品を自由に使っていいことになってるんだ」

　災害時の特別措置の一つだ。

「つまりお金はギルドが出してくれるってこと？」

「そういうことだ。だから安心していい」

「な、なら……今なら普段は買えないようなあれやこれも──」

「無駄遣いは禁止だからな！」

　目を輝かせる勇者に念を押して、俺たちは再び走り出した。
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「ここだな」

　装備屋に近付くと窓からは光が漏れていた。

「突然の避難勧告で明かりを消す暇もなかったのね」

　店主もそれだけ慌てていたのだろう。

「失礼します！」

「お邪魔します」

　店の中には誰もいないと思うが、店に入る前に最低限の礼儀は払った。

　すると──。

「うおっ!?　な、なんだ不法侵入か!?　って、救助隊員レスキユーに勇者!?」

　なぜか人が残っていた。

　一瞬、泥棒かと思ったが、この人は装備屋の店主カルロンさんだった。

「どうしてまだここにいるんですか!?」

「おじさん、避難勧告が聞こえなかったの？」

「一度、避難したさ！　だが置いてきてしまったコレクションがどうしても気になって」

　ま、まさか、それでここまで戻って来たのか!?

「バカですか！　命と装備どっちが大切なんです！」

「どっちもに決まってるだろ！」

　ただの金の亡者だった。

「偉そうに即答することじゃないわよ！」

　流石さすがの勇者も呆あきれ返かえっている。

「お前らにわかるか！　その辺にある量産品とは違うんだ！　勇者や冒険者──王族にすら売ることのない高級装備の数々……これを手に入れるのがどれほど大変だったか！」

　どうやら金の亡者ではなく、装備蒐集家コレクターだったらしい。

「そんなに貴重品なの？」

「おお！　知りたいか！　ならこっちの部屋に来てみろ！」

　店主は嬉き々きとして俺たちをコレクションルームに通した。

　どうやら自身の蒐しゆう集しゆうした装備がどれだけレアなのかを語りたいらしい。

「たとえばこれ──獄炎の羽衣！」

「火の羽衣じゃなくてか？」

「そんな量産型の商品と一緒にしないでくれ！」

　いや、火の羽衣だってそれなりの高級品だぞ。

　火属性に対して耐性を得ることができる防具だ。

　羽衣は透明でとても軽く、別の装備の上から被かぶることもできる。

「聞いて驚け！　この獄炎の羽衣は、火の羽衣の効果を軽く百倍は上回る！」

「へえ～すごいのね！　百倍ならどんな火属性の攻撃からも守ってくれそう！」

「おうよ！　地獄の業火からも身を守るって伝承からこの名が付いたんだ！」

「それほど凄すさまじい効果なんですか」

　だとしたらこれ、使えるんじゃないか？

　勇者も同じことを思ったのか、俺と目を合わせてニヤッと微笑ほほえんだ。

「おじさん、それわたしにちょうだい！」

「ああ、いいぞ──って、やれるかっ！　今の話を聞いただろ！」

「聞いたから欲しいの！」

　お願い──と、店主に掌てのひらを向ける勇者。

「どれだけ貴重品だと思ってる！　世界中を探しても滅めつ多たに見つからない代物だぞ！」

「それが必要なの！　この町を、みんなを守る為ためにも！」

「これをやるくらいなら町なんて滅んでしまえ！」

「人の命よりも装備が大切とか最低じゃない！」

「最低で結構だ！　俺にとっては装備は家族なんだからな！」

　そこまで装備が大切なのか!?

　言葉も出なくなりそうだ。

　だが……火災竜フアイアードラゴンが出現する以上、いい装備は手に入れておきたい。

「カルロンさん、無た料だでとは言いません。それ買い取らせていただけませんか？」

「コレクションだって言っただろ。売り物じゃないんだよ」

「でも、どれだけ装備を大切にしていても、火災竜フアイアードラゴンが出現したら店ごとコレクションが消し飛んじゃうよ……？」

「──っ!?　そ、それは……」

　そんな当たり前の事実に店主の心は揺れていた。

「勇者の言う通りです。カルロンさん、それは本当に、コレクションを愛してると言えるんですか？」

「ぐっ……だ、だが……」

　おっ……これは落とせるかも……。

　俺は勇者と目を合わせた。

「もしカルロンさんの装備でルミナスが救われたら──この店の知名度は世界中に広まりますよ！　そうなれば、もっと貴重な装備が沢山集まるかもしれません！」

「な、なるほど……確かにそれはあり得るな。多くの有名な冒険者や、装備蒐集家コレクターがうちに来てくれたら……」

　装備は家族宣言をしていた割に、カルロンさんは揺れていた。

　これならあと一押しだ。

「カルロンさん！　ヒーローになるチャンスよ！　ルミナスの英雄カルロン！　銅像が建つかもしれないわ！」

「わ、わしが……英雄！　そうか、ヒーロー……少年の時に憧れたものだ。冒険者として……いつか、竜殺しの英雄などと呼ばれたいと……」

「間接的でもなれるのよ！　あなたの装備が火災竜フアイアードラゴンからルミナスを──世界を救うんだから！」

「わしの装備が……──世界を！」

　勇者の言葉にカルロンさんは揺れ動いていた。

（……ふっ、落ちたな）

　このまま最後の仕上げだ。

「──もちろん、使わせていただく装備は全て買い取ります！　国が全額保証です！」

　俺は小切手を差し出した。

「それと他の装備品もまとめて売ってください！」

「どのくらいの量だ？」

「火の羽衣ができるだけほしいです！」

「量産品とはいえ、そこそこの値段がするぞ？」

「経費で払うので大丈夫です！」

「……そ、そうか。救助レスキユーギルドの隊員だもんな……金が支払われない心配はないのか」

「ええ！　お金があれば新しい装備を仕入れる資金にもなりますよ？　あるんじゃないですか？　金銭的な理由で、欲しかった装備が手に入らなかったことが？」

　カルロンさんの肩をポンと叩たたく。

「……──わかった！　持っていけ！　好きなものを使わせてやる！」

　円満に交渉完了。

　勇者に視線を送ると、親指をグッと立てて応えてくれた。
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　装備は整った。

　次に必要なのは道具アイテムだ。

　火の羽衣があったとしても、火災竜フアイアードラゴンの火の息ブレスを、防ぎ切るのは難しい。

　火傷やけどを負った時の為ために、ありったけの回復薬ポーシヨンが必要だ。

「しっかし……在庫がないな」

「……回復薬ポーシヨンは……流石さすがに厳しいかもね」

　ほとんどの道具屋を回ったはずだが、品切れのオンパレードだ。

　勇者なんぞ、さっきから見掛ける度に壺つぼや樽たるをガサゴソとやっていた。

「あ～だめ、壺や樽の中もないよぅ」

　だが、治療に使えそうな薬品は一つもなかった。

（……さて、どうしたもんかな？）

　この辺りの道具屋は全て探してしまった。

「仕方ない他を探すか！」

「うん！　時間が許す限りがんばろう！　一つの道具アイテムが誰かを救う切っ掛けになるかもしれないなら！」

　どこまでも前向きな勇者に促されて俺は店を出た。

　すると商店通りの真ん中に、仁王立ちする小柄な少女が見えた。

「お困りのようですね！」

　威風堂々と叫んだのは──災害少女ケイア・ポポロンだ。

「さて、勇者──次を探そう」

「そうね。諦めなければきっと見つかるわ」

「無視しないでくださいよぅ！」

「うおっ!?　引っ付くな！」

　ケイアは泣きそうな顔で俺の腰に飛びついた。

「いやあああですうううっ！　無視しないって約束するまで放しませんから！」

「そもそもお前、なんで避難してないんだ！」

「ふふ～ん！　薬くす師しは災害出現時でも、自由行動が許可されているんです！」

　ドヤ顔する災害娘。

　ちなみにケイアの言っていることは、法律で定められた事実だ。

「そんなわけで、薬を求める者がいる限り、このケイア・ポポロンはどこにでも現れるのです！」

「確かに薬がほしい……が、最強薬はいらん！」

「何な故ぜです!?　この最強薬があれば災害だって怖くありません！」

「……あ、そうか！　レスク、きっとあれよ！　これ、火災竜フアイアードラゴンに飲ませて消し飛ばすのよ！」

「なるほど。確かに攻撃力を期待するならば、意外と有りかもしれないな」

「違いますよ！　人！　最強薬は人用ですから！」

「ちなみに、ドラゴンに試したことはあるの？」

「ありません！」

「試してみたいな」

「そうね。火災竜フアイアードラゴンを一撃で消滅させちゃうかも……これを飲んだ時、なんだか女神様の加護が消えかけた気がしたのよね……」

「それは危険すぎるだろ！」

「ふふ～ん！　あまり褒めないでくださいよ～！」

「「褒めてない！」」

　俺と勇者の声が重なった。

　これ以上、ケイアと話すのは時間の……。

「……あれ？　ケイア……自由行動の許可を貰もらってるってことは、お前、薬師免許は持ってるのか？」

「もちろんですとも！」

「見せてもらってもいいか？」

「え～っと……ちょっと待ってくださいね」

　俺に言われて、ケイアは服の中をガサガサ漁あさる。

　そこから一枚のカードを取り出して俺に渡した。

「……マジか……？」

「もしかして、ライセンスが偽物だったの！」

「ちょおおおっ！　勇者さん、そんなわけないじゃないですか！」

「──Ｓランクだ」

「え？　Ｓ……って、Ｓランク!?」

　そのランクを聞き勇者の声が裏返った。

　だが驚きよう愕がくしてるのは俺も同じだ。

　なぜなら現存するＳランク薬くす師しは大陸に三人のみ。

　だがライセンスには確かにＳの文字が刻まれていた。

　それは世界最高の薬師である証明。

「お前……最強薬以外も作れるのか？」

「作れますよ」

　ケイアは平然と答えた。

　そんなこと造作もないと言うみたいに。

「な、なら──調合素材があれば回復薬ポーシヨンや魔力回復薬マナポーシヨンが作れたりは……？」

「作れますよ。最強薬を作るより、ずっと簡単です」

　この災害少女──もしかしたら救世主になるかもしれない。

　実力ある薬師がいるのなら素材から薬を作ればいい。

「作ってほしい薬がある！」

「最強薬ですか？」

「ちっげえよ！　そんなクソ──」

　ムスッ……と、ケイアが不機嫌な顔を見せたので、俺は慌てて口を閉じた。

「じゃなくて、あれだ！　最強薬は最高だ！　なあ、勇者！」

「え？　あ、うん！　最強薬は最高！　最強最高！」

「おお！　最強最高！　ついにわかっていただけましたか！」

　最強薬を褒められて、ケイアは自分のことを褒められるより嬉うれしそうだった。

「最強・最高！」

「最強・最高！　最＆高！」

　勇者とケイアはリズムに乗り、最強最高の歌を奏でながら踊り始めた。

　それだけで、薬師は上機嫌になっていく。

　よし、切り出すなら今だ。

「ケイア、最強最高なお前に作ってほしい薬がある。この世界を、ルミナスに住む人々を救う為ためにお前の力が必要なんだ！」

「なんと！　ワタシの最強薬が世界を救うのですね！」

「まあ、とりあえず調合用の素材を取りに行こう！」

「ええ、ええ！　行きましょうとも！」

　道具屋を巡った時に、薬の素材があるのは確認している。

　俺は勇者の顔を見た。

　すると装備屋の時と同様に、勇者は親指を立てて、ニッと笑った。
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　俺たちは一通り素材を揃そろえてから救助レスキユーギルドに戻った。

「装備と薬はもう問題なさそうだな」

「うん！　レスク、他に何か必要なものはある？」

「……最後にもう一つ必要なものがある」

「それは？」

「──人材だ」

　俺は状況の報告と確認を兼ねて、作戦会議室にいるユリフィ副隊長の元へ向かう。

「副隊長、ただ今戻りました。火災竜フアイアードラゴンに有効だと思われる装備の補充を完了しました！」

「お疲れ様。よくやってくれたわ。……こちらは冒険者ギルドとも連携して人材を募ってはいるけど……」

　ユリフィ副隊長は言葉を詰まらせた。

　その厳しい表情を見るだけでも、状況が芳かんばしくないことがわかってしまう。

　命知らずの冒険者とはいえ、火災竜フアイアードラゴンが相手となれば恐怖が勝るのだろう。

「……ところでレスクくん……作戦会議室は部外者立ち入り禁止よ？」

　俺の両隣にいる二人の少女を見て、副隊長は苦言を呈する。

「二人は協力者です」

「……勇者ティリィはともかくとして、こっちの子は？」

「ワタシを知らないと言うのですか!?　ならばお教えしましょう！　このワタシこそが最強流薬くす師しの唯一の弟子にして後継者──ケイア・ポポロンです！」

　バアン！　と、両手に薬瓶を持ち謎のポーズ。

　多分、すごくカッコいいと思っているのだろう。

　だが副隊長が眉根を顰ひそめた瞬間、俺の額に嫌な汗が流れる。

「……レスクくん、遊びじゃないのよ？」

　副隊長はいつも通り淡々とした──だが、苛いら立だちを放つような口調を向けた。

「すみません。副隊長がそう言うのもわかるんですが、ケイアはＳランクの薬くす師しです」

「……Ｓ？　ライセンスを確認したのでしょうね？」

「もちろんです。ケイア」

「またですか？　え～っと……」

　少女はＳランク薬師の証あかしを、ユリフィ副隊長に差し出した。

「……本物のようね」

　信じられない──と、微かすかに動揺を見せた副隊長だったが、目にした事実を受け入れる。

「ケイアには今から可能な限り上質な回復薬ポーシヨンを用意してもらいます」

「助かるわ。まさかＳランクの薬師がルミナスに来ていたなんて……ケイアさん、よろしくお願いするわね」

「大船に乗ったつもりでお任せください！　ワタシの薬で誰かを助けることができるなら──最強流薬師として、今こそ秘められた禁断の力を解放しましょう！」

「解放しなくてもいいから、作るのは上質な回復薬ポーシヨンで頼むな」

　そこだけは強調しておいた。

「勇者ティリィも協力に感謝します」

「うん！　わたしもがんばるから！　絶対に災害になんて負けない！」

　人員不足は変わらない。

　それでも少しずつ協力者は増えていく。

　ルミナスを、町を救いたいという志を持った仲間たちが。

（……きっと、なんとかなる）

　まだ小さい光だったけど、俺の心には確かに希望が芽生えていた。
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　しばらくして、ルミナス全住民の避難が確認された。

　そして現在。

　救助レスキユーギルドの作戦会議室に、災害対策班の代表者たちが集められている。

　議題は当然、火災竜フアイアードラゴンへの対応についてだ。

　そこでの決定に応じて俺たちは作戦を実行する。

（……さて、作戦決定まで何をするか）

　俺も含め隊員たちは現在、自由時間となっていた。

（……住民の避難は終了。装備も揃そろえた。回復薬ポーシヨンは現在、ケイアが調合中……）

　少しケイアの様子を見てくるか。

　まさかとは思うが……回復薬ポーシヨンと称して、最強薬を作っていることなんてないだろう。

　──コンコンコン。

「ケイア、入るぞ」

「っ!?」

　──ガサゴソガサゴソッ！

（……うん？　なんだ？）

　部屋の中から慌ただしい音が聞こえた。

「入るぞ！」

「だ、ダメです！」

「ダメじゃねえ！」

　俺は扉を押した。

　だが、開かない

「おい、ケイア！　押さえつけてるだろ！」

「そ、そんなことしてないです～！」

「嘘うそ吐つけ！　ぐぬぬぬぬぬぬ～！」

「うぬぬぬぬぬぬ～！」

　ケイアは必死に抵抗しているようだ。

「鍛え抜かれ研ぎ澄まされた筋肉を──舐めるなっ！　おりゃあっ！」

「あうっ!?」

　ボンッ！　と、力いっぱい押した結果──ケイアは尻餅を突いた。

「い、いたたた……ぼ、暴力反対です！　あと、女の子の部屋に許可なく入るなんて、レスクさんはエッチです！　今直すぐ出て行くよう要求します！」

「ここは救助レスキユーギルドの一室だろうがっ！」

「ぐぬうっ……」

「で、ケイア……何を隠そうとして──」

　俺は気付いてしまった。

　視線の先には、

「おい……これはなんだ？」

「そそそそそそそれは、かかか飾り！　部屋のオブジェです！」

「ほう……」

　部屋の中には棺かん桶おけが立っていた。

　足の生えた棺桶だ。

　しかも、ガニ股！

「って、おっかしいだろおおおっ！　これ、おっかしいだろおおおっ！」

「き、きっと芸術品なんです！　うん、なんだか素晴らしい造形！」
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　俺は棺かん桶おけの周囲を確認した。

　飲み掛けの薬が入った瓶が床に転がっている。

「お前、飲ませたな？」

「さ、さぁ～」

　ぴゅ～るるるる～と、ケイアは下手な口笛を吹いた。

「ケイア……怒らないから言ってみろ。お前、勇者に最強薬を飲ませたな？」

「……本当に怒りません？」

「ああ」

「……正解！」

　てへぺろっ！　と、舌を出して、頭をコツンとするケイア。

「アホ！」

「あいたっ!?　怒らないって言ったのに！」

　ぺしん！　と、俺は災害娘に突っ込みを入れた。

「反省しろ！」

「う～、だ、だって、新しい薬のレシピを思い付いちゃったんですよ！　飲んだら最強になれる薬を！」

「そ、それに騙だまされて勇者の奴やつは飲んだのか……」

　アホだ。

　勇者もやっぱりアホだ。

　災害に対抗する力が欲しかったのかもしれないが……。

「ったく！　俺はシスターのところに行ってくる！　ケイアは引き続き回復薬ポーシヨンを頼むぞ！　それと、あとで勇者にちゃんと謝れよ！」

「わ、わかってますよ～！」

　これ果たして直るだろうか？

　俺は足の生えた棺かん桶おけを抱えながら、防ぼう災さい壕ごうに避難しているシスターの元へダッシュするのだった。

　結果──いつもよりも沢山の祈りを捧ささげてもらい、勇者はなんとか復活できた。

「足だけ出てたみたいだけど、全く動けなかったの！」

　というのは、のちの勇者談である。
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　災害出現予測時刻まで残り三時間を過ぎていた。

　空腹を感じた為ため、軽食でもと部屋を出ると、

「おうレスク、大活躍だったみたいじゃねえか」

　廊下でラグネル先輩に声を掛けられた。

　そして先輩は俺の肩に腕を回す。

「大活躍？」

「支給された装備品や道具アイテムは、お前が見つけてきたらしいじゃねえか」

「それは俺の活躍じゃなくて、みんなが協力してくれたお陰ですよ」

「謙遜すんなって。もっと誇っていいと思うぜ」

　陽気に言いながら、先輩は俺の肩を軽く叩たたいた。

「もし自分のしたことを誇れるとしたら、この災害からみんなを守れた時だと思います」

「言うじゃねえか。ま、少し力を抜けよ、オレらだっているんだからな。──それに相手が五大災害だろうが、そう簡単にこの町はやらせねえよ」

　自信に溢あふれた言葉は口先だけではない。

　先輩の目には必ずこの町を救うという強い意志が感じられた。

「頼りにしてます！」

「おう、任せてとけ！」

　ラグネル先輩の救援技能レリーフは、間違いなく作戦の主軸となるだろう。

　だから俺は何があろうと先輩のことも守り抜く。

　それが──みんなを救う結果になると信じて。

「さ～て、オレは軽食でも食ってくるわ。さっきからカレンちゃんが、話を切り上げろってこわ～い顔で睨にらんでるからな」

　ラグネル先輩の視線の先にはカレンが立っていた。

「べ、別に怖い顔なんてしてないでしょうが！」

「おっ、少しはマシになったじゃねえか」

　そんな軽口を残して、ラグネル先輩が去っていった。

「ったく、あんたは少し緊張感を持ちなさいっての」

「あの人なりに俺たちを心配してくれてるんだよ。それでカレン、何か話があるのか？」

「別に……その……」

「うん？」

　カレンはその場でもじもじとしながら、俺から視線を逸そらした。

　基本的にカレンは物もの怖おじするタイプではない。

　なんでもはっきりと口にするのだが……どうやら、ここでは話しづらいのだろう。

「へ、部屋、行くわよ！」

「あ、ああ」

　そのまま手を引っ張られ、俺はカレンの部屋に連れて行かれた。

「はぁ……」

　二人きりになったことで気が抜けたのか、カレンは軽い息を吐いた。

　そして──頭を俺の胸に預けてきた。

　続けて彼女の身体からだから力が抜けていく。

「カレン……？」

「……大した用なんてないの」

　俺が名前を呼ぶと、彼女はゆっくりと顔をあげた。

「ほんの少しだけ、不安だったから……レスクと一緒にいたいって、思っただけで」

　頬ほおを赤くして恥ずかしそうに俺を見つめる。

　口ではそう言っているが、きっと強い不安を抱えているのだろう。

　カレンは弱さを見せるが、今も昔も得意ではない。

　だが、自分が過ごした町が──思い出の詰まった場所が消えてしまう。

　それが怖くないわけがないんだ。

「少しの間だけ、こうしてていい？」

「ああ」

　何か気の利いたことでも言えたら良かったのかもしれない。

　交わすべき言葉があったのかもしれない。

[image: ]

　だけど、俺たちは言葉を求めることはなく、ただ……寄り添い合った。

　互いの温ぬくもりと鼓動を感じる。

　俺はここにいて、カレンもここにいる。

　それが伝わってくるだけで、不思議と安心感が心を満たした。

「……うん、もう大丈夫……ありがと」

　言って、ゆっくりとカレンは俺から離れた。

　そして、不安を吹き飛ばし力強い笑顔を見せる。

「よおおおしっ！　五大災害──上等じゃない！　やってやりましょう！」

　カレンが俺に拳を向けた。

「ああ、それでこそカレンだ」

　その拳に俺の拳を合わせた。

　これは訓練生の頃に決めた二人の誓い。

（絶対に生き抜く──どんな困難が起ころうと）

　誓いを終えて俺はこの場をあとにする。

　カレンも完全に不安が消えたわけではないだろう。

　それでも、みんなを守るという決意は揺らぐことはない。

　もちろん、それは俺も同じだ。

　だけど──

（……どうして……）

　俺は今も……不安を拭えていなかった。





　　　　※






　部屋に戻りベッドに倒れる。

　少しでも眠って英気を養わなければ……そう思っているのに。

（……眠れない）

　理由は単純だ。

　まだ自分にできることがあるんじゃないか？

　そんなことをずっと考えてしまうのだ。

（……はぁ）

　災害出現予測時刻は徐々に迫ってきている。

　だが、未いまだに作戦の決定は俺たちに伝えられていない。

（……無理に眠ろうとしても逆に疲れるだけか）

　俺は風にでも当たろうと自室から出た。

　部屋で休んでいる者も多いのか、廊下は静寂に包まれていた。

（……やるべきことは決まってるはずなのに……俺は不安を拭えていない）

　救助レスキユーギルドの外に出ると空を見上げる。

　本来であれば、夜空に無数の星が輝いている時間。

　だが目に映るのは、紅くれないの空。




（……あの日と同じだ）




　五年前の大災害──火災竜フアイアードラゴンの出現。

　平和だった日常が一瞬で崩れ去った。

　あの時は生き抜くことができたが──奇跡はもう起こりはしないだろう。

（……だが、この因果が偶然でないなら）

　俺は──この災害から今度こそ救わなければならない。

　一人でも多くの命を。




「──あれ？　レスクも眠れなかったんだ」




　振り返らなくても、後ろにいるのが誰かわかった。

　もしかしたら──ここに来るんじゃないかって思ってたから。

「暗い顔……難しい顔、してる」

「勇者……」

　あの時、俺たちが助かったことに意味があるのだとしたら。

　今ここに俺たちがいることは運命なのだろうか？

「……昔のことを思い出してたんだ」

「そう、なんだ」

「あの時は誰も救うことができなかった。だけど、今なら救えると思ってた……でも俺は何も変われてないのかもしれない……」

　救助隊員レスキユーになれたことで、自分がヒーローになれたと思っていたのかもしれない。

　どんなピンチからも、みんなを助けられると信じていた。

　だけど……。

「俺は……怖いんだ。みんなをまた、失ってしまうかもしれないことが……」

「大丈夫だよ。絶対にそんなことにならない」

　弱音を吐く俺に勇者は力強い言葉を向ける。

「レスクはがんばって救助隊員レスキユーになったじゃない。わたしのことだって、いつも助けてくれてる。今のレスクにはみんなを救える力がある！」

「違う……」

「違わない。レスクが救助レスキユーに来てくれるって思うだけで、わたしは冒険に出る勇気をもらえた」

　勇者の言葉に俺の心が軽くなっていく。

　柔らかな言葉が力強く胸を打つ。

「だから、何も変わってないなんてことない。──絶対に」

　勇者は今まで見たことがないくらい、真剣で……優しかった。

「レスクのがんばり、誰よりもわかってるのは、レスク自身でしょ？　だから今の自分を否定しちゃダメだよ」

　勇者の真摯な言葉に、過去の記憶や感情が一気に甦よみがえっていく。

「それは、これまでの努力や想おもいまで否定してしまうのと同じだから」

　過去を忘れたことなんて一度もない。

　後悔の感情が消えたことなんてない。

　そして──あの時の誓いは今も心に生き続けている。

「だから、レスクは今の自分を誇っていいの」

　勇者の真摯な言葉が俺の弱気な心を吹き飛ばしていく。

　勇者の言葉が俺に力をくれる。

「自分を誇る……か。そうなれたら、いいな」

「きっとなれる。わたしが保証するから」

「なんでそんな自信満々なんだよ」

「だってレスクは、どこにいてもわたしを助けてくれるヒーローだから！」

　俺に世界は救えない。

　でも、誰かにとっての救いヒーローになれたのなら──それは俺にとって揺るぎない価値がある。

「そっか──ありがとな、勇者。自信、もらった」

「良かった。レスクが元気になってくれて」

　勇者だってこのあとの戦いを思えば不安だってあるだろう。

　怖くないわけがない。

　なのに、こんなにも俺のことを気にかけてくれた。

　だから今度は俺が──勇者を助けたい。

　そして──この町を、みんなを災害から守りたい。

「勇者……俺に勇気をくれ！」

「──うん！　でも……わたし、どうしたらいいの？」

「傍そばにいてくれるだけでいい」

「そんなことでいいなら、レスクの勇気が出るまで、わたしはずっと一緒にいるよ」

　俺を信じ切っているみたいに勇者は笑う。

　その笑顔は俺に勇気をくれる。

「……本当は考えがあったんだ。全てを救えるかもしれない方法が……」

「え……？　なら、どうして提案しなかったの？」

　その疑問は当然だ。

　全てを守るという揺るぎない覚悟があるのなら、隊長に提案することだってできた。

　だけど……そうしなかったのは──

「この作戦はリスクも高い。もし失敗したら……被害を広げるかもしれない。それに……」

　何より俺が怖かったのは、

「この作戦は……勇者、お前を危険に晒さらすことになる」

「わたしを……？」

　俺にはある推測があった。

　五年前の五大災害──火災竜フアイアードラゴンの被害にあったからこそ、ある可能性について考えていた。

　確実ではないが、もしこの推測が正しければこの町を救える可能性がある。

「……全部、守ると言っておいて……お前を犠牲にしてしまうかもしれない」

「レスク……」

　俺はそれがイヤだった。

　みんなを救う為ために救助隊員レスキユーになったはずなのに。

　誰かを犠牲にする選択肢を取ろうとする自分が許せなかった。

　そして決断できなかったのは俺の弱さだ。

　だから迷いは捨てて──全てを救う決意を済ませる。

　その勇気を俺は、勇者から貰もらったから。

　俺は勇者の目を真まっ直すぐに見た。

「──それでも俺に力を貸してくれるか？」

「もちろん！　わたしはレスクを信じるよ」

　勇者は迷わなかった。

「なら俺は──その気持ちに全力で応えるから！」

　災害出現まで残り一時間──作戦の概要を伝える為に俺たちは作戦会議室に向かった。





　　　　※






　作戦会議室では、今も救助レスキユーギルドの上層部による話し合いが続いていた。

　各救助機関とも念話テレパスで連絡を取り合い情報を交換していく。

　五大災害という最大の危機に対して、これ以上の策はないか。

　今の作戦に穴はないか。

　多くを救いたいからこそ、休むことなく作戦会議が続けられていた。

「……ほう……考えたものだな……」

　そんな中、俺は隊長たちに作戦変更の提案をした。

　隊長の声には強い関心があった。

　だが肯定も否定も口にしてはいない。

「ユリフィ副隊長……レスクの出した代案について、どう考える？」

「……現在考案されている作戦よりも被害を抑えられるかもしれません」

「なら──」

　俺たちは一斉にブリック隊長に視線を向けた。

「現時点ではまだまだ不確定要素が多すぎる──が、ここから作戦を洗練すれば十分に実行は可能であると判断させてもらおう」

　俺と勇者は顔を見合わせて──

「ありがとうございます！」

「ブリック隊長、ありがとう！」

　俺たちを信じることを決断してくれた隊長に感謝を伝えた。

　十五分後──俺の立案した作戦の修正が行われ、災害対策班に伝達された。





　　　　※






　火災竜フアイアードラゴンの出現予測時刻──五分前。

　俺とカレンは作戦開始ポイント──ルミナスの中央部に到着していた。

　この場にいるのは俺たち二人だけだ。

　紅くれないの空はさらに色を変えている。

　炎の雨が降り注ぎそうなほどの真紅は世界の終わりを連想させる。

（……まるで地獄が浮かんでいるみたいだ）

　深く息を吐いて、気持ちを落ち着かせた。

「……カレン──行けるか？」

「ええ」

　俺はカレンの手を握った。

　その手は少しだけ震えていた。

　が、それを誤ご魔ま化かすみたいに、ぎゅ──と、彼女は握る手に力を込める。

「……一番最初に大仕事があるなんてね」

　それは当初の作戦にはなかった無む茶ちやだ。

「悪い。でも、カレンなら大丈夫だ」




　──ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！！！！！！




　突如、世界が揺れた。

　鼓膜を劈つんざく轟ごう音おんの正体──

「──来るぞ」

「っ!?」

　それは竜の咆ほう哮こうだった。

　空を見上げると紅色の空が裂けて、天に大穴が開いた。

　直後──そこから飛び出してきたのは、あまりにも巨大な赤い目の真紅の竜だった。

　ルミナスを覆い尽くすほど巨大な体たい躯く。

　羽ばたく度に天に業火が舞う炎の双翼。

　見る者によっては、その姿を神々しいとすら思うかもしれない。

「久しぶりだな……火災竜フアイアードラゴン」

　当然、空に浮かぶ真紅の竜に俺の声は届いていないだろう。

　その証拠に周囲を見回しながら、何かを見つけると火災竜フアイアードラゴンが首を下げた。

　そして城を飲み込みそうなほどの大口を開きスウウウウウウウウ……と、大きく息を吸い込むと──口内が赤く輝き出した。

　これは火災竜フアイアードラゴンが火の息ブレスを吐く前の動作だ。

　周囲に満みち溢あふれる火の元素と体内の魔力を融合させて、強力な火の息ブレスを生成している。

　その地獄の業火を、人類は大火災クリムゾンノヴアと呼んでいた。

　最大火力で地上に降り注げば、ルミナスは跡形もなく灰かい燼じんに帰すだろう。

　五年前のあの時のように──

「──カレン！」

「わかってる！」

　カレンが返事をする前に、俺たちは空へと飛んでいた。

　目標は火災竜フアイアードラゴン。

　だが天高くに君臨する火災竜フアイアードラゴンには、一度の座標転移テレポイントでは辿たどり着つけない。

　最悪なのはそれだけじゃない。

　炎の権化との距離が縮まったことで、全身が焼け焦げそうなほどの熱に意識が飛びそうになる。

「──これ……きっつい──でも……」

　カレンが獄炎の羽衣をまとっていなければ──耐えることはできなかったろう。

「っっ[image: ][image: ][image: ]まぁっけて──たまるかあああああああああああああっ！」

　肌を焦がす痛みに耐えながら、カレンは続けて救援技能レリーフを発動した。

「──届いた」

　カレンの手の指先が火災竜フアイアードラゴンの足爪に触れた。

　この作戦の第一の目標──出現した火災竜フアイアードラゴンが町に被害を与える前に、ルミナスから引き離すことだ。

　そうカレンの座標転移テレポイントを使って。

　瞬間──火災竜フアイアードラゴンの姿が消えた。

「はぁ……ドラゴン、ちゃんと飛ばせた？」

　座標位置を完全にコントロールできるのは対象の重量が百キログラムまで。

　火災竜フアイアードラゴンの体重はそれを遥はるかに超えているだろう。

　だが今回は正確な座標に飛ばす必要はない。

　そもそもこれだけの巨体だ。

　暴れ回られた時、可能な限り被害が少ない場所に飛ばすことができればそれでいい。

（……火災竜フアイアードラゴンは？）

　落下しながら確認すると、ルミナスの正門を出た街道の上空に対象の姿が見えた。

「……──ああ、成功だ！」

「よかったぁ……はぁ……お腹なか……空すいたぁ……」

　連続の救援技能レリーフの使用と、火災竜フアイアードラゴンの放つ熱波で消耗しきっていた。

　もう限界を超えているだろう。

　だが、もう一仕事頼まなければならない。

「──ルミナスの正門に俺を飛ばしてくれ！」

「わかってる、わよ……」

　再び転移が発動した。

　落下を続けていた俺たちの視界が切り替わり足が地面に着く。

　目前には正門があった。

「カレン、ありがとう！」

「……あたしも、直すぐに行くから」

　本当ならカレンの回復を待ちたいが──俺は頷うなずくと、直ぐに走り出して正門の外に出た。

（……ここからは総力戦だ！）

　火災竜フアイアードラゴンの転移が完了するのと同時に──作戦は第二フェーズに移行していた。

「──重力制御グラビテイ──落下フオール」

　ユリフィ副隊長が火災竜フアイアードラゴンに救援技能レリーフを発動させる。

　瞬間──天に君臨する神の如ごとき竜の双翼の動きが鈍った。

　徐々に巨体を支えることができなくなった火災竜フアイアードラゴンが降下してくる。

　副隊長はいつもと変わらない冷静な眼まな差ざしで火災竜フアイアードラゴンを見つめ左腕を高く掲げた。

「このまま落とすわ」

　その宣言に合わせて左腕を振り下ろす。

　黒い球体が火災竜フアイアードラゴンの双翼を呑のみ込こみ──急速落下。

　完全に地上に落ちる直前、

「重力制御グラビテイ──対象設定ターゲツトセツト」

　ユリフィ副隊長は重力制御グラビテイの対象を変えた。

　双翼のみに与えられていた重力による負荷が全身に広がっていく。

　そして、




　──ドゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！




　火災竜フアイアードラゴンの落下を知らせる爆発音。

　それは地響きとなり大陸を震わせた。

　砂すな埃ぼこりが舞う中で周囲の状況を確認していくと、落下の衝撃で炎翼の炎が飛び散り、周囲の草や花に燃え移ってしまっていた。

「私はこのまま火災竜フアイアードラゴンを押さえておく」

　再び火災竜フアイアードラゴンが空を飛ばぬように、ユリフィ副隊長は救援技能レリーフを発動し続ける。

　だが黒の救済と言われる第三救助機関サードのエースも万能ではない。

　救援技能レリーフの発動時間が長ければ、それだけ身体からだへの負担は大きい。

　全ての行動を迅速に行わなければ──。

「直すぐに消火活動を！」

「──了解！　水よ！」

　待機していた数名の魔法使いたちが一斉に初級の水魔法を放った。

　今なら燃え広がる前に消火することができる。

　本当はもっと強力な水魔法が使えればいいが、五大災害の出現は元素のバランスを崩す。

　その為ため、周囲は火の元素に溢あふれ、相反するように水の元素はほとんどない。

　本来は火属性の弱点である水魔法はほとんど使用できないのだ。

（……しかも厄介なのはそれだけじゃない）

　炎翼から舞う火の粉だけで、周囲に被害を与えるような火災が起こってしまう。

　再び飛ひ翔しようされれば、この辺りは焼け野原になるだろう。

「──勇者！」

「うん！　雷らい刃じん！」

　強烈な雷が火災竜フアイアードラゴンの脳天に突き刺さった。

　どの程度のダメージがあったのかはわからない。

　が、火災竜フアイアードラゴンの視線が勇者に向く。

「大丈夫──注意はわたしに向いてる！」

　落下地点に走って来た勇者に、火災竜フアイアードラゴンは紅あかい双そう眸ぼうを向けていた。

　火災竜フアイアードラゴンの注意を不死身である勇者に引き付けて、ターゲットを絞る。

　攻撃対象を絞ってしまえば、被害を少なくすることが可能だ。

　且つ万が一があったとしても、不死身の勇者なら死ぬことはない。

「もう一発、雷らい刃じん！　って、あれ？　あんまり効いてない!?」

　勇者の魔法など気にもせずに、火災竜フアイアードラゴンは今も火の元素を体内に取り込み続けている。

「でも、狙いがわたしなら──その攻撃、受けきってみせるよ！」

　勇者は逃げも隠れもせず堂々と火災竜フアイアードラゴンを直視する。




「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」




　そして──火災竜フアイアードラゴンが咆ほう哮こうした。

　その大口から放たれたのは赤き絶望。

　同時に視界に太陽が生まれたのではないかと思えるほどの業火。

　神々すらも滅ぼしてしまいそうな、圧倒的な力の塊が勇者に迫っていく。

　それはまるで世界の終しゆう焉えんを見るかのような光景だった。

「──ラグネル先輩！」

「任せときな！」

　この状況でも先輩は臆することはない。

　もしここで失敗したら──などと先輩は微み塵じんも考えてはいないのだろう。

　獄炎が勇者を呑のみ込こんだ。

　刹那──地上を燃やし尽くすはずの火災竜フアイアードラゴンの放った大火災クリムゾンノヴアが消滅していた。

　最初からそこに何もなかったみたいに。

「ぁ……なんともない!?」

「当然！　攻撃対象がわかってるなら、何度だって防いでやるよ」

　迫り来る地獄の業火を目にすれば、人が抗あらがえぬ力であると誰もが思っただろう。

　だが、ラグネル先輩の救援技能レリーフ──元素解除エレメントフオグは、指定した対象に一度だけ元素を取り除く力を与える。

　その為ため、大火災クリムゾンノヴアが勇者に触れた瞬間、火の元素が取り除かれ大気中に霧散したのだ。

　結果──大火災クリムゾンノヴアは消滅した。

　元素解除エレメントフオグが発動すれば、元素を必要とするあらゆる力を無効化できる。

　自分を対象にできないことや、複数の対象を一度に選択できないという欠点はある。

　が、災害に対する最強の盾と言えるだろう。

「──今です！」

　俺は攻撃の合図を出した。

「よっしゃああああああ──やってやるぜええっ！」

「うおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　俺の叫びに呼応して、火の羽衣を装備した冒険者や衛兵が、後方から火災竜フアイアードラゴンに突撃する。

　それに気付いた火災竜フアイアードラゴンがその巨きよ躯くを動かそうとするが、ユリフィ副隊長の重力制御グラビテイで強烈な負荷を掛けられた状態の為か動きが遅い。

「っ……もうしばらく、大人しくしてなさい！」

　ユリフィ副隊長にしては珍しく語調が強まる。

「っ──!?」

　与えていた重力負荷をさらに強めたのか──ドゴン！　と、火災竜フアイアードラゴンの身体からだが地面に沈み動きが止まった。

　だが、

「ぐおっ……あっちぃ……」

「これじゃ戦う前に焼け焦げちまいそうだ」

　火災竜フアイアードラゴンは近付くだけで火傷やけどを負ってしまいそうな熱を放っている。

「この程度なら死ぬことはないよ」

「そうね。火の羽衣もあるもの」

　そんな中、小柄な少年と見目麗しい女性だけは怯ひるむことなく火災竜フアイアードラゴンに向けて疾走した。

　少年のほうは、今回の作戦で冒険者ギルドの代表を務めるハーフリングのアルカナン。

　そしてもう一人。

　五大災害という絶望を前にして尚なお、好戦的な笑みを浮かべているのは──Ａランク冒険者キサラ・ローレンスだ。

「ふふっ、昂たかぶるね。子供の頃の夢を思い出すよ──僕はドラゴンスレイヤーになりたかった」

「へぇ……そうなの。可愛かわいいこと言うじゃない。でも──わたしも竜は狩ったことがなかったから──いい機会！」

　トップクラスの冒険者二人が火災竜フアイアードラゴンに迫り──

「──はああああっ！」

「ふっ！」

　アルカナンの双剣が火災竜フアイアードラゴンの右足を切り裂き、キサラの大たい槍そうは左足に突き刺さる。

　血ち飛沫しぶきが宙を舞う。

　それは火災竜フアイアードラゴンに対して確かなダメージを与えた証明。

　だが、攻撃を加えたはずの二人が厳しい表情を見せた。

　何な故ぜなら──武器の刃が熔とけていたのだ。

「っ……アダマンタイト製の剣なんだけどな」

「こっちはミスリルよ。……どうやら血液がマグマみたいになってるみたいね」

　二人の武器を熔かしたのは、どうやら火災竜フアイアードラゴンの血液らしい。

「武器がダメなら魔法で──雷らい刃じん！」

　間髪入れずに勇者が魔法を放ち、火災竜フアイアードラゴンの炎翼に突き刺さった。

「それでいい！　ダメージを与えられるなら、倒せないことはないからね」

「いいわね、そのシンプルな考え──」

　距離を取りながらアルカナンとキサラが魔法を唱えた。

「「地槍アーススピアー！」」

　火災竜フアイアードラゴンの立っている地面から無数の槍やりが飛び出しその身体からだを貫いていく。

　だが怯む様子は一切ない。

「──雷らい刃じん！」

　続けて勇者も魔法を放った。

　もう片方の炎翼にも雷の刃やいばが突き刺さる。

「ぐっ──こんな熱さがなんだっていうのよ！　勇者様ががんばってるんだから──私だって！　助けてもらった恩をここで返すんだから！」

　勇者が必死に戦う姿を見て、冒険者の少女が奮起した。

　それに続くように男たちが立ち上がる。

「ここはオレたちの町だ！　……こんな化物の好きにさせてたまるかよっ！」

「そうだ──ここで戦えないなら、俺たちはいつ本気になれるんだ！」

　ここにいる者たちは、絶望に抗あらがう為ためにこの場に集まった。

　だからこそ自らを鼓舞して、ドラゴンに突き進んでいく。

　その数は一人、また一人と増えて行った。

「いくぞおおおおっ！」

「オレたちの町を守れえええ！」

　猛攻を仕掛ける冒険者たち──無数の斬撃が振り下ろされたが、一撃加えただけで武器が熔とけてしまう。

　確実にダメージを与えられてはいるが……。

「ぐっ……一旦引け！」

「くそおっ……！　どうしたら……」

　他に武器があれば──

「おお！　とんでもない怪物がいますね！　あれが五大災害──火災竜フアイアードラゴンですか！」

「……──ケイア!?　なんで来たんだ!?」

　一瞬、目を疑った。

「薬の調合を終わらせたら、防ぼう災さい壕ごうに逃げろって言ったよな!?」

「ふふっ、この最強流薬くす師しケイア・ポポロンが逃げる!?　笑わせないでください！　ワタシは困った人を見捨てはしないのです！」

　そして彼女は両手に薬瓶を構えた。

「数は用意できませんでしたが、これを喰くらいなさい──最強薬を攻撃用に改変して作った最強薬改を！」

　不穏な名前を口にして最強薬を火災竜フアイアードラゴンに投げつける。




　──パリン




　薬瓶が弾はじけた瞬間──




「！？！？！？！？！？！？！？！？！？」




　火災竜フアイアードラゴンが慌てふためいた。

　それはダメージがあったのか。

　それとも何らかの状態異常になったのかはわからない。

　だがケイアの最強薬改を火災竜フアイアードラゴンは嫌がっている。

「ま、マジかよ……」

「ふははははっ！　どうですか──これが最強薬改の威力です！」

　高らかに笑うケイア。

　火災竜フアイアードラゴンに効果が抜群だったのは誇っていいだろう。

　しかし……だ。

　火災竜フアイアードラゴンは最強薬改がよほど気に入らなかったのだろう。

　重力制御グラビテイによる負荷を受けた状態にもかかわらず巨大な身体からだをバタバタと振り乱した。

「くっ……押さえきれなく、なって……」

　ユリフィ副隊長が堪こらえるように唇を噛かむ。

　重力制御グラビテイの負荷を受けた状態で、火災竜フアイアードラゴンがケイアに顔を向けた。

「っ!?　ワ、ワタシとやると言うのですか！　な、ならもう一度、最強薬改を──って、二本しか調合できなかったんでした!?」

「もうないのかよ!?」

「大急ぎで作ったんですもん！」

　ケイアは火災竜フアイアードラゴンに睨にらまれて涙目になっている。

　ここで言い争っている暇はない。

「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」

　短い咆ほう哮こう。

　直後、火災竜フアイアードラゴンの上空に大きな炎の塊が生まれた。

　その塊から炎球が降り注ぎ、ケイアを狙うように放たれていた。

　この数ではラグネル先輩の元素解除エレメントフオグでは防げない。

「っ!?」

「わわっ！」

　反射的に俺はケイアに飛び掛かりそのまま押し倒した。

　炎球が俺の背を掠かすめる。

　痛みに耐えながら俺は気配遮断シヤツトダウンを使った。

「あわわわっ」

「っ……」

　俺は急ぎ立ち上がると、ケイアを抱え上げ駆け出す。

　すると少女を追尾していた炎球の狙いがずれて地面を穿うがった。

「──あっぶねえっ！」

「レスクさん、流石さすがです！　救助隊員レスキユーというのは伊だ達てじゃありませんね！」

　なぜかウキウキのケイア。

「──キミの相手はわたしでしょ！」

　勇者が叫んだ。

　彼女は両手を空に向けていた。

　火災竜フアイアードラゴンが自分から目を逸そらした隙に、大技を使う準備をしていたようだ。

　そして真紅の空が光り輝く。




「──大だい雷らい刃じん！」




　ゴガアアアアアン──と、轟ごう音おんが鳴り響いた。

　直後、巨大な雷が落ちて火災竜フアイアードラゴンの頭上に直撃。

　目を覆いたくなるような光が地上を照らした。




「……──」




　ふらっ──と、まるで方向感覚を失ったように、火災竜フアイアードラゴンの身体からだが揺れた。

　そして、




　──バタアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン！！！！！




　火災竜フアイアードラゴンが地面に崩れ落ちた。

　女神に与えらえた勇者の力。

　その最大級の一撃は、五大災害にも少なくはないダメージを与えたらしい。

「はぁ……や、やった、の……？」

　勇者は魔力の全てを使い切ったのか、その顔には強い疲労の色が浮かんでいる。

　だが、

「──まだだ！」

　火災竜フアイアードラゴンの巨きよ躯くが動いている。

　まだ死んではいない。

　脳天に雷魔法を受けたことで、一時的に麻ま痺ひ状態になっているのか？

「クソッ……こんな時に武器がないなんて……！」

　衛兵の一人が嘆いた。

　今から取りに戻るのでは間に合わな──。

「──みんな!!　それを使って！」

　カレンの声が聞こえた。

　そして冒険者たちの傍そばに大きな宝箱が出現する。

「うちの武器、ありったけだ！　竜殺しの剣ドラゴンキラーもある！　絶対に無駄にするんじゃないぞ！」

　姿は見えないが装備屋の親父おやじが叫ぶ声が聞こえた。

　多分、門のほうに隠れているのだろう。

「よくやってくれたね。これなら──」

「さあ、狩りの時間ね！」

　アルカナンとキサラが宝箱を開いて武器を手に持った。

　皆もそれに続いていく。

　これが最後の総攻撃となるだろう。

　ユリフィ副隊長も顔には出さないが憔しよう悴すいしきっているのがわかる。

　救援技能レリーフをずっと発動したままなのだから、もう限界を超えているはずだ。

「五大災害がなんだってんだ！」

「こっちだって長年冒険者をしてる意地があんだよ！」

　斬撃が火災竜フアイアードラゴンを切り裂いていく。

　やはり麻ま痺ひ状態なのか抵抗は一切ない。

　この時、皆の心に希望が宿っただろう。

　もしかしたら、本当に火災竜フアイアードラゴンを消滅させることができるのではないかと。

　だが──上空に残っていた火の塊から炎球が降り注ぐ。

「ぐあっ……」

「こいつ、まだこんな力を──」

　だが火災竜フアイアードラゴンの攻撃はそれだけではない。

　突如、空間が切り裂かれたかと思うと、そこから火の精霊が召喚されたのだ。

「なっ!?」

「召喚魔法……!?」

　冒険者たちの目から希望が消える。

　全部で三体。

　精霊の中にもランクはあるのだが、火災竜フアイアードラゴンが召喚したのは人型の上級精霊だ。

　火災竜フアイアードラゴンほどの怪物ではないが、疲弊した状態で人が立ち向かうには絶望的な相手だった。

（……大火災クリムゾンノヴアの使用で莫ばく大だいな魔力を消費させたと思ったのに……！）

　まだ、これほどの余裕があるのか。

「くそ……！」

「ど、どうしたら!?」

　火の魔法が雨のように降り注ぎ周囲を焼け野原に変えていく。

　徐々に消火活動が間に合わなくなっていった。

　さらに──絶望的な事態はそれだけではない。




「──＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊!!」




　火災竜フアイアードラゴンが崩れ落ちたまま咆ほう哮こうした。

　そして大きく息を吸い込む──すると、莫ばく大だいな魔力の波動が火災竜フアイアードラゴンから放たれた。

　大火災クリムゾンノヴアのカウントダウンが始まったのだ。

　全身が震え、嘆き慄おののく者が現れる。

　彼らは最初から、勝ち目などなかったと絶望しているのかもしれない。

「──ラグネル先輩！」

「わかってる！」

　だが俺たちは諦めていなかった。

「大火災クリムゾンノヴアは元素解除エレメントフオグで防げます！　皆さん、落ち着いて火の精霊の対処を──っ!?」

　気付いた時には遅かった。

　火の精霊がユリフィ副隊長に火の魔法を放った。

　動きを封じ続けている彼女を狙うのは道理。

（──どうする？）

　いや、悩んでいる時間はない。

　元素解除エレメントフオグを使わなければ、ユリフィ副隊長を助けることができない。

「ラグネル先輩──ユリフィ副隊長を！」

「それっきゃねえよな！」

　元素解除エレメントフオグの使用はギリギリだったが、火の精霊が放った魔法を完璧に消滅させた。

　だが──俺の選択は失敗だった。

　大火災クリムゾンノヴアの発動には、まだまだ時間が掛かる。

　そう考えていたのに──




「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊！！！！！！！！！」




　終しゆう焉えんの業火は放たれた。

　チャージが完全に完了していなければ勇者のことも狙っていない。

　たが、俺たちを消し去るには、それで十分すぎる。

　地上に着弾した瞬間──全てが終わるのだから。




「──っ！」




　誰もが諦めかけた。

　迫りくる赤き閃せん光こうを前に、俺も死を覚悟した。

　そんな中、勇者は違った。

　いつ駆け出したのかもわからない。

　だが大火災クリムゾンノヴアが放たれた瞬間、火災竜フアイアードラゴンの前に立っていた。

　そして、自身の身体からだを盾にするように両手を広げる。

　放たれた業火を自身の身体で受け止めようとするみたいに。

　それは意味のある行為ではない。

　それでも──勇者は俺たちを守ろうとしたのだ。

　自分の命を懸けて──

「勇者っ!?」

　俺の声に振り向いた勇者が悲しそうな顔を見せた。




　──ごめんね。




　勇者が泣きそうな顔で笑っている。

　俺は駆け出していた。

　間に合うはずがない。

　頭ではわかっている──だけど、それでも俺は勇者を助けたかった。

（──これじゃ、あの時と同じじゃないか）

　五年前──世界が真っ赤に染まり、気付けば俺は全てを失っていた。

　そんな絶望の中で──俺が生きる選択ができたのは勇者のお陰だ。

　なのに、俺は何もしてやれなかった。

　自分が村を滅ぼす切っ掛けとなったと、泣く勇者に。

　お前のせいじゃないんだって、言ってやることもできなかった。

　ティリィは今も苦しんでいる。

　ここで、あの時と同じことを繰り返せば──きっと今よりも苦しむことになる。

　また俺は、みんながいなくなる痛みを、ティリィに背負わせるのか？

　走馬灯のように村のみんなの姿が頭の中を駆け巡る。

　家族、ティリィの両親、村のみんな──全部、失っていいものなんてなかった。

　あの日に消えてしまった人々は俺たちを恨んでいるか？

　いや──違う。

　父さんも、母さんも、ティリィの両親も村のみんなも──きっと生きろと言うはずだ。

　だから──

「──もう俺は──お前を一人になんて、絶対にさせない！」

　叫んだ。

　でも、この声はティリィには届かない。

　それでも──

「今度こそ俺は──お前を救う！」

　喉が潰れるくらい叫んだ。

　何かを変えたかった。

　だけど、その行為に意味はなくて。

　結局──何も変えられないまま、業火に包まれ俺の意識は途絶え──。




「──時間操作アイオン・クロツク」




　意識が逆転し世界が巻き戻る。

　頭を揺さぶられるような気持ち悪さだった。

　だけど俺は理解していた。

　今、終わりが始まる直前に戻ったのだと。




「──走れ!!」




　心を奮い立たせるような叫びに鼓舞され、俺は全力で駆け出した。

　第三救助機関サードの隊長にして伝説の救助隊員レスキユー──ブリック・トラッシュ。

　その救援技能レリーフは時間操作アイオン・クロツク──五分までなら時を戻すことができる。




「──時間停止アイオン・ストツプ」




　続けて世界が停止した。

　それを知覚できたのはこの救援技能レリーフの使用者である隊長と、時間停止アイオン・ストツプの対象に選ばれた俺だけだろう。

　時の止まった数秒間の中で俺は走り続ける。




『──レスク、俺たちの分も──生きろ！』




　その時、みんなの声が聞こえた気がした。

　俺の背を押すように。




「──ティリィィィィィィィィィィィィッ!!」




　そして──再び世界は始まった。

　ティリィに追いつくと、俺は彼女を抱きしめていた。

「え!?　れ、レスク、どうして!?」

「お前が勝手なことするからだ！」

「意味がわかんないよ！」

「俺はお前にこれ以上、傷付いてほしくないんだ！　──助けたかったんだ！」

「わたしは傷付かないよ！　死んだってまた甦よみがえれる！　だけどあなたは──」

「甦れるからって、お前が犠牲になっていい理由にはならねえんだよ！」

　俺は知っている。

　甦る度にティリィは恐怖で震えていたことを。

「死なないからって、怖くないわけないだろ！」

　本当は戦いたくなんてないんだ。

　勇者に選ばれてしまっただけで、ティリィは普通の女の子だったんだから。

「死なないからって、痛くないわけじゃないだろ！」

　いつも棺かん桶おけを運びながら、ティリィを助けてやれないことを後悔していた。

「レスク……」

「五年前もそうだった。ずっと後悔してた。お前のせいじゃないって言えなかったこと」

　あの時の後悔は永遠に消えることはないけど、それでも──今、ティリィはここにいる。

　俺はもう二度と──大切な人の涙は見たくない。

「俺に世界を救う力はないかもしれないけど、今度こそ大切な人を救いたい。もうお前の涙は見たくないんだ……！」

「なにそれ……バカだよ、レスクは──」

　苦笑しながらティリィは目に涙を溜ためていた。

　そして──大火災クリムゾンノヴアが迫ってくる。

「でも、バカなりに策を思い付いた」

　やれることを全てやり切る。

　これはブリック隊長が、みんなが作ってくれたチャンスなのだから。

　それに……今ならきっと──みんなも力を貸してくれる。

　そんな気がしたんだ。

「俺たちは生き抜く。失ってしまった命の分も──」

　俺の言葉に反応するように、ティリィが俺を強く抱きしめた。

「うん。わたしたちなら──みんなを守れる！　だから──」

　ティリィは俺の考えを理解していた。

　それは二人が繋つながった証あかし。

　直すぐそこに紅あかき死が迫っている。

　そして──灼しやく熱ねつ地獄が俺たちを呑のみ込こんだ。

　その刹那──




「「──相棒救援バデイ・レリーフ」」




　二つの叫びが、想おもいが重なり、神々しいほどの光が俺たちを包んだ。

　それは優しく温かい──あらゆる災禍を浄化する希望の光。

　俺たちを呑み込んだ大火災クリムゾンノヴアは真っ二つに切り裂かれ霧消した。

　それを目にした者たちは──奇跡だと思ったろう。

「これ──すごい……！　レスクを感じる……あなたの想いが入ってくる」

「ああ……俺も同じだ。今ならお前の痛みも苦しみも悲しみも──全部、一緒に抱えられる。お前はもう一人じゃない」

　相棒救援バデイ・レリーフを使ったのは咄とつ嗟さの判断だった。

　だけど迷いはなかった。

　俺たちなら相棒感応バデイ・コネクトが可能だと確信していたから。

「──今のわたしたちなら大丈夫だよね」

「ああ──俺たちなら何が起ころうと乗り越えられる」

　相棒バデイとなる勇者の力は相棒救援バデイ・レリーフにより限界を超えて上昇している。

「みんなを救おう──レスク」

「ああ、あの時できなかったことを──俺たち二人で成し遂げる！」

　これは誓いだ。

「──救援レリーフ──限界突破リミツトブレイク!!」

「二人の力を一つに──」

　右手を重ね左手を空に掲げる。

「これは俺たちの──」

「これはわたしたちの──」

　身体からだを、想おもいを、言葉を、そして力を──俺たちの全てを合わせる。

「「世界を救う希望の光──」」

　紅あかき終しゆう焉えんの空に聖なる光が溢あふれ出だし──真っ赤な帳とばりを吹き飛ばしていく。

　その光は太陽よりも強い輝きを放っていただろう。

「「邪悪を撃ち滅ぼせ──救世の光ジヤツジメントセイヴアー！」」

　そして、天空から降り注ぐ救世の光ジヤツジメントセイヴアーが世界を照らし火災竜フアイアードラゴンを浄化する。

「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊!?」

　それは一瞬の出来事。

　神が与えたもうた命に癒いやしを与え、邪悪のみを消滅させていく。

　正に全能神にも匹敵する力。

　慈愛に溢れたその光は、まるで女神の起こした奇跡のようだった。

「終わったん、だ……レスク──勝ったんだよ、わたしたち！」

　隣で満面の笑みを浮かべる少女。

　その顔に一切の陰もない。

「ああ……そうだな。俺はやっと──」
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　あの時、救えなかったものを一つだけ救うことができたんだ。




「「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ[image: ]」」」」




　戦いを終えたことを確信して──勝かち鬨どきが上がった。

　これは人類が初めて五大災害に勝利した歴史的快挙となり──その事実が大陸の外にまで駆け巡ることになっていく。

「あ、れ……？」

　喜びも束つかの間ま、力を使い切ってしまったみたいに、ティリィの身体からだから力が抜けた。

「──お、おい!?」

　慌てて彼女の身体を支えるが……既に気を失っていた。





　　　　※






　それから数日が経過した今もティリィは目を覚ましていない。
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　火災竜フアイアードラゴンとの戦いから数日後。

　救助レスキユーギルドから大陸全土に向けてある発表が行われた。

　それは五大災害の一つ──火災竜フアイアードラゴンの消滅。

　その成果なのか大陸における火災竜フアイアードラゴンの出現率が零パーセントになったらしい。

　つまり、消滅させた五大災害は二度と出現することはないという証明になったのだ。

　ただ、その代償にたった一人の少女が今も……。





　　　　※






「ぐぅ～ぐぅ～」

「ほんと、気持ち良さそうに寝てるなぁ……」

　医療機関のベッドで眠っているティリィを見ながら、俺は苦笑を浮かべていた。

　あれからずっと眠っているが、医者の話では命に別状はないらしい。

　これは、相棒救援バデイ・レリーフの効果で、限界を超えて勇者の力を使った代償なのかもしれない。

「……あまり心配をかけさせるなよな」

「ぐごぉ～」

　それは俺に対する返事だろうか？

　というか、実は起きてるんじゃないだろうな？

　俺は右みぎ頬ほおをつついてみる。

　だが全く起きる気配はなかった。

「んぐぅ～」

　少し寝苦しそうだ。

「まぁ……ゆっくり休めばいいけどさ……」

　今日は休暇をもらっている。

　だからもう少しだけここにいよう。

「なんだか、俺も眠くなってきた。だから少しだけ……」

　そう思って目を瞑つぶると、直すぐに微睡まどろんで──気付けば意識は落ちていた。





　　　　※






（……ずっと変わらないと思っていた）

　声が聞こえて俺は目を覚ました。

（……平穏だけど楽しい毎日──幸せな日常）

　視界にぼんやりと見えるのは……五年前の光景。

　まだ村が無くなる前。

　そこではみんなが笑っている。

　ああ、そうか……ここは──ティリィの記憶なのか。

　それを理解した途端、ぼんやりと見えていた世界が鮮明に広がった。

（……優しい両親に穏やかな村の人たち……それに幼おさな馴な染じみの男の子……）

　俺とティリィは家が隣同士。

　お互いの両親の仲が良かったこともあって、いつも一緒に遊んでいた。

（……身体からだが小さく気の弱かったわたしを、男の子は──レスクはいつも助けてくれた）

　ああ、そんなこともあったっけ。

　村の子供たちと遊ぶ時も、ティリィはいつも俺の後ろに隠れておどおどしていた。

　そんな少女を面白がってか、村のガキ大将たちはからかった。

　多分、イジメているなんて意識はなかったと思うけど……虫を投げたり、物を隠したり……でも、ティリィはやり返すことも、言い返すこともできなくて……。

『ティリィ……イヤなことされたら、言い返さないとダメだよ』

『で、でも、こわいもん。それに、レスクがいっしょにいてくれたらへいきでしょ？』

　イジメられているティリィを見兼ねて、俺はいつも助けてしまっていた。

　悲しそうに目にいっぱい涙を溜ためているティリィを見てしまったら、放っておけるわけがない。

（……いつもわたしはレスクに甘えていた。優しい彼が、わたしは大好きだった。でも今だから思う。本当は……わたし自身が強くなろうとするべきだった）

　そんな風にティリィは思っていたのか。

　この頃の俺は少し過保護だったのかもしれない。

　ティリィは大切な幼おさな馴な染じみで、妹みたいな存在で──いや、それは違うか。

　俺も多分、ティリィのことが好きだったんだと思う。

　それを意識することになったのは、毎年恒例となっている祭さい事じでのことだ。




『ぁ……』

『どうしたんだ？』

　ふとティリィが足を止めたのだ。

　そして見ていたのは、出店に並ぶおもちゃの指輪だ。

（……宝石なんて付いていなかったけど、それはキラキラ輝いていて……わたしにはとても綺き麗れいなものに見えたの）

　欲しいってティリィは口にしなかった。

　だけど、

『おじさん、これください』

『え……？』

　俺の言葉が意外だったのだろうか。

　ティリィは驚くようにこっちを見た。

『ほしいんだろ？』

『……いいの？』

　何も言わずに俺はおもちゃの指輪を渡した。

　照れ臭かったから口にはしなかったけど、ティリィに喜んでほしかった。

『ありがとう！　ずっと大切にするから！』

　この時のティリィの笑顔を、俺は忘れないと思う。

（……深い意味なんてそこにはきっとないんだとわかっていたけど、大好きなレスクにもらえたプレゼントだったから、本当に嬉うれしかった）

　結婚の意味を考えたことなんて当然ない。

　でも……。

『ねぇ、レスク』

『うん？』

『大人になったら……わたしをレスクのお嫁さんにしてくれる？』

　この時、俺は──。

（……レスクはわたしの手をぎゅっと握った）

　それがあの時の俺なりの答えだったんだと思う。

（……本当に幸せで、こんな日常が当然のことだって思ってた。だけど──）

　この平穏は永遠ではなかった。

（……女神様から初めて啓示を受けたのは──あの災厄の前日……邪神により魔王が復活したこと、そして自身が封印されてしまう可能性をわたしに伝えた）

　これは俺の知らない話だ。

『ティリィ……あなたに力を託します。どうかこの世界を……邪神の手から……』

『女神様……どうして、わたしなんですか？　わたし、戦うなんて……』

『私は未来を見ました。その中で、あなたなら未来を切り開ける可能性があったのです。それは確定した未来ではありませんが……』

『未来を、切り開く？』

『ティリィ、気を付けてください。邪神も未来を見ています。……多くの障害があなたを襲うでしょう……でも、どうかこの世界を──』

　二人の会話はここで終わっていた。

（……女神様と話したのはこれが最初で最後……そして翌日、あの災厄は起こった）




　視界が切り替わった。

　地獄の業火に覆われた世界。

『ぁ……ああああああああああっ──』

　獲物を探しながら紅あかき空を舞う火災竜フアイアードラゴン。

　俺たちの生きてきた証あかしが、大切な全てが塵じん芥かいへと変わっていく。

『ごめん……ごめんね、レスク。わたしのせいで、わたしのせいで、みんなが……』

（災厄が起こると聞いていたのに、わたしは……みんなを守ることができなかった）

　だとしてもそれは仕方のないことだ。

　勇者はこの時、まだ10歳の小さな女の子だったんだから。

　泣いているティリィを俺は抱きしめた。

　炎の渦が俺たちを呑のみ込こむ──だけど、優しく淡い光が俺たちの身体からだを包んでいた。

『……せめて、レスクだけは……』

　あの時は気付かなかったけど、俺がこの時に生き抜くことができたのは──女神に与えられた勇者の加護が、ティリィの想おもいが俺を守ってくれたからなのだろう。

（……レスクはずっと傍そばにいてくれた。わたしの手をぎゅっと放さなかった。自分がいるから大丈夫だと言われているみたいだった。そして全てが終わったあと──わたしは、勇者としての力が覚醒する十五歳まではその身を囚とらわれていた）

　それは五年間ずっとということだろうか？

　使者たちとの間にどんなことがあったかはわからない。

　だけど……それがどれほど心細かったのか。

（……戦わずに済むのなら、戦いたくなんてなかった。だけど、わたしは強くなりたいと思った。守られているばかりじゃなくて、みんなを守れるくらい強く、もう二度と同じ後悔はしたくないから──わたしは勇者になる決意をしたんだ）





　　　　※






「っ──」

「あ、起きたんだ」

「ティリィ……？」

　どうやら俺は椅子に座ったまま眠っていたらしい。

「わたしたち、同じ……夢、見てたの？」

「……ああ。相棒救援バデイ・レリーフで、強く繋つながりすぎたせいだと思う」

　互いの全てを一つにするこの力は、意思や記憶、夢さえも共有してしまうことがある。

　が……それを許すことができるほどの相手でなければ、相棒救援バデイ・レリーフを発動することはできない。

「そっか……」

　ティリィは短く返事をした。

　それから少しの間、静寂が続いて……。

「ごめんなさい……わたしのせいで、あなたの家族も、村も……全部──」

「違う」

「むぎゅ!?」

　俺は勇者の唇を掴つかんで閉じさせた。

「あれはお前のせいじゃない」

「……レスク」

　実際、邪神が勇者を狙って火災竜フアイアードラゴンを出現させたのかはわからない。

　事実、そうだったのかもしれない。

　だけど──。

「ティリィは悪くないんだ。もしお前を悪く言う奴やつがいたとしても──」

　ずっと言ってやりたかった言葉を──俺は、

「俺がお前を許す」

「っ……」

　やっと、五年越しに伝えることができた。

　彼女を許すことができるのはあの村で唯一、生き残った俺だけなのだから。

「だからもういいんだ。お前は十分、がんばってきたんだよ」

「っ……ぅぅっ……」

　ティリィの瞳から涙が零こぼれた。

　溢あふれて止まらない涙を必死にティリィは拭う。

「あれ、おかしいなぁ……」

　俺はティリィを抱きしめる。

「もう二度と泣かないって決めたのに……強くなって、みんなを守るって決めたのに……」

　今までの、五年分の悲しみも、後悔も、痛みも──あの時の思いが溢れていく。

「どうして……涙が、止まらないよ……」

　俺たちは声を上げて泣き続けた。

　失ってしまったあの日──一人で背負わせてしまった彼女と共に。

　どれだけ悔やんでも、過去を変えることはできない。

　だけど今を変えれば、未来を変えることはできる。

　今を救うことができたなら──きっと未来を救うこともできる。

　そう信じてこれからも進み続けよう。

　あの日、救えなかった命の為ためにも──

（……だから今は、見守っていてほしい）

　生き残ってしまった俺たちのことを──どうか、この想おもいがみんなに届きますように。

　そう願った時だった。




　──バカだな。誰も、お前たちを恨んでなんていないよ。




　え……？

　ふと、声が聞こえた気がした。




　──わたしたちのぶんも幸せにね。




　ティリィにも聞こえているのだろう。

　彼女は涙で赤くなった目を向ける。




　──もう大丈夫だよな。




　これは幻なのだろうか？

　俺たちの身体からだが淡く優しい光を放つ。

　それはまるでみんなの想おもいの結晶のように──。




　──ずっと心配だったの……二人とも、悲しみ続けてるから。




　それともまだ夢を見ているのだろうか？




　──じゃあ行くよ。見えなくても、聞こえなくても、見守ってるから。




　全てを伝え終えると、光は天に向かって消えていった。

「……今のは……みんなの想い？」

「ずっとわたしたちを、見守っていてくれたの？　傍そばにいてくれたの？」

　火災竜フアイアードラゴンとの戦いで湧いてきた不思議な力。

　父さんや母さん、村のみんなが力を貸して、俺たちを救ってくれた。

　再び起こったあの災害を乗り越える為ために。

「……ありがとう、みんな……ありがとう」

　ティリィの口から零こぼれたのは、謝罪ではなく、溢あふれるような感謝の想い。

　過去に囚とらわれていた少女の心が今──解き放たれたのだろう。

　だから、きっと俺たちはもう歩き出せる。

（──いや、歩いていくから）

　あの日を越えて──ティリィと一緒に希望の未来を。
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「「「「「「「「「「ウェ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]イ！」」」」」」」」」」




　ルミナスの酒場は大盛況。

　しかも本日は満員御礼──いや、酒場の外にまで机や椅子が並んでいる。

　というのも、勇者が復活したことで、少し遅れて祝勝会が開催されているのだ。

「いや～良くやってくれた！　流石さすがは救助レスキユーギルドの英雄──ブリック・トラッシュだ。また伝説が増えたな！」

　上機嫌の首長は酒をガバガバ飲んでいた。

　大陸の首都をほぼ被害なしで守り切ったことを考えれば、この喜びようも当然か。

　ちなみに代金は首長のポケットマネーから支払われるらしい。

「俺は何もしてませんよ。この結果は災害対策に協力してくれた皆の力によるものです」

　決して驕おごることなくブリック隊長はこの場にいる皆に視線を向けた。

「おお、そうだ！　もちろんその通りだとも！　さぁ、ルミナスを救った英雄たちよ──今日は思い切り楽しんでくれ！」

　そして首長は麦酒エールの入ったグラスを掲げる。




「「「「「「「「「「ウェ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]イ！」」」」」」」」」」




　再び乾杯。

　救助隊員レスキユーも冒険者も衛兵も、そして町人たちも──ルミナスに住む人々が、今日という日を迎えられたことを喜び合っていた。

「おっしゃ～飲むぜぇ！　ユリフィさんも今日は付き合ってもらいますよ」

「……まあ、お祝いの時くらいわね」

　ラグネル先輩が、副隊長のグラスに麦酒エールを注つぐ。

　ちなみに副隊長は麦酒エールに滅法強く全く酔わない為ため、第三救助機関サードのメンバーで飲み会を開催すると大抵は他の隊員たちが先に潰れてしまう。

「……はぁ……あんなにはしゃいじゃって……」

「そう言うなよ。嬉うれしいのはみんな一緒なんだからな」

「まぁね……」

　苦笑してカレンは俺にグラスを向けた。

「「乾杯」」

　カン──と小さな音が響く。

　ちなみに俺やカレンは、まっくろしゅわしゅわを飲んでいた。

　甘くて喉越しが良くて、もうしゅわっと最高だ！

「ふははははっ！　やはりココラは最高ですね！」

「ああ、それには同意だ」

　あの防衛戦で大活躍だったケイアが現れた。

　高らかに笑いながら、俺たちの席に腰を落とす。

「ちなみにですが、ココラをさらに美お味いしくする方法をご存ぞん知じですか？」

「いや、ココラはもう完璧だろ？」

「ノウ！　それはノウですよ、レスクさん！　ココラは完成されたドリンクではありますが、この最強薬を一滴加えればもっと美味しくなるのです！」

　はい、でた～。

　そうなんじゃないかと思ってた。

「……ふ～ん」

「冷たい！　反応が冷たいですよ！」

「……あんた、本当に元気ね」

「なんで、そんな可哀かわいそうな物を見る目を向けるんです!?」

　このＳランク薬くす師しは最強薬にさえ出会わなければ、世界を救うほどの天才薬師になっていたのかもしれない。

　そう思うと、とても惜しい。

「それにしても……勇者ティリィはすごい人気ですね」

　ケイアが、住民に囲まれるティリィに目を向けた。

「まぁ……今回の主役の一人だからな」

　多くの住民が、あの戦いで命を懸けた災害対策班に強く感謝している。

　俺たち救助隊員レスキユーも、これまでにないというほど住民たちから感謝の言葉を送られた。

　最初は実感がなかったけど、それだけ大きなことを成し遂げたと、今になって少しずつ感じている。

「あ、そうですレスクさん！　これで最強薬を広めるのを手伝ってもらえるんですよね？」

「……あ、ああ～……まぁな」

「あんた、そんな約束したの……」

　カレンが呆あきれるように頭を抱えた。

「どうやって広める手伝いをしてくださるんです!?」

　キラキラした目を俺に向けるケイア。

　もちろん嘘うそを吐つくつもりはない。

「救助レスキユーギルドに最強薬を納品してほしい」

「なんとお!?　ワタシの最強薬が救助レスキユー活動にいかされるのですか!?」

　これにはケイアも嬉うれしそうだった。

「ちょ、ちょっとレスク、大丈夫なの？」

　心配になったのか、俺の相棒バデイが耳打ちしてきた。

「ああ、大丈夫だ。回復薬ポーシヨンとしてじゃなく、攻撃薬として使うならって条件でな」

「あぁ～」

　カレンは納得といった顔で頷うなずく。

　火災竜フアイアードラゴンにすらダメージを与える最強薬なら攻撃用として使い道があると、救助レスキユーギルドの上層部も認めてくれたのだ。

「はぁ……やっと抜けられたよぅ……」

「お疲れさん」

　勇者がふらふらしながら席に着いた。

「ずっと話してたから喉渇いちゃったよ……」

「みんな、町を救った英雄と話したいんだよ」

「わたしががんばれたのは、レスクがいてくれたお陰だから……」

「……ティリィ……」

「ちょっと、あたしたちもいるんだけど？」

「なんですかこれ？　なんなんですかこの雰囲気？」

　ジト目を向けてくるカレンとケイア。

「い、いや、別に深い意味はない」

「そ、そうそう。それにルミナスを救えたのはみんなでがんばったからだよ」

「まぁ、それはいいんだけど、レスク……いつの間に【ティリィ】なんて名前で呼ぶようになったのよ？」

　カレンに指摘されて気付いた。

　そういえば、昔と同じく俺はティリィを名前で呼ぶようになっていた。

　元々そうだったのだから、それが自然なのだが……。

「そういえば……相棒救援バデイ・レリーフ、あたし以外の人ともできたのね……」

「あれは、ぶっつけ本番だった」

　だから、次も必ずできるとは限らない。

「そう。ま、これに関しては委細を聞くつもりはないけど、お互い……わだかまりは解けたの？」

「……知ってたのか？」

「あたしだって、あんたと相棒感応バデイ・コネクトしてるんだから……」

　繋つながった時に、カレンも俺の想おもいを感じ取っていたのだろう。

「ああ、もう大丈夫だ」

　俺が勇者に目を向けると、彼女は微笑ほほえみしっかりと頷うなずいた。

「そう。……はぁ……ライバル登場かぁ……」

「え？」

「なんでもないわよ」

　言ってカレンはティリィを見た。

「ねぇ、勇者──約束、果たしましょうか。今日は食べて飲んで楽しむわよ！」

「ぁ──うん！　でも、今日は首長さんの奢おごりだから……」

「そうね。なら改めてレスクの奢りでも食事に行きましょう」

　やはり俺の財布が軽くなる運命は変わらないらしい。




「さて折せつ角かくのめでたい日だからな──ここで皆に抱負を語ってもらおうか！」




　酔っ払った首長が唐突に叫んだ。

「じゃあまずはレスクくんからいこうかね！」

「お、俺ですか!?」

　無む茶ちやぶりもいいところだ。

「いいじゃねえか、後輩言ってやれ！　オレは年内にユリフィさんと付き合う！」

「ラグネルくん、可能なことを抱負にするならいいのだけれど、不可能なことを言うものじゃないわよ」

「ひでぇ!?」

　酒場に笑いが溢あふれる。

「んで……オレの抱負は別に考えるとして……後輩はどうなんだ？」

　そして再び話題は俺に戻った。

「そうですね……」

　みんなの視線が集まる。

　だけど救助隊員レスキユーになった時から俺の目標は変わらない。

「救助隊員レスキユーとして、これからも一人でも多くの人を救いたいです。世界を救うことはできなくても、きっと誰かを救うことはできるから」

　静寂。

　ただただ静寂。

　俺、何かマズいことを言っただろうか？

「まじめぇ[image: ][image: ][image: ]」

　ラグネル先輩が茶ちや化かすように言って、再び笑いが起こった。

「ま、真面目で悪いんですか！」

「ははっ、怒るな怒るな、いいんじゃねえのそれでよ」

「ええ。がんばりなさい」

　救助隊員レスキユーとして先輩二人が微笑を向ける。

「期待しているよ、レスクくん」

「おう！　がんばれよ～新人くん！」

「キミもルミナスを救った英雄の一人だものな」

　町の人々が俺を応援してくれる。

「なら、最初はわしを救ってもらおうかの？」

　言ったのは装備屋の店主だ。

「救助レスキユーが必要なんですか？」

「ああ、そうだ。これを受け取ってくれ」

　差し出されたのは請求書だった。

「首長、出番ですよ！　装備屋さんを救えるのは首長だけです！」

「なら首長、これを」

「うん……──んああああああああああああああ!?　なんだねこの金額っ!?」

　装備屋に渡された請求書の金額を見て、首長はちょっと漏らしていた。

「あ～災害対策用の費用です。これでルミナスを救えたのなら安いものですよね」

「そ、それはそうだが……災害対策用の予算どころか、ルミナスの貯蓄が全て飛ぶわ！」

　そんな凄すさまじい金額だったか。

「うちは分割でも構いませんよ？」

「……な、なら三年払いで……」

「利子もいただきますよ？」

「ぐおおおおおおおおおおおおお!?」

　酔いから醒さめた首長が酒場の床に転がった。

「お、落ち着いてよ、首長さん！　あ、これでも飲んでください！」

　言って勇者が飲み物を渡す。

「そ、そうだな……今は難しいことを考えるのはやめ──おおおおおおおおおおおおっ！」

　ドリンクを噴き出す首長。

「な、なんじゃこりゃああああああああっ！」

「え？　こ、ココラ、ですよね？」

「はい。それは最強薬入りのココラです！　最強最高！」

　勇者が尋ねると、答えたのはケイアだった。

　どうやらココラにこっそり最強薬を混ぜていたらしい。

「とんでもねぇやべえ味しかしなかったわい！　一瞬、お花畑が見えたぞ！」

　最強薬を飲んで、その程度で済んだのならマシなほうだろう。

「勇者さんも飲んでみますか？」

「え……あ、ありが──ふおおおおおああああ……ばたんきゅ～……」

　勇者が流れでそのドリンクを飲むと──彼女のライフはゼロになった。

「ゆ、ゆうしゃあああああああああ!?」

「なんと!?　勇者様が棺かん桶おけに!?」

「お前のせいだろっ！」

　たった一滴の最強薬をココラに混ぜるだけでこれだ。

　五大災害よりも、やはりこの災害娘のほうが危険なのではないだろうか？

「と、とりあえず直すぐに教会に──」

　俺が棺桶を背負おうとした……その時──念話テレパスの魔石が鳴り響いた。

『緊急連絡エマージエンシー、緊急連絡エマージエンシー、待機中の隊員は至急、出動してください！』

　次から次に不測の事態は起こるものだ。

「聞いたな。祝勝会は一時中断だ！」

　四の五の言っている暇はない。

　俺たちは一斉に動き出す。

「レスク、あんたは教会へ。まずは勇者を救ってきなさい」

「そうさせてもらう。──カレン、絶対に全員救出するぞ！」

「当然でしょ！」

　一人の力では世界を救えない。

　だけど誰かを救うことはできる。

　誰かが誰かの力になって、誰かが誰かを救ってる。

　一人一人の力で世界は動いていく。

　過去も現在も未来も、それは変わることはないと信じてる。

　だから──救いを求める人々がいる限り、俺たちの闘いは続くのだ。























あとがき




「スフレっち～、バディものっていいよね？」

「はぁ……？　そんな当たり前のこと聞くなよ──最高！」

「んじゃ、なんか企画やっちゃう～？　ＭＦ文庫Ｊで出しちゃう～！」

「やっちゃうウェーイ！　出しちゃうウェーイ！」

　打ち合わせの時に担当編集Ｋとしたこんな会話から紆う余よ曲きよく折せつ──『勇者の棺かん桶おけ、誰が運ぶの？　ポンコツ娘は救われ待ち』楽しんでいただけたでしょうか？

　笑えて泣けて元気になれる──そんなエンタメの王道を目指しました。

　読者の皆様の心に何か残ったのなら、そして誰かにとっての救いとなったなら、著者として心から嬉うれしく思います。

　もしかしたら、あとがきから読まれている方もいるかもしれませんが、ポンコツ勇者が誰に救われているのか──は、読めば直すぐにわかります！

　なので是非ご一読ください。

　また、ＫＡＤＯＫＡＷＡの運営するＷＥＢ小説投稿サイト『カクヨム』のＭＦ文庫Ｊ公式アカウントにて物語の前日譚たんを描いたＳＳを掲載しております！

　コメディ色の強いストーリーになっていますので、隙間時間などありましたら、そちらも合わせて楽しんでいただければ幸いです。

　気に入っていただけたなら、感想ツイートやファンレターお待ちしております！

　さて、ページ数も少なくなってきましたのでそろそろ謝辞に移りたいと思います。

　企画の立ち上げからお世話になりました担当編集Ｋ様。今回は企画からだからこそ世に送り出せたと思っています。今後もより面白い物語を書くために、そしてより多くの読者様に届ける為に力を貸してください。あと酒を奢おごってください。

　イラストを担当してくださったclearクリア先生。主人公のレスクや、ヒロインのティリィをはじめ魅力的なキャラクターを描いてくださりありがとうございます！　自分だけでは引き出しきれない限界以上で物語を彩ってくださったと思っています。

　カバーデザインを手掛けてくださった担当者様にも深く感謝いたします。

　ロゴのデザインもこの作品らしいものになったと感じています！

　本を出版する際にいつも感じていますが、この本が書店に並んでいるのは、本当に多くの方のご尽力があったからこそです。関わってくださった全ての皆様、そして──最後まで読んでくださった読者の皆様に心からの感謝を。一巻のみでも十分に満足感のある物語に仕上げておりますが、可能であればまた続刊で皆様にお会いできたら幸いです。

　そうなるように、がんばっていきますのでこれからも応援よろしくお願いします！


２０２０年８月　スフレ







電子書籍特典　書き下ろし短編

『湖の乙女』





「ったく、あいつはどこに行ったんだ……」

　勇者ティリィが帰らない。

　首長から連絡を受けた俺は、あいつが向かったブルーフォレストという大森林にやってきていた。

　視界を遮られるほど内部は鬱蒼としており、深く進めば方向感覚を狂わせていく。

　下手したらダンジョンよりも迷路のようだ。

「絶対、迷ってるよなぁ」

　早く見つけてやれたらいいのだが……などと思っていたら、

「はぁ～……癒されるぅ～」

　間違いない──今のはティリィの声だ。

　思っていたよりも元気そうで安心したが……あいつ、何をやってるんだ？

　気になって近付いて行くと、

「──っ!?」

「るんるん～る～る～……水浴びって気持ちいいわよねぇ……」

　一糸まとわぬティリィを目にした俺は、慌てて目を逸らした。

「迷っちゃったけど、こんな素敵な場所を見つけられたのは良かった。……結構、汗かいちゃってたから……」

　ダメだ。もし今、ティリィに見られたら……直ぐにこの場を離れなければと、俺が踵を返すと、みしみし──と、葉っぱを踏みしめる音が鳴り響いた。

「誰かいるの!?」

　ティリィが振り返る。だが同時に──

「ぁぅ……あれ、身体が……」

　ばちゃ～ん！　と、ティリィが倒れて水飛沫が上がった。

「ティリィ!?　──って、ここ毒沼じゃねえかっ!?」

「あばばばば……ばたんきゅ～……」

　そして、ティリィは毒沼に浸かりながら棺桶化した。

「ティリイイイイイイイイイッ!?」

　空に絶叫が木霊する。水浴びじゃなくて毒浴びしてたのかよ！　しかも全裸で。

（……そりゃ死ぬわ。というか、流石に間抜けすぎるだろ!?）

　呆れながらも、俺は必死になんとか毒沼から勇者の棺桶を引き上げたのだった。

　ちなみに、ティリィが森の魔物から幻覚魔法を受けていたとわかったのは、彼女が復活してからの話である。
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